
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　地球でいじめられっ子だった俺────天てん上じよう優ゆう夜やは、ある日不思議な扉とびらを家で見つけた。

　その扉の向こうには地球では見たこともないような魔ま物ものが跋ばつ扈こする超ちよう危険な異世界が広がっており、賢けん者じやと名乗る人物の遺産として、魔物が侵しん入にゆうすることさえできない家と、超強力な武器やアイテムの数々を引き継つぐことになった。

　そして異世界に来たことで手に入れたスキルと称しよう号ごう、そして賢者さんから受け継いだアイテムを駆く使しし、何とか暮らしていくことができた。

　他にも魔物を倒たおしたことでレベルアップし、俺は今までの人生とは真逆の生活が送れるようになった。

　現実世界の方でも友達ができて、異世界でも少しずつ成長していく……。

　今までとは比べ物にならないほど充じゆう実じつした日々を送っていると、ある日異世界で初めて人間と遭そう遇ぐうすることになった。

　今まで魔物と戦せん闘とうしかしてなかったから、異世界で人間に会うのはとても新しん鮮せんだった。まあ賢者さんのこともあるし、人がいることは知ってたんだけど……。

　ただ、初めての異世界人との邂かい逅こうは穏おだやかなモノではなく、ドレス姿の女の子が魔物に襲おそわれていたのを助けたところで終わり、もう自分から森の外に出ない限り、会うことはないと思っていた。

　しかし、俺は今、その女の子と、また魔物から救う形で再会することになったのだが────。




　　　　＊＊＊




「────結けつ婚こんしてください！」

「…………………………はい？」

　豪ごう華かなドレス姿の女の子の突とつ然ぜんの言葉に、俺はただ困こん惑わくするしかない。

　……この女の子は何を言ってるんだ？

　聞き間ま違ちがいかと思い首をひねっていると、中年騎き士しが慌あわてた様子で女の子に詰つめ寄った。

「れ、レクシア様!?　一体何を考えているんですか！」

「何って……求きゆう婚こんに決まってるじゃない」

「そんなの見ればわかりますよっ！　私が訊きいているのは、何な故ぜいきなりそんなことを口にしたのかということです！　貴女あなたは王女という自覚があるのですか!?　それにまだ相手のことも知らないのに……！」

「一ひと目め惚ぼれよ！　文句ある!?」

「逆ギレ!?」

　……えっと、俺は何を見せられているんだ？

　目の前で繰くり広げられる漫まん才ざいのようなやり取りに呆あつ気けにとられ思わず周囲を見み渡わたすと、他の兵士さんたちは「ああ、また始まったよ」といった感じで首をすくめていた。え、これが日常茶さ飯はん事じなの？　た、大変だなぁ……。

　思わずそんな風に考えながら中年騎士と女の子を見ていると、俺の視線に気づいた中年騎士が咳せき払ばらいをした。

「んん！　失礼。見苦しいところをお見せした。できれば落ち着いた場所で自己紹しよう介かいや話をしたいのだが……」

「私はレクシア・フォン・アルセリアです！　あ、貴方あなたのお名前は!?」

「……レクシア様。落ち着いた場所でという私の話を聞いてましたかな？」

「聞いたうえでの判断よ」

「手に負えねぇ……」

　中年騎士は女の子の言葉に額に手を当て、空を仰あおいだ。

「え、えっと……よろしければ、家うちに来ますか……？」

　中年騎士が不ふ憫びんというのもあるが、落ち着ける場所といえば俺の家しか思いつかないので俺はそう提案した。

　……まだ敵か味方かも分からない人間を招き入れるのはかなり危険だけど、ゴブリン・エリートに苦戦してたみたいだし、実力行使をしてきたとしても何とかやり過ごすことができるだろう。

　最悪地球に逃にげてしまえば、あの扉は俺以外は通れないワケだし。

　……まあでも、何となくこの人たちが悪い人のようには思えないんだよなぁ。ただの勘かんだから何とも言えないんだけどさ。

　俺の提案を聞いた兵士さんたちだったが、俺の予想以上に動どう揺ようしているようだった。

「い、家だと!?　この【大だい魔ま境きよう】に!?」

「もはや間違いない……彼はここに住んでいるようだぞ……」

「いったい、何者なんだ……？」

　兵士さんたちと同じように中年騎士も目を見開いていたが、すぐに頷うなずいた。

「それはありがたい。感謝する」

「いきなり彼の家にご招待!?　ちょ、ちょっと心の準備が……！」

「レクシア様。もう黙だまっててくれ……」

　中年騎士は、疲つかれたように溜ため息いきを吐つくのだった。




　　　　＊＊＊




「本当に家が……」

「……ここだけ完全に別空間じゃないか？」

「何で【大魔境】の中にこんなほのぼのとした空間が広がってるんだ……」

　家に……というか、家周辺の安全なエリアまで招き入れると、兵士さんたちは周囲を見渡しながら呆ぼう然ぜんとしていた。

　そのまま家に案内するが、さすがに全員が入るだけのスペースがないため、中には中年騎士と女の子だけが入ることになり、他の人たちは外で待機することになった。

　お互たがいに椅い子すに座り一息つくと、中年騎士が口を開く。

「改めて、自己紹介を。私はアルセリア王国でレクシア様に仕つかえる騎士、オーウェンだ。この度たびはレクシア様を……いや、我々を救っていただき、感謝する」

「あ、頭を上げてください！　偶ぐう然ぜん、そこに俺がいただけですから！」

　いきなり頭を下げられたので俺は慌ててそう言うが、中年騎士……オーウェンさんは中々頭を上げない。

「……いや、偶然とはいえ、ここは【大魔境】。そんな危険地帯に踏ふみ込んだ我々が無事でいられるのは奇き跡せきなのだ。だからこそ、感謝の気持ちを受け取ってほしい」

「わ、分かりました……」

　そこまで言われてしまえば、何も言うことができない。

　それよりサラッと流したけど、やっぱりこの場所は異世界の人から見ても危険地帯なのね……。

　思わず頰ほおを引きつらせていると、女の子も改めて名乗ってくれた。

「私はアルセリア王国の第一王女、レクシア・フォン・アルセリアです。私を救っていただき、ありがとうございました！」

「い、いえ、無事でよかったです…………ん？　王女？」

　俺の思考は停止した。

　……そういえば、ここに帰ってくる前にオーウェンさんと女の子……レクシアさんが言い合っていたとき、確かにオーウェンさんが王女がどうとかって言ってたような……。

　…………。

「……あの、オーウェンさん」

「なんだ？」

「その……レクシアさんは……王女様、なんですか……？」

「そうだ。それも、第一王女だ」

「……俺、思いっきり普ふ通つうに接してますけど……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　一周回って冷静になった俺がそう訊きくと、オーウェンさんは笑顔で頷く。

「ああ、気にしないで大丈夫だ。これは非公式だし、何より君は命の恩人だ」

「……これでも私、有名だと思っていたんだけど……まさか知られてなかったとは……」

「あ、えっと……すみません」

　思わず謝ってしまった。

　許してほしい。この世界の常識的な部分は全く分からないのだ。……いや、分からないで済むことじゃないかもしれないけど。

「そ、それじゃあレクシア様とお呼びしたほうが？」

「レクシアで！　呼び捨てでお願いします！」

　何て呼べばいいか分からなかったのでそう訊くと、さっきは落ち込んでいたのに今度は勢いよくそう言ってきた。切り替かえが早い。

　いや、それよりも……一国の王女様を呼び捨てとかダメじゃないか？　普通に考えて。

　何とかそのことを伝えるとオーウェンさんもレクシア様を宥なだめてくれたのだが……最終的に、公おおやけの場だけ『レクシア様』で、それ以外は『レクシアさん』でいいことになった。ほ、本当にいいのかなぁ？　小市民の俺としては中々怖こわいんだけど……。

　オーウェンさんたちの自己紹介が終わったところで、今度は俺が名乗ることに。

「えっと……天上優夜です。この森？　に住んでます」

　それ以外言うことがない……というより、言えないが大丈夫だよな？　異世界人ですとはさすがに言えないし……。

　そう思っていると、レクシアさんたちはヒソヒソと話していた。

「テンジョウ・ユウヤ……アルセリア王国じゃ聞き慣れない響ひびきの名前だ……」

「でも家名があるってことは……前に話した通り、異国の貴族か王族かしら？」

「そこまではさすがに……情報が少なすぎます。なにせ、この【大魔境】で暮らしているという時点ですでに我々の常識が通用しませんから……」

「あ、あの……？」

「失礼……それで、テンジョウが名前でいいのか？」

「へ？　あ……いえ、優夜が名前で、天上は苗みよう字じです」

「ふむ……名前も我々の国とは違うな……では、ユウヤ殿どの。実は我々はユウヤ殿を探してこの【大魔境】に来たのだ」

「え？　俺を探しに？」

【大魔境】っていうのは、雰ふん囲い気きからしてこの周辺のことを指してるんだろうけど……物ぶつ騒そうな響きだなぁ。実際に物騒だけど。

　それよりも、俺なんかを探すためにこんな危険な場所に来たのか？

　するとレクシアさんが目を輝かがやかせて、身を乗り出してきた。

「そうです！　私がもう一度、ユウヤ様にお会いしたかったからこそ、こうして会いに来たのです！」

「え、ええ？　それにユウヤ様って……そんな柄がらではないですし、普通に優夜と呼んでもらえれば……」

「却きやつ下かです！」

「無む駄だに理り不ふ尽じん……」

　何故、一国の王女様から様付けで呼ばれなきゃダメなんだろうか？　おかしくない？

「俺……あ、私に会うためってことですが、それはオーウェンさんと同じ理由でしょうか？」

「そうです！　ぜひ、直接会ってお礼が言いたいと思いまして！」

　なるほど……王族の方が直接お礼を言うなんて普通に想像できないし、考えられない状じよう況きようだけど、レクシアさんは律りち儀ぎだなぁ。ゴブリン・ジェネラルに襲おそわれていたときの状況を思い出して、こうして会いに来てくれたわけだし……。

「というわけで、結けつ婚こんしてください！」

「お礼要素はどこに？」

　うん、何をどうすれば結婚なんて言葉が出てくるんだろうか？　この世界では結婚＝お礼なの？　違ちがうよね？

「あの……私とレクシアさんはほぼ初対面ですし……それに何な故ぜ、私なんかを？」

「何故って……ゴブリン・ジェネラルに襲われていた私を、颯さつ爽そうと助けてくれたその姿に一目惚れしたからです！」

「確かにゴブリン・ジェネラルに襲われていたところを颯爽と助けていただいたのであれば分からなくもないですが……さすがに勢いが過ぎます。もう少しお考えになっては？　レクシア様は一国の王女なのですよ？」

「いいじゃない！　一目惚れから始まる恋こいもあるって本に書いてあったわ！」

「ダメだ……もうちょっとそっち方面の勉強もさせるべきだった……」

　よ、よく分からないけど、苦労してるなぁ、オーウェンさん。

「あの……すみません。その……レクシアさんの気持ちは嬉うれしいんですが、いきなりすぎて……」

　うん、完全につり橋効果？　というか、さっきもゴブリン・エリートに襲われてその状況から抜ぬけ出したばかりで、興奮してるから冷静な判断ができないんじゃないかな？

　俺なんかが色恋を語れるわけじゃないけど、こういうのってもっと冷静になって考えるべきなんじゃ……それに、レクシアさんって王女様でしょ？　俺なんかとは身分も何もかも、釣つり合ってない。俺はただの小市民だし。

　ハッキリと謝罪して辞退すると、オーウェンさんは特に気にした様子もなかったが、レクシアさんは何故か目を輝かせた。

「なるほど……この恋は一ひと筋すじ縄なわではいかないようね！　でもその方が燃えるわ！　どの恋愛小説でも障害はつきものだったし！」

「え？」

「いえ、なんでもありません！　で、では、友だちからならどうでしょうか？」

「友だち？」

　それは……いいんだろうか？

　友だちにって言ってくれるのは、とても嬉しい。ちょっと前まで友だちになってくれる人なんていなかったわけだし……こうしてハッキリとそう口にしてくれるのは今までにない経験だった。

　だが、レクシアさんは王女様だ。友だちもそう簡単に決めていいものなんだろうか？

　俺が疑問を口にする前に、俺の心情を悟さとったオーウェンさんが答えてくれた。

「ユウヤ殿であれば問題ないだろう。……異国の貴族や王族であるようだし、何よりこの【大だい魔ま境きよう】で暮らしているのだ。周囲にバレる心配はないはず……」

　後半の言葉をボソボソっと言うもんだから、よく聞き取れなかった。何で俺なら問題ないんだろう？

　でも一応許可はもらえたってことでいいのかな？

　ふとレクシアさんに視線を向けると、期待に満ちた目でこっちを見ている。うっ……そんな目で見られると……。

「……えっと、よろしくお願いします」

「はい！　よろしくお願いしますね！」

　レクシアさんはそう言うと、俺の手を取ってとても喜んでいた。俺なんかと友だちになるだけでこんなに喜んでもらえるなんて……嬉しいなぁ。
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「さて、我々からの感謝を伝えることができたが……実はユウヤ殿に、相談があるのだ」

「相談ですか？」

　オーウェンが居住まいをただしたので、俺も背筋を伸のばす。

「ああ。レクシア様を助けたユウヤ殿の話を陛下にした結果、ユウヤ殿にぜひ感謝の言葉を伝えたいということで、王城に来てもらいたいのだ」

「お、王城!?」

　王城って……王様がいる場所だよな？

「いやいやいや、待ってください！　いきなり王城に来てと言われましても……！」

「すまない……無理は承知だ。だが、どうしても陛下がユウヤ殿に直接お礼を言いたいとおっしゃるのだ。陛下にとって、レクシア様はとても大切な存在だからな」

「で、ですが……」

「それに、王族が命を救われたというのに礼をしないというのはいろいろまずい。他国の優ゆう秀しゆうな諜ちよう報ほう員などはすぐに、レクシア様が襲われ、それを助けた存在がいることを察知するだろう。早めに手を打たなければ付け入る隙すきを与あたえることになるのだ」

「うっ……」

　国の……それも異世界の文化なんかを出されると何も言えなくなってしまう。

　所しよ詮せん俺は、運よくこの世界に来ることができた部外者にすぎないのだ。この世界のルールや文化には当然従う必要がある。

「あの……私なんかが王城に行っても大丈夫なんでしょうか？　礼れい儀ぎ作法などまったく分からないのですが……」

「大丈夫です！　私でさえ完かん璧ぺきじゃありませんから！」

「そんな胸を張って言わないでください、レクシア様。ユウヤ殿に関しては、特別気にするような作法はないと思うが……」

　いや、そんなわけないだろう。王様だよ？　王様と会うのに、ギリギリ敬語が話せてるかな？　ってレベルの俺がまともな礼儀作法ができるわけがない！

　……とはいえ、オーウェンさんの話とか聞く感じじゃ、王城に行かなきゃダメなんだろうなぁ。

「一つ質問なんですが、ここから王城のある場所まで、だいたいどれくらいかかるんでしょうか？」

「それほど遠くはない。行きも帰りもだいたい一日で済む距きよ離りにある」

「なるほど……」

　つまり、往復で二日、挨あい拶さつする日で一日、不測の事態に備えてもう一日～二日と……最低でも四～五日ほどかかるのか……。

　学校もあるから、一番近い連休のゴールデンウイークを使うしか方法はなさそうだ。

「すみません、あと一か月ほど待ってもらえないですか？」

「一か月？　つまり、三十日ということか？」

　あ、そうか！　何気なく一か月って言ったけど、時間の流れが同じでも月日の数え方とかまで同じとは限らないのか！

　幸い地球とだいたい同じっぽいけど……王城に行くわけだし、これからも異世界で過ごす機会はあるわけだからそういう部分も気を付けないとな。オーウェンさんの言う三十日が、ちょうどゴールデンウイークまでの日数と同じでよかった。

　俺のお願いに対して、オーウェンさんは少し悩なやむ様子を見せたが、一つ頷うなずいた。

「……こちらが無理を言っているのだ。一か月、確かに待たせてもらおう。一か月後なら、大だい丈じよう夫ぶなのだな？」

「はい。そこなら少しの間だけ、家を空けることができるので」

「やった！　今までで一番の手て柄がらよ、オーウェン！」

「それはさすがに酷ひどくないですか？　レクシア様……」

　オーウェンさんは疲つかれたように溜ため息いきを吐ついた。

　すると不意に家の中を見み渡わたし、感心したように言う。

「それにしても……この家はすごいな。【大魔境】の中にいるというのに、魔ま物ものが襲ってくる気配がまるでない……簡素なつくりだが、家や家具もかなり上質な木材でできているようだし……一体、どうなっているのだ？」

「あ、あははは……そこは秘密というかなんというか……」

　俺は賢けん者じやさんの恩おん恵けいにあずかっているにすぎないので、何で魔物に襲われないのかとか説明しようがない。仮に説明するなら、賢者さんがすごいからだ。うん。

「無理には聞き出すまい。魔ま法ほう使つかいにとっての研究成果は財産……その研究過程で生まれた魔法は秘術なのだから、そう簡単に教えてもらえるとは思っていないさ。それでも【大魔境】のような超ちよう危険地帯で安全に過ごすことができる術すべを知ることができれば、あらゆる常識が根底から覆くつがえされることになるな……」

　うん。賢者さん、何者なんですかね？　常識が覆るって普ふ通つうじゃあり得ないですよね？

「そういえば、俺自身も一つ訊ききたいのですが……」

「ん？　何かな？」

「その……この森ってそんなにヤバいんですか？」

「「は？」」

　俺の質問に、レクシアさんとオーウェンさんは固まった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　ユウヤ殿どのはここがどういう場所なのか知ったうえで住んでいるのではないのか!?」

「い、いえ、そういうワケでは……」

　たまたま異世界に繫つながる扉とびらの先が、この賢者さんの住んでいた家というだけであって、さっきから会話に登場している【大魔境】だとかそういうことは一切知らないのだ。まあそれを言っても信じてもらえないだろうが……。

「あー……ユウヤ殿。本気で言っているのだな？」

「はい」

　俺が真ま面じ目めな表情で頷くと、オーウェンさんは溜息を吐いた。

「はぁ……まさか何も知らずにこの場所に住んでるとはな……」

　姿勢を正すと、俺の顔を真っ直ぐ見て、オーウェンさんは言い切った。

「ここは【大魔境】と呼ばれる場所であり、各国が定める超危険地帯の中でもトップクラスに危険だと言われている場所だ」

「へっ!?」

　そ、そうなの!?

「何な故ぜ、危険なのか……理由は単純。森の奥地に行けば行くほど、超強力な魔物が尋じん常じようじゃない数蔓延はびこっているからだ。その魔物は一体だけでも街や国を壊かい滅めつさせる力を持っているというのに、それが何体も生息しているのだぞ？　しかもその魔物同士で生存競争も行われるため、縄なわ張ばりもある。かといって入り口付近が安全かといえば、そういうワケでは一切なく、先ほどのゴブリン・エリートのような、群れで現れれば大規模な街が滅ほろぶレベルの魔物が普通に歩いているのだ。もはや悪夢でしかないだろう」

「……」

　そ、そこまで酷い場所だとは思わなかった……。

　確かに、ゴブリン・エリートの群れに襲おそわれているオーウェンさんたちを助けたとき、オーウェンさんは一人でゴブリン・エリート一体と渡わたり合っていたが、他の兵士さんたちでは歯が立たずに、あの人数で一体に押されていたからな。あのまま戦っていれば、兵士さんたちはやられ、オーウェンさんもその場で殺されていただろう。

「さて、ここまで【大魔境】を軽く語ったが、簡単に一言でまとめるとするなら……生物の弱肉強食が一番激しい土地だと思ってくれればいい」

「はあ……」

「それに、それだけ危険な場所だというのに、【大魔境】では特とく殊しゆな薬草などが採取できるわけでもないからな。……否いな、単に誰だれ一人として奥地までたどり着いたことのある者がいないから確認できていないだけだが、それでも何の情報もないところに超貴重な薬草なんかを探し求める者はいないだろう。なんせ、【大だい魔ま境きよう】に入れば命を落としてしまうのだからな」

　まるで脅おどすような、数々のここ……【大魔境】の話に、俺は何も言えなかった。

　賢者さん……貴方あなた、なんてところに住んでたんですかねぇ……？

　顔が引きつるのを止めることができないでいると、ふとレクシアさんが部屋を見渡しながら呟つぶやいた。

「そういえば、またその【大魔境】を通って帰らないといけないのよね？　面めん倒どうくさいわねぇ」

「あ」

　オーウェンさんは完全に失念していたという様子で顔を青くする。

「そ、そうだった……！　ここにたどり着くだけでも命がけだったというのに……まだ帰りがあるのか!?　またゴブリン・エリートの群れに……いや、ゴブリン・ジェネラルなんかに襲われでもしたら……！」

　さっきの話を聞いた直後だと、オーウェンさんが青ざめる理由もよく分かった。そりゃそんだけ恐おそろしい場所を通って帰るって考えるだけで嫌いやになるよな。

　ただ、存在しないんだろうか？　こう……一いつ瞬しゆんで帰りたい場所へ帰れる魔法なんかは。

　魔法が存在すること自体は、以前レクシアさんがケガしているのを兵士さんが治ち療りようをしているのを見たし、何より魔物のデビルベアーなんかも使ってきたのでよく分かるけど。

「あの……帰り道が分かるのであれば、お送りしますよ？」

「「え!?」」

　だからこそ、俺の提案に二人は声を揃そろえて視線を向けてきた。

「いえ、ここら辺は危ないですし、俺なら慣れてますから……あ、私なら……」

「いや、言い直さなくてもいい。ここには我々とユウヤ殿しかいないのだ。それより、本当にいいのか？　いくら住んでいるとはいえ、【大魔境】の中をすすんで送そう迎げいするなど……」

「大丈夫ですよ。あ、でもあまり遅おそくなると魔物が強くなるので、出るなら早い方がいいですよ？」

　俺もそんなに経験しているわけじゃないが、時々夜にこの森を探たん索さくすると、同じ種類の魔物でも妙みように強い個体と出会うのだ。だから森の中を安全に探索するなら昼間が望ましい。視界もいいしな。

　そして何より、この森の正体を知ってしまった今となっては、夜に遭そう遇ぐうする魔物がどれだけ強いのか知りたくない。だって国を滅ぼせるとかいう魔物がいるんだよ？　か、考えたくない……。

　思わず遠い目をしてしまう俺を見て、オーウェンさんが少し引きながら頷いた。

「そ、そうか。なら、今すぐ出発することにしよう！」

「まだユウヤ様と一いつ緒しよなのね！　これは仲良くなるチャンス!?」

「レクシア様。王女なのですからもう少し慎つつしみを……」

「そんなもの捨てなさい！」

「慎みに謝りましょう」

　レクシアさん……いくら何でも慎みを捨てるってのは可哀かわい想そうだからやめてあげてね……。

　こうして俺は、オーウェンさんたちを森の入り口まで送ることになったのだった。




　　　　＊＊＊




「ここ……ですかね？」

「あ、ああ……そうだな……」

　すぐに家を出ることを決めたオーウェンさんの案内に従い、俺はレクシアさんや兵士さんたちと一緒に森の入り口まで来ていた。

　オーウェンさんたちに付いてきたのはもちろん魔物から護まもるためというのもあるが、それ以上に一か月後に王城に案内してもらうなら俺が森の入り口に行く道を覚えた方が安全だと思ったからだ。

　彼らは俺を探すために森に入って、危険な目に遭あってたわけだし、俺が入り口までの道を覚えれば合流してそのまま向かうだけで済むしな。

「それにしても、あまり強い魔物が出なくてよかったですね」

『えっ？』

　運が良かったのか、一番強い魔物は【デビルベアー】が一体襲い掛かかって来ただけで、他は【ブラッディ・オーガ】や【ゴブリン・エリート】の群れ、そして【ヘルスライム】と遭遇するだけで新しい魔物などとは戦っていないのだ。

「……お、おい。俺の気のせいか？　今、あまり強くない魔物がって聞こえたような……」

「き、気のせいだろ。一体現れただけで軍を動かさなきゃならねぇデビルベアーや、出会ったら最後とか言われるヘルスライムが襲ってきたんだぞ？」

「でもそのヘルスライムたちに襲われて、俺たち生きてるんだよな……あれ？　出会ったら最後じゃねぇの？」

『……意味わからねぇ……』

「さすがユウヤ様……！　やっぱり私の王子様はユウヤ様なのよ……！」

　……？　なんだか色々な感情の入り混じった視線を向けられてるが……悪いことしてないよな？

　思わずそう思っていると、オーウェンさんが我に返った。

「はっ!?　す、すまない。衝しよう撃げきの大きさに思わず意識が飛んでいた……」

「え、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「だ、大丈夫だ。これは私個人の問題だ。……ユウヤ殿一人で世界のバランスが壊こわれないか？　これ……ここはレクシア様に頑がん張ばってもらうのがいいのか……？」

「？」

　せっかく我に返ったと思ったら、また自分の世界に入り込んでしまった……。

「ユウヤ様！」

「はい？　っ!?」

　レクシア様の声に反応し、振ふり返ると……いきなりレクシア様に抱だきしめられた!?

「ユウヤ様、ここでお別れなんて……とても寂さびしいです……」

「え、あ、いや、その……寂しいのは分かったけど、この状じよう況きようはいったい!?」

　真正面から抱き付かれてるからか、レクシアさんの体の感かん触しよくがダイレクトに伝わってくるんだけど……!?

　俺の脳内で処理できる許容範はん囲いを越こえたせいか、口調も思わず素に戻もどってしまっていた。いやでも、この状況はワケが分からなさすぎる！

「ユウヤ様。求きゆう婚こんは断られてしまいましたが……私、諦あきらめません！　先ほどまでのユウヤ様の勇姿に、そして道中の兵士たちや私を気にかけてくれる優しさに、ますます心惹ひかれてしまいました！」

「えっと!?」

「だから、一か月後に会うときは……今度は私がユウヤ様の気を惹いてみせます！　いえ、みせるわ！」

　レクシアさんは最後にそう口調を改めると、俺から離はなれて指を突つきつけてきた。

「覚かく悟ごしておいてね！」

　俺はただ、頷うなずくことしかできなかった。








第一章　ナイト









「ふぅ……」

　レクシアさんたちと出会った翌日。

　まだいろいろと気持ちの整理ができていない俺は、気分転てん換かんに異世界で探たん索さくをしていた。

　……あんなに真っ直ぐな好意を向けてくれる人がいるなんて……。

　今まで悪意を向けられることが多かったからこそ、レクシアさんの求婚は衝撃的すぎて……戸と惑まどいが大きかった。

　何で俺なんかに……一ひと目め惚ぼれって言うけど、本当に奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんで助けることができただけだし……。

　まあ考えてもレクシアさんの気持ちは分からない。今は気分転換で来てるんだから、大人しく探索を続けよう。魔ま物ものと戦せん闘とうでもすれば、そんなことを考える余よ裕ゆうもないだろうしな。

　頭を振って、再び探索を再開させるも、魔物と出会うことはなかった。

「うーん……奥の方に行けば、もっとたくさんの魔物と出会えるかなって思ったんだけど……」

　本当に俺の思考というか、精神はずいぶんと逞たくましくなってしまった。

　前の俺なら、魔物なんて見ただけで気絶して、戦いたいどころか出会うことすら全力で拒きよ否ひしていただろうに。今となっては精神を落ち着ける手段にしている。物ぶつ騒そうな傾向だ。気を付けよう。

「仕方ない……ここで切り上げて、続きはまた別の日にしよう」

　魔ま法ほうが使えない俺は、せっかく奥地まで探索できたのに、今の位置から探索を再開するときは、家から徒歩でこの場所まで来なければいけないのだ。

　完全に無む駄だな時間……とまではいかないかもしれないが、それでも効率は悪い。

　この世界に続く扉とびらは、俺の元に出現させられるらしいので、すぐに帰ることはできるんだが……。

「行きも徒歩なら、帰りも徒歩にして、何か見落としがないかを探すのもアリかな」

　俺が探索を切り上げたのも、徒歩であの家まで帰ることを想定しての時間だから、大きな問題は特にない。

　そうと決まれば、早さつ速そく俺は元の道を引き返すことにした。

　やっぱり、魔法があれば一いつ瞬しゆんでこの場所まで行き来できるんだろうなぁ。

　使えない魔法に憧あこがれていると、不意に小さな音が聞こえた。

　何かが呻うめき、悲鳴を上げている。

　声の感じからして、人間っぽくはないんだけど……。

　気になった俺は、スキルの【同化】を発動させ、息を殺しながら音の方へと近づいた。

　すると……。

「フゴオオオオオッ！」

「キャンッ！」

　人型で顔が豚ぶたの大きな魔物が、一いつ匹ぴきの黒い犬に攻こう撃げきしていた。

　豚の魔物は、俺の持っている武器と比べれば劣おとっているのかもしれないが、それでも素人しろうと目に見ても質のいい武器を使っており、逆に黒色の犬は、体がとても小さく、それこそ生まれて間もない子犬のようだ。

　子犬はボロボロで血だらけでありながらも必死に立っている。

　そして体から何やら黒い湯気のようなモノを立ち上らせるが、すぐにそれは消え、フラフラになって膝ひざを折った。

　そんな子犬に対して、豚の魔物は俺でもハッキリと分かる、悪どい笑みを浮うかべている。……ナンダコレ、どう見ても豚の魔物が悪者にしか見えねぇ。大自然の弱肉強食ってルールによる戦いであるはずなのに。

　そう、豚の魔物は悪くないはずなのだ。ただ、目の前の子犬と戦っているだけ。

　しかし、俺の目に映る光景からは、どうしても悪いことをしているようにしか見えないのだ。これ、完全に俺の感性の問題だよな。

　豚の魔物が子犬をいたぶっているように見えるけど、これも自然の摂せつ理りと言われてしまえばどうしようもない。俺ら人間だって、似たようなことをしてるワケだしな。

　とはいえ、せっかく見たことのない魔物と出会ったので、俺は鑑かん定ていのスキルを使って、そのステータスだけでも確認することにした。




【キング・オーク】

レベル：６００、魔ま力りよく：５０００、攻撃力：２００００、防ぼう御ぎよ力：１５０００、俊しゆん敏びん力：５０００、知力：５０００、運：１０００




　おい、何だコイツ。

　攻撃力が２万超ごえとか……冗じよう談だんだろ？

　それに、防御力もスゲェ高いし……。

　俺なんてどのステータスも未だに１万未満なのだ。

　しかも、レベルも俺どころかデビルベアーやゴブリン・ジェネラルなんかよりも圧あつ倒とう的に上。

　これが……いわゆるＳ級の魔物ってヤツなんだろうか？

　種族的にＳ級の潜せん在ざい能力を持ってる魔物でもレベルが低いこともあれば、その逆もあるだろうから、一いち概がいにキング・オークがＳ級の魔物とは決められないんだけどな。

　見た目は豪ごう華かな装備で身を包んだ豚男なのに……《キング》・オークって言うくらいだから、普ふ通つうのオークとやらもいるんだろう。それこそ、ゴブリンと一いつ緒しよで。

　てか、俺も瘦やせるまでは豚男だったのに……何だ、この格差。理り不ふ尽じんだ。

　でっぷり太った体なんて、俺の方がすごかったんだぞ！　ずるい！

　そんなことはどうでもよくて、このキング・オークは明らかに俺の手に余るだろう。一発攻撃を受けるだけで即そく死しだと思う。

　デビルベアーのときは、まだ戦えそうだったが、コイツはレベルもステータスも圧倒的すぎる。もう少し強くなってからじゃないと難しいだろう。

　……可哀かわい想そうだが、俺は目の前の光景を無視して行くのがいいんだろう。

　そう思い、静かにその場から離れようとするのだが……。

「フゴゴゴゴゴッ！」

「キャーン！」

「……」

　悲痛な子犬の声が聞こえて、俺の足は止まってしまった。

　……ハァ。

　なんていうか、俺は救いようのないバカなんだろうなぁ。

　ただ、じいちゃんならこの状況をどうする？　……って考えると、やっぱり無視するなんてあり得ないだろう。

　本当に無む謀ぼうだし、何より偽ぎ善ぜんもいいところだ。

　でも、俺も心のどこかではできれば助けてあげたいって思ってるんだから、本当にどうしようもない。

　結局逃にげることをやめた俺は、再び目の前のキング・オークを見み据すえる。

　幸い、キング・オークにはまだ俺の存在はバレていないようだ。

　……取りあえず、こっちに気を引くために、不意打ちを行ってみるか。

　どう見ても格上だし、弾はじかれるんだろうけど、それで俺の方に意識が向けば……うん、あとは何とかするしかない。考えたってどうしようもないし。現実逃とう避ひとも言うけど。

　俺はアイテムボックスから【絶ぜつ槍そう】を取り出すと、その場で静かに投とう擲てきの体勢に入った。

　そして────。

「せぇ……のっ！」

　俺は今出せる全力で【絶槍】をキング・オークめがけて投げつけた。

　そして、すぐさま【全ぜん剣けん】を取り出し、俺の方に意識が向くように隠かくれていた場所から飛び出した。

「さあ、かかってこい！」

　吼ほえるようにそう叫さけびながら、いつ襲おそい掛かかられてもいいように【全剣】を構えた。

「……」

　キング・オークの上半身が消し飛んでいた。

「………………へ？」

　よく見ると、なんか槍的なもので抉えぐり取られたような形けい跡せきがある。

　……おい、まさか……。

　一つの結論にたどり着き、そんなことあるわけがないと思っていると、手元に血だらけの【絶槍】が戻もどって来た。

「……」

【絶槍】を見て、確信した。

　どうやらキング・オークは、【絶槍】の一いち撃げきで絶命したらしい。

　残ったキング・オークの下半身は、その場で膝をついて倒たおれ込むとそのまま光の粒りゆう子しとなって消えていった。

「ええええええ……」

　ウソだろ!?　本当に死んだわけ!?

　え、じゃあ俺の決意は？　俺、叫びながら登場したんだけど!?　うわ、恥はずかしっ！

　まさか一撃で倒せるなんて微み塵じんも思っていなかった俺は、間ま抜ぬけな表情を晒さらすことしかできない。

　……いや、冷静になって考えれば、別におかしくはないのだ。

　なんせ、レベル１どころか、ステータスオール１だった俺が、そのとき既すでに格上のブラッディ・オーガを倒しているんだから。

　手元の【絶槍】は、本当にヤバイ武器だということがよく分かる。

「賢けん者じやさんって何者だよ……」

　これらの武器や家を残していった賢者さんの正体が、本格的に気になってきた。もう神様って言われても信じちゃいそう。まあ寿じゆ命みようで亡くなったらしいけどさ。

「まあいいや……そんなことよりも……」

「ウー……！」

　息も絶え絶えながらも、俺に威い嚇かくをしてくる子犬に視線を向ける。

　あー……そう言えば、俺は昔から動物に嫌きらわれてたっけなぁ……。

　犬や猫ねこに近づけば吠ほえられ、嚙かまれ、ひっかかれ。

　そんな悲ひ惨さんな経験をしてるから、気付けば俺の方が犬や猫を苦手になっていたのだ。

　ただ、苦手というだけで嫌いではない。

　まあ臭くさくて醜みにくい俺が近づけば、犬や猫でも嫌いやだったはずだ。心中お察しだな。自分で言ってて泣きたくなってきた。

　俺は一つ溜息を吐いて、アイテムボックスから【完治草ジュース】を取り出す。

「えっと……ほら、嫌かもしれないけどさ。お前傷だらけだろ？　これ飲めば回復するから……その……飲んでくれないか？」

　恐おそる恐る俺が子犬に近づくと、子犬は最初こそ威嚇してきていたが、やがて体力が限界に近づいたのか、その場にバタッと倒れる。

「おい！」

　俺は急いで子犬を抱だきかかえ、すぐにジュースを飲ませた。

　……この犬が柑かん橘きつ類嫌いだったら申し訳ないけど、今は我が慢まんしてほしい。

　意識がほぼない子犬に、何とかジュースを飲ませ終えると、子犬の体中にあった傷が、みるみるうちに治っていった。

　子犬も徐じよ々じよに意識を覚かく醒せいさせると、自分の体を不思議そうに見ていた。

「ふぅ……何とか間に合ったな」

　俺が一息ついていると、不意に子犬が俺の手を舐なめてきた。

「ん？」

「ワン！」

　子犬はそう吠えながら、俺の足をテシテシと叩たたく。……可愛い。

　子犬の可愛さに思わずニヤけそうになりながらも、気になったことを訊きいた。

「なあ、お前の親はどうした？　お前一人じゃ危なすぎるだろ？」

　子犬相手に何話しかけてんだと思うかもしれないが、俺はなんとなくこいつが俺の言葉を理解できる気がしていたので、こうして話しかけていた。

　すると、子犬は悲しそうな声を上げ、シュンと俯うつむく。

「えっと……迷子？」

「ウー」

　子犬は首を横に振ふる。

「じゃあ……親がいないのか？」

「わふ……」

　すごく悲しそうに、子犬はそう頷うなずいた。

　うーん……。

「なあ、それならウチくるか？」

「わふ？」

「俺の家は借家じゃないし、もし仮にあっちがダメでも、ちゃんとお前が住める場所ならあるから」

　そう、この世界の家なら、仮に地球でコイツを飼えなくても問題ないのだ。

「どうする？」

　俺としては、せっかく助けたってのもあるが、何よりこの短い間にコイツに情が移ったのだ。てか、メチャクチャ可愛いし。

　すると、子犬は、目を輝かがやかせて一つ吠えた。

「ワン！」

　それは、俺の言葉に従うという意味だった。

　その瞬しゆん間かん、俺の目の前にメッセージが現れる。

『スキル【テイム】を習得しました。【ブラック・フェンリル】のテイムに成功しました』

　え、【テイム】って何？

　それに、コイツのこと鑑かん定ていしてなかったな……【ブラック・フェンリル】って種族なのか。……ん？　なんかフェンリルって聞いたことある気もするんだが……まあいいか。

　メッセージに首を捻ひねっている間に、子犬は俺の膝ひざにすり寄っていた。

「わふふ」

「可愛いな、おい」

　耐たえられずにデレッとした表情を浮うかべながら、俺は手に入れたというスキルを確認した。

【テイム】……魔ま物ものを一定確率で仲間にすることができる。

　へぇ、魔物を仲間にするためのスキルなんて存在するんだな。

　そんなことを思いながらも、子犬のことも鑑定してみた。




【ブラック・フェンリル】

レベル：５００、魔力：１００００、攻こう撃げき力：１００００、防ぼう御ぎよ力：１００００、俊しゆん敏びん力：１５０００、知力：１００００、運：１００００

備考：天てん上じよう優ゆう夜やの配下。




「お前強いな!?」

「わふ？」

　何のことか分からず首を捻る子犬は、俺よりも圧あつ倒とう的に強かった。

　てか、このステータスならキング・オーク倒せたんじゃね？

　まあ不意打ちでも喰らって、まともに戦う前から大ダメージを負っていたのかもしれないけどさ。それこそ俺が不意打ちでキング・オークを倒したみたいにね。

「てか、俺の配下になったっていうのに、お前の方が強いって……」

　悲しいとかじゃなくて、純じゆん粋すいにそれでいいのか？　って思ってしまう俺は、小市民。強者には勝てません。

　しかし、子犬は気にした様子もなく、嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っていた。

「わふ！　ワン！」

「ま、まあいいや。それより、仲間になったんなら、お前の名前も決めないとなぁ……」

　このまま子犬ってのも変だし、ブラック・フェンリルなんて長すぎて呼んでられない。

　不思議そうな目で見てくる子犬を眺ながめていると、一つのイメージが湧いた。

　それは、艶つややかな漆しつ黒こくの毛並みを見て、思ったことだ。

　そして、そのイメージのまま、俺は名前を決めた。

「よし、お前はナイトだ」

　ナイト────つまり、夜。

　凄すごく安直だな。

　まあ、俺の名前にも夜って入ってるし、俺的にはいいと思うんだが……。

　すると、子犬────ナイトはこの名前がお気に召めしたらしく、更さらに激しく尻尾を振った。

「ワン！」

　ナイトは一つ吠えると、そのまま俺の胸に飛び込んでくる。

「おっとと……うん、帰ろうか」

「わふ！」

　ナイトを抱き留とめた俺は、取りあえずキング・オークのドロップアイテムをアイテムボックスに放り込み、家へと帰る。

　ドロップアイテムの確認は、家でもできるだろう。

　────こうして俺は、ナイトという可愛らしい仲間であり家族を手に入れたのだった。




　　　　＊＊＊




　異世界の家に戻もどって来た俺は、ナイトと向かい合っていた。

「さて、これからお前と一いつ緒しよに暮らしていくわけだが……取りあえず、ナイトにはこの家にいてほしいな」

「わふ？」

　何で？　というようにナイトは首を傾かしげる。

「うーん……俺としては、しっかりと世話したいんだけど、そうなると散歩とか必要なわけで……要約して言うと、地球の家でナイトと暮らすための準備ができてないんだ」

「クゥーン……」

　俺がそう言うと、ナイトはションボリする。クソっ、可愛いなぁ！

「本当にごめんな？　なるべく早く用意して、地球の俺の家で暮らせるようにしてやるからさ」

　現在、首輪やリードがない状態じゃ地球に連れて行くのは不安が残る。

[image: ]

　こうして意い思し疎そ通つうができるから、大おお事ごとになることはないとは思うけど、それでも用心するに越こしたことはない。なんせ、ナイトは異世界の生き物なんだからな。

「でも、用意するとなると必然的にペットショップになるよなぁ……」

　世の中にはネットショッピングという大変便利なモノも存在するようだが、貧びん乏ぼう生活の長かった俺の家にはパソコンどころかスマホすら存在せず、ネットなんてものとは縁えんがない。

　そして、俺は地球の家の周辺でペットショップがどこにあるのか知らないのだ。

　さっきも言ったが、ネットがないから手軽に調べることもできないし……友だちとかに訊くしかないかな？　亮りようたちは知ってるかな？

　まあ、ナイトの準備が最優先として、他にもデビルベアーから手に入れたギターを使うために本とか買って、練習したいな。

　……せっかく買うんだし、それに今はお金があるから……新品の本を買っちゃうか!?

　うん、いいかもしれない。

　新品の本を買うの、教科書以来だけどさ。てか、教科書以外に普ふ段だん買わないし……。

「……あれ？　涙なみだが……」

「わふ……」

　ナイトは俺の膝に手を乗せると、優しく舐めてくれた。どうやら慰なぐさめてくれているようだ。ナイトの癒いやし効果がすさまじい。

「ナイト……ありがとう。うし！　取りあえずすることは決めたし、今日の戦果を確認するか！」

「ワン！」

　キング・オークを倒たおして、ドロップアイテムをそのまますぐにアイテムボックスに入れて確認していなかったので、確認することに。

　まず取り出したのは、美味うまそうな肉だ。

【豚王の肉】……キング・オークの肉。多くの王おう侯こう貴族を魅み了りようし続ける超ちよう高級食材。だが、キング・オーク自体が災害級の存在であると同時に、出現することすら稀まれであるため、その肉はもはや幻まぼろしとさえ言われている。食べれば、精力絶ぜつ倫りん。

「おい、ちょっと待て」

　いろいろ不ふ穏おんな単語しか書かれてないんだが？

　まず、この肉はとんでもなく珍めずらしい食材らしい。

　それだけでも手に負えないのだが、【絶ぜつ槍そう】で一撃で倒してしまったというのに、異世界での認識では、キング・オークは災害級だとか。やっちまったぜ。

　ていうか、なんで肉を食べて精力絶倫になるんだよ。スタミナがつくとかじゃないの？　……いや、精力もスタミナか。

「ま、まあいいや。美味いなら、何でもいい。んで、他は……」

　次に取り出したのは、キング・オークが身に着けていた鎧よろいと剣けんだった。

【豚王の大たい剣けん】……キング・オークが持つ大剣。超重量級の大剣であり、並なみ大たい抵ていの筋力では持ち上げることさえ不可能。切れ味は悪く、その代わり圧倒的重量と頑がん丈じようさで、対象物を圧おし潰つぶす。

【豚王の鎧】……キング・オークが身に着ける鎧。超重量級の鎧であり、並大抵の筋力では持ち上げることさえ不可能。キング・オークが身に着けることを想定して作られているため、人間には着ることができない。かなり頑丈であり、一いつ般ぱん的な武器では、傷一つ付けることさえ不可能。鋳い潰つぶして、新たな武器にすることが推すい奨しようされる。

「……何というか、使いにくいな……」

【絶槍】のような、ぶっ飛んだ武器を使ってる身としては、そんな感想を抱いだいてしまう。

　ていうか、そんなことよりも……。

「……」

　俺は大剣と鎧をそれぞれ片手で軽々と持ち上げた。

「えぇ……」

　俺はいつから筋力お化ばけになったんですかねぇ？　並大抵の筋力では持ち上げることさえ不可能って言ってるじゃん？　ウソなの？

　……いや、もしかしたら異世界ではこれが普ふ通つうなのかもしれない。

　なんせ、【絶槍】などの元々の持ち主である賢けん者じやさんなんて、俺の中では超常的存在として認識してるしな。あながち間ま違ちがいじゃないかも。そう思わせてください。

　自分に言い聞かせるように納得すると、俺は残りのドロップアイテムに視線を向けた。

【魔ま石せき：Ｓ】……ランクＳ。魔力を持つ魔物から手に入る特とく殊しゆな鉱石。

【豚王毛のブラシ】……キング・オークから手に入る、レアドロップアイテム。どんな髪かみにも優しく、髪に栄養を与あたえ、艶やかな髪にする。また、薄うす毛げや禿はげてしまった人の頭に使用することで、死し滅めつした毛根を復活させ、髪を生やす。その効果から、髪の悩なやみを抱かかえる貴族の間で、超高額で取引されているが、出回ることがほとんどなく、新たに手に入るのは数千年に一度とさえ言われている。

「ツッコミどころしかねぇ！」

　まず魔石だが、とうとうＳランクが手に入った。つまり、キング・オークはＳ級の魔物ということ。

　だが、ここで異世界のレベルという概がい念ねんが非常に厄やつ介かいであり、例えばＳ級の魔物であるキング・オークのレベルより、別のＡ級の魔物のレベルの方が高ければ、もしかするとそのＡ級の魔物の方が強いかもしれないのだ。

　とはいえ、Ｓ級の魔物というモノに一度出会ったということは、悪いことではなかったな。相変わらず魔石の使い道が分からないので、このまま売るけどさ。Ｓランクの魔石って、いくらになるんだろうな？

　取りあえず、魔石の方は置いといて、問題はブラシだ。

　何？　このブラシ。

　異世界の貴族じゃなくても、普通に髪の毛で悩んでいる人がいれば喉のどから手が出るほど欲しいモノなんじゃね？

　事実、すんごい金額で取引されてるみたいだし……。

　何というか、いきなり日用品みたいなものが手に入ったな。効果はぶっ飛んでるけど。

「わふ？」

　ブラシを前に、思わず顔を引きつらせていると、ナイトが、どうしたの？　と言わんばかりに首を傾げ、足でテシテシしてくる。可愛い。

「……いや、何でもないよ。……あ、そうだ！　ナイト、ここにおいで？」

「ワン！」

　あることを思いついた俺は、ナイトを膝ひざの上に乗せる。

　そして────。

「くぅーん……」

　俺は【豚王毛のブラシ】でナイトをブラッシングした。

　ナイトのは体毛？　になるんだろうが、【豚王毛のブラシ】は効果を発揮し、ナイトの毛並みは艶つややかに美しく、そして思わずずっと触さわっていたくなるような、魅み惑わくの肌はだ触りへと変化していった。端たん的てきに言えば、サラサラとモフモフの魅惑のコラボレーション。何言ってるんだろうな。

「気持ちいいか？」

「わふー」

　だらんと完全に脱だつ力りよくしきった状態で、ナイトは気持ちよさそうにそう返事した。

　よかったよかった。ギターも首くび飾かざりもありがたいけど、こんな風に使える物が手に入ると嬉うれしいよな。

　つか、レアドロップアイテムってなってるのに、普通に手に入れてるこの状じよう況きようはなに？　レアってウソなの？

　まあ俺からすれば、得しかしてないからいいんだけどさ。

　そう思いながら、俺は最後の確認として、自分のステータスを見てみることにした。

　キング・オークを倒した後、特にメッセージとかなかったんだが、レベルが上がっててもおかしくないと思うんだけどな。なんせ、相手は格上なわけだし。

　そんな考えもあって、ステータスを確認したんだが……。

「あれ？　やっぱり上がってない……」

　メッセージがなかった通り、レベルは上がっていなかった。

「おかしいな……格上を倒したと思ったんだけどな……」

　まあもし経験値という概念があって、それのおかげでレベルが上がっているんだとすれば、確かにあの戦せん闘とうでの経験値って何？　ってなるけどな。だって、槍投げただけだし。

　それでも、ブラッディ・オーガや、ヘルスライムも似たような倒し方だったはずだが……。

　いや、でも……確かに、ブラッディ・オーガやヘルスライムのときは、戦闘経験自体がまるでなかったわけで、今の俺のように、ゴブリン・ジェネラルみたいな魔物と普通に斬きりあったりしてる状態なら、ただ槍を投げて終わりじゃ経験もクソもないよな。




「……考えても仕方ないか。レベルアップの仕組みなんて、そのうち分かるだろ。ていうか、別に今回上がらなくても、これからもレベル上げを頑がん張ばればいいだけだしな」

「ワン！」

　俺の言葉に、ナイトも声を上げて応こたえた。




　　　　＊＊＊




　朝、ナイトに朝食や昼食の用意をした後、俺は学校に行く。

　いつもは「行ってきます」と声をかけても誰だれも返事をしてくれなかったが……。

「それじゃあ、行ってきます」

「わふ！」

　……今の俺にはナイトがいる。

　ナイトの返事に笑みを浮うかべ、俺は家を出た。

　そのまま無事学校に着くと、亮たちが声をかけてくれる。

「お、優夜！　おはよう！」

「お、おはよう」

「おはよー！　優夜君！」

「うん、みんなおはよう」

　挨あい拶さつが済むとそのままＨＲが始まるまで椅い子すに座って軽く雑談を始める。

　そのとき俺はナイトの首輪の件を思い出し、亮たちに訊きいてみることにした。

「ねぇ、ここら辺にペットショップってない？」

「ペットショップ？」

「うん。昨日から犬を飼うことになってさ……」

「え、犬飼うの!?　どんな子!?　写真は!?」

「お、落ち着いて……！」

　予想以上に楓かえでが食いつき、前のめりで俺に詰つめ寄ってきた。

　そのせいか、一気に俺との顔の距きよ離りが近くなり、俺は恥はずかしくて思わず顔を逸そらした。

「えっと……楓……近いんだけど……」

「え？　あっ！　ご、ごめんね!?」

　楓も自分の体勢に気づき、慌あわてて距離をとるがその顔はほんのりと赤かった。よかった、恥ずかしいのは俺だけじゃなかったようだ。

「んん！　それで……話の途と中ちゆうだったけど、残念ながら写真はないんだ。俺、スマホ持ってないし……」

「……今の時代スマホ持ってないヤツがいたことに驚おどろきなんだが……」

「う、うん……不便じゃないの？」

　亮と慎しん吾ご君が驚きの表情で俺を見ていた。確かに、今の時代携けい帯たい持ってない人の方がごく少数だよなぁ……今はお金の余よ裕ゆうもあるし、俺もスマホ……いや、携帯デビューしたほうがいいのかな？

　連れん絡らくを取り合う相手が少ないからあんまり携帯を持つメリットがないけど、ナイトの写真が撮とれるって考えれば……あれ？　カメラでよくない？

　一人であれこれ考えていると、亮たちはペットショップのことについて教えてくれた。

「ここらへんでペットショップって言えば……やっぱり学園近くの商店街にあるところじゃないか？」

「あ、あそこかー！　確かにあそこなら安心じゃないかな？　動物病院としてもやってるみたいだし、もし何かあったときのために行っておくといいと思うよ！」

「へぇ、そんなところがあるのか……」

　異世界の住人であるナイトをはたしてこの世界の病院に連れていっていいのか判断に困るが……でもそういう場所があるなら知っておいたほうが何かあったときに助かるだろう。……賢者さんの家にある【完治草】で、病気も治るんだけどね。異世界ってすごい。

「せっかくだからその買い物に付き合えたら良かったんだが……すまん、今日は俺は無理だ」

「ぼ、僕も今日は用事があるから……」

「そっか……それじゃあ仕方ないね」

「えっと……私なら付き合えるよ？」

「え？」

「今日は部活もないし……優夜君がいいなら、どうかな？」

　楓の言葉を受け、俺は素直に頷うなずいた。

「それじゃあお願いしてもいい？」

「う、うん！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　……あれ？　これってもしかして、デートなんじゃ……!?　やった！」

「え？」

「な、何でもないよ！」

　楓が慌てた様子でそう言ったので、俺は特に気にしなかった。

　取りあえず、俺は放課後に楓に案内されながら、ペットショップ兼けん動物病院のお店に向かうことになるのだった。




　　　　＊＊＊




「ただいまー」

「ワンッ！」

　家に帰ると、待ってました！　と言わんばかりにナイトが俺の胸に飛び込んできた。

　それを慌てて受け止めると、俺はそのままナイトを撫なでる。

「ごめんな？　お留守番させて。これからもこんな感じになっちゃうけど……」

「くぅん」

　俺が申し訳なく思いながらそう言うと、ナイトは優しく俺の胸に頰ほおずりをしてきた。可愛い。

「……あ、そうだ！　ナイト、さっきナイトのための首輪とかを買ってきたんだ！」

「わふ？」

　学校で亮たちに教えてもらったペットショップはとてもいい場所だったので、そこで首輪やらリードやら必要そうなものを手に入れられた。

「家の中ではしなくてもいいけど、ナイトを外に連れて行くときはこの首輪をしないといけないんだ。いいかい？」

「ワン！」

「……ありがとう」

　ナイトは気持ちのいい返事をしてくれ、自分から首を差し出してきた。

　今さらだけど、ナイトは本当に賢かしこいな。俺より賢いんじゃない？

　それはともかく、ナイトのために、ナイトの黒い毛に映えるようにと白色の首輪を買ったのだ。

　実際につけてみるとよく似合っているので俺はホッとする。

「よかった……どうだ？　苦しくないか？」

「わふ……ワンッ！」

　ナイトは首輪をつけた状態で少し動き回って確認すると、最後に頷きながら吠ほえた。

「よし！　それじゃあ……どうだ？　外、行ってみるか？」

「わふ？　ワン！」

　首輪とリードを買ったからにはナイトと一いつ緒しよに散歩をしたい。

　そう思って誘さそってみるとナイトは元気よく返事をしてくれた。

　その返事を聞いて、俺は自然と笑顔になる。

「分かった。じゃあ用意をするから待っててね」

「ワン！」

　俺は買った物を冷蔵庫などに仕し舞まいながら散歩の用意をする。

　ナイトのことだから外で無闇にトイレとかしないだろうが、それでもエチケットというかマナーというか……スコップと軍手、そしてビニール袋ぶくろを持って玄げん関かんに向かった。

「準備もできたし、行こうか！」

「わふ！」

　こうして俺たちは外に飛び出した。




　　　　＊＊＊




「ワン！　ワン！」

「こら、ナイト。あんまりはしゃぐと危ないぞー」

　初めての地球の家の外ということもあって、ナイトは車とかに怯おびえるんじゃないかと思ったが、それは杞き憂ゆうだった。

　ナイトは地球にある色々なモノに目を輝かがやかせては、好こう奇き心を爆ばく発はつさせていた。

　でもそこは賢いナイトなだけあって、無闇に突とつ撃げきしたりせず、きちんと俺の方を確認したりしている。可愛い。可愛いしか言ってないけど、可愛い。

　それにしても……時間的に人通りが少ないだろうと思っていたのだが、ジョギングをしている人や俺と同じように犬の散歩をしている人がたくさんいた。

　まあ今まで俺は真っ直ぐ家に帰った後はよほどのことがない限り家から出なかったし、外のことなんてそんなに知らなかったんだけどさ。

　それはともかく、やはり俺のナイトがとても可愛いのか、すれ違ちがう人たち全員が俺たちを見つめてきた。可愛いだろう？　俺もそう思う。

　今までは蔑さげすむような視線しか向けられなかったのに……凄すごい進歩だ。

　俺は穏おだやかな気持ちで散歩を続けていると、すれ違う人たちが俺に挨拶してくれる。

「こんばんは」

「え!?　あ、こっこんばんは！」

　今まで歩いていて挨拶をしてくれる人なんていなかったから、俺は驚いてしまった。

　散歩しているだけで挨拶してもらえるなんて……まあナイトは可愛いから仕方ないよね。

　こうして一通り散歩を楽しんだ俺たちは、家に帰った。

　家に帰ると、俺はふと思いついたことをナイトに言う。

「そうだ。夕飯を食べたら、食後の運動がてら異世界を散歩しようか？」

「ワン！」

　ナイトからすればこの地球が異世界なのだが、それは置いておこう。

　それはともかく、以前オーウェンさんたちがこの森を訪れたこともあって、次に俺の元まで来やすいように少しでも森の入り口までの魔ま物ものの数を減らしておこうかと思ったのだ。

　散歩って言うにはだいぶ物ぶつ騒そうだし、俺たちが魔物を倒たおしたとしてもそう簡単に数が減るとは思わない。

　でも地道に続けていけば何か変わるかもしれないので、これからは毎日続けていこうと思っている。体力もバカみたいに増えたわけだしな。

　何より俺の戦せん闘とう経験が積めるっていうのは大きいだろう。

　この世界でこの場所がどれくらい危険かは知らないけど、力をつけておいて損はないはずだ。それだけこの世界で安全に過ごせるようになるわけだしな。

　今後の方針を決めた俺は、宣言通り夕飯を済ませて、ナイトと一緒に森の散歩という名の戦闘訓練をしにいくのだった。




　　　　＊＊＊




　────優夜が初めてナイトと散歩をした日、優夜を見かけた人たちが写真を撮ったり動画を撮ったりしてＳＮＳにアップし、そこで噂うわさになりつつあった。

「え、誰だれこの人!?」

「あ、この場所知ってる！」

「すごいイケメン……って、この犬も超ちよう可愛くない？」

「この犬、犬種はなんだろう？　全然分からないんだけど……」

　優夜の噂が広がる中、ＳＮＳどころか携帯すら持っていない優夜がこのことに気づくのは……まだまだ先の話だった。




　　　　＊＊＊




　ここ数日は本当に充じゆう実じつした日々を過ごしていた。

　学校で亮たちと他愛もない会話を楽しみ、家に帰れば家族であるナイトが待っているのだ。

　今までは学校も家も、どちらにも居場所がなかった俺が……今となってはその二つに居場所ができた。

「……ありがとうな」

「わふ？」

　ナイトを抱だき上げ撫でながらそう言うと、ナイトは不思議そうに首を傾かしげた。可愛い。

　日課にしているナイトの散歩のため、リードを着けて出かけるといつも通りの散歩コースを歩き始める。

　散歩コースは、河か原わら付近から家の近くの公園までで、最後はその公園で遊ぶのが俺とナイトの楽しみとなっている。

　最初こそ好こう奇き心旺おう盛せいなナイトがあれやこれやにはしゃいでいたが、今は大人しく俺と一緒にゆったりと歩く時間を楽しんでいた。

　そしてまだまだだが、それでも俺が散歩をして挨あい拶さつをする中で何人かには顔を覚えてもらえるようになり、向こうから挨拶してもらえることも増えた。

　……ただ、前はそんなに人がいなかったと思うんだけど、最近人が……特に女性が散歩コースに増えたような気がする。気のせいかな？

「あれ？　優夜さん？」

「ん？　あ、佳か織おり！」

　のんびりと散歩を続けていると、偶ぐう然ぜん佳織と出会った。

　佳織は何かの買い物袋ぶくろを持っているため、買い物帰りなのだろう。

「こんにちは。えっと……その子は？」

「あ、紹しよう介かいするよ。この子はナイト。俺の新しい家族なんだ」

「ワン！」

　俺が佳織にナイトを紹介すると、ナイトは胸を張って元気よく吠えた。

　カッコよく見せようとしているんだろうが、小さいナイトがするとただただ可愛いだけだ。

「可愛いですね！　さ、触さわっても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ナイト、いい？」

「わふ」

　ナイトが自分から佳織の元に近づくと、佳織はゆっくりとナイトを撫で始めた。

「ふわぁ！　ナイトさんの毛、とってもフワフワでサラサラですね！」

「わふ～」

　佳織の反応にナイトは嬉うれしそうにしながら、佳織に身をすり寄せた。

「この子、本当に可愛いですね！　種類は何ですか？」

「え!?　あー……その……わ、分からないんだ。拾ってきた子だからさ！」

「そうなんですか？　でも、この子の様子を見るに、優夜さんに拾われてよかったようですね」

「わん！」

　ナイトは佳織の言葉を肯こう定ていするかのように、一つ吠えた。うう……そう思ってくれて嬉しい……。

　それにしても、危なかった。ナイトの犬種を訊かれても答えようがないんだもんな……【ブラック・フェンリル】？　っていうよく分からない異世界の種族だし……。

「ナイトさんは賢いですね。まるで私の言葉が分かってるような……」

「わふ？」

　実際どうなのかは分からないが、ナイトはかなり賢い。うちの子はできる子です。

　しばらくの間佳織がナイトと遊んでいると、周囲の人たちがこっちを見ていることに気づいた。

「なんだ、あれは……！」

「イケメンと可愛いワンちゃんだけでも尊いっていうのに……」

「そこにきて、ワンちゃんと美少女のセットだとぅ!?　眩まぶしすぎて目が潰つぶれるぞ！」

「えっと……佳織、何だか注目されてるし、少し移動しない？」

「え？　あ、そうですね」

　その場から移動しようとした瞬しゆん間かん、また俺に声がかかった。

「────優夜、さん？」

「え？」

　驚おどろいて声の方を振ふり向くと、そこには目を見開いて固まる……人気モデルの美み羽うさんの姿があった。

「み、美羽さん!?　何でここに!?」

「えっと……私、実はこの近所に住んでて、いつもこの時間は散歩しているんですけど……」

「優夜さん、そちらの方は……」

　佳織の声に二人が初対面だと思い出した俺は、すぐに二人を紹介した。

「えっと、この人は俺が前にショッピングモールで一いつ緒しよにモデルの撮さつ影えいをした美羽さん。美羽さん、友達の佳織と家族のナイトです」

「ど、どうも……」

「ワン！」

　佳織が妙みように緊きん張ちようした様子を見せながら挨拶するのに対し、ナイトは相変わらず人ひと懐なつっこい様子でそう吠えた。

「佳織さんにナイトくん……かな？　モデルの美羽です」
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　大人っぽい笑みを浮うかべる美羽さんに、今まで俺たちの様子を見ていた他の人たちがさらにざわつき始めた。

「お、おい……美男美女にさらに美女が追加されたぞ……!?」

「てかあの子、モデルの美羽じゃねぇか？」

「え、ウソ!?　マジ!?」

　どうやら美羽さんが来たことで、美羽さんに気づいた他の人たちが集まり始めたようだ。

　それに美羽さんも気づいたようで、苦笑いを浮かべる。

「あはは……どうやら少し、目立ちすぎたみたいですね……優夜さんはこれからもここら辺を散歩する予定ですか？」

「え？　あ、はい。一応そのつもりです」

　このルート以外も探そうとは思うが、しばらくはこの河原付近で散歩するのを楽しもうと思っている。

　すると俺の言葉に美羽さんは柔やわらかい笑みを浮かべた。

「以前の撮影のときもまた会えるといいなぁとは思ってましたが……思ったより早くそれが叶かなって嬉しいです。それに、ここを散歩するのであれば、またこうして会えるかもしれませんしね」

「あ……そうですね」

「ふふ、また散歩の楽しみが増えちゃいました。さて……人も多くなってきましたし、私はそろそろ行きますね。佳織さんもナイトくんも、これで……」

「あ、はい！」

「わふ！」

　美羽さんはそう言うと、そのまま去って行った。

　その姿を見送っていると、佳織が微び妙みような表情で訊きいてくる。

「あの……優夜さん」

「ん？」

「優夜さんは……その……美羽さんとお付き合いをされているんですか……？」

「へ？　いやいやいや、それはないよ！　さっきも言ったけど、俺と美羽さんは前にたまたま撮影でご一緒しただけだし、そもそも美羽さんに俺なんかじゃ釣つり合わないよ」

「そんなことっ……！」

「え？」

「あっ！　い、いえ、何でもありません……」

　よく分からないが、佳織がそう言うなら何でもないんだろう。

　佳織の反応に首を傾げながらも、俺たちも移動しようとしたときだった。

「ひ、引ったくり！　引ったくりよ！」

「え？」

　悲鳴のような声が聞こえ、その声の方に視線を向けると、おばあさんがその場に倒たおれ、必死に手を伸のばしている姿が見えた。

　その手の先には、黒色のジャージに身を包んだ男が、すごい勢いで走り去っている。

「ひ、引ったくりって……どうしましょう!?」

　あまりにも突とつ然ぜんの事態に佳織が狼狽うろたえる中、俺はすぐにナイトに指示を出した。

「ナイト！　あの男を追いかけろ！」

「ウォン！」

　ナイトは一つ鳴くと、その場から驚くようなスピードで駆かけていく。

「な、ナイトちゃん!?」

　その速度に佳織が驚くが、俺はそんな佳織を連れて急いでおばあさんの元に駆け寄った。

「大丈夫ですか？」

「え、ええ。私は大丈夫だけど……でも鞄かばんが……」

　悲しそうな表情を浮かべるおばあさんに、俺はなるべく優しい声で告げた。

「大丈夫ですよ。おばあさんの鞄は必ず……あ、ほら！」

「へ？」

　俺が指さすと、そこではナイトに嚙かみつかれ、そのまま引き摺ずられる引ったくり犯の姿があった。

「た、助けてくれぇ！　何なんだ、この犬は!?」

「わふ」

　ずるずると自身の何倍もある男を余よ裕ゆうで引き摺ってくるナイトに、佳織もおばあさんも呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた。

「佳織、警察を呼んでくれる？」

「あ……は、はい！」

　佳織が鞄からスマホを取り出し、警察に連れん絡らくしようとしたときだった。

　俺の元に引ったくり犯を連れて来たことで任務完了とナイトが拘こう束そくを解いた瞬間、男は勢いよく立ち上がって俺に突とつ撃げきしてきた。

「テメェ……ふざけんじゃねぇ！」

「ひぃ!?」

「優夜さん!?」

　しかも男はナイフを持っており、それで俺を突つき刺さそうとする。

　だが異世界でとんでもない速度の攻こう撃げきに対応してきた俺は焦あせることなく、男のナイフを持つ手の手首を摑つかむとそのまま外側に捻ひねりあげ、男はその痛みでナイフを落とした。

「いでででで！」

「ふっ！」

　その隙すきを逃のがさず、俺は男の足を払はらい、転んだところをすぐに手を背中で固定しながらその場に拘束した。

「ふぅ……」

『おお！』

「へ？」

　いきなり上がる歓かん声せいに驚いて周囲を見み渡わたすと、いつの間にか人が集まっていて俺に向かって拍はく手しゆしていた。

　周囲の様子に戸と惑まどっていると、佳織が慌あわてた様子で駆け寄ってくる。

「優夜さん、大丈夫ですか!?」

「え？　ああ、大丈夫だよ」

「よかった……心配したんですから、あまり無茶をしないでください！」

「ご、ごめん……」

　確かに他の人から見れば俺の行動は危険だよな……。

　佳織に謝罪をしながらも、俺は引ったくり犯を捕つかまえたナイトを褒ほめ、おばあさんに鞄をちゃんと返すことができた。

　その後、佳織が通報したことでやって来た警察官に引ったくり犯を引き渡わたし、おばあさんだけでなく、警察の人からもたくさん感謝されたのだった。




　　　　＊＊＊




　学校に行くのがこんなに楽しいって思える日が来るなんて……。

　以前の俺では考えられないことだった。

　だからこそ、休日が少しだけ寂さびしく感じてしまう。

「……でも、この森も早く攻こう略りやくしないとな」

「ワン！」

　そろそろこの森の奥地まで自由に行き来できるようにと、俺とナイトはこの土日でできる限り探たん索さくを進めようと思っていた。

　そして見たことのない相手でも積極的に戦って、自分の力にしようと。

　……この森が攻略できたら、森の外に出よう。せっかくの異世界なんだから、楽しみたい。

「よしっ……行くか！」

　俺は改めて気合を入れ、ナイトと共に森の奥地へ進んでいった。

　道中、ゴブリン・ジェネラルやデビルベアーだけでなく、ナイトにとっては因いん縁ねんの相手でもあるキング・オークとも戦った。

　キング・オークは前回不意打ちで倒したので、今回はしっかり相対した状態で戦って倒している。

　ちなみに、今までの生活の中でナイトもレベルが上がっており、ステータスも上じよう昇しようしているため、キング・オークを一人で相手にして倒せるようになっていた。

　リベンジに成功した直後のナイトは勝利の遠とお吠ぼえを上げ、とても凜り々りしかった。でも可愛い。

　しばらくの間見慣れた魔ま物ものを相手にしていると、ついに初見の魔物を見つけた。

「お、アレは……」

　見つけた魔物は鹿しかの姿をしており、二本の巨きよ大だいな角は水すい晶しようでできているようだ。

　そのうえ片方は真しん紅くの水晶で、もう片方は紺こん碧ぺきの水晶と色いろ違ちがいである。

　あまりの綺き麗れいさに見み惚とれていると、ナイトが静かに俺の足をテシと叩たたいた。

「わふ？」

「あ、すまん。ボーっとしてた……」

　危ない。

　この異世界で油断なんてしたら即死するかもしれないっていうのに……。

　気合を入れ直した俺は、改めて魔物を鑑かん定ていする。




【クリスタル・ディアー】

レベル：６３０、魔ま力りよく：１５０００、攻撃力：１００００、防ぼう御ぎよ力：１００００、俊しゆん敏びん力：１５０００、知力：１５０００、運：３０００




　水晶の鹿って……そのまんまじゃね？　まあ分かりやすいからいいんだが……。

　それよりも、レベルとステータスの方が厄やつ介かいだ。

　Ｓ級の魔物であるキング・オークよりレベルもステータスも高いのだ。

　それに、このステータスを見る限り、魔ま法ほうを使ってきそうだな……。

「さて、どうしたもんかねぇ……」

「わふー……」

　ナイトも俺と同じように考える仕草をしていると、不意に視線を感じた。

　その方向に目を向けると、悩なやみの種であるクリスタル・ディアーがこっちを見ていたのだ。

「お、おい……ウソだろ？　ナイトはともかく、俺は【同化】のスキルを使ってるのに……」

　理由は分からないが、向こうは俺の存在を正確に把は握あくしているらしく、警けい戒かい態勢をとっている。

　……いや、悲観するのは早い。この段階で【同化】が完かん璧ぺきなスキルじゃないって分かっただけでもよかった。

　それに、こうして見つかったからには奇き襲しゆうは不可能だし、正々堂々と戦うしかないか。

　俺は手に【絶ぜつ槍そう】を出現させると、ナイトと共に飛び出した。

「クアアアアア！」

「それ、本当に鹿の鳴き声か!?」

　俺たちが飛び出すと同時に、クリスタル・ディアーは妙みような鳴き声を上げて突とつ進しんしてきた。

　水晶でできた角は鋭するどく、当たればひとたまりもないだろう。

　俺とナイトはそれぞれ両サイドに避よけると、ナイトは着地してすぐに飛びかかる。

「ウォン！」

「クアッ！」

　ナイトの体からは、黒い湯気のようなモノが立ち上っており、普ふ段だん以上の動きを見せる。

　ナイトと初めて出会ったときも、この黒い湯気のようなモノを噴ふん出しゆつさせかけていたが、あのときは不完全でキング・オークにやられていた。

　それでも今のナイトはこの黒い湯気を立ち上らせることで、ゴブリン・エリートはもちろん、キング・オークすらもはや軽く倒せるレベルになっていたのだ。

　そんなナイトが鋭い爪つめをクリスタル・ディアーに振ふり下ろすも、クリスタル・ディアーはすぐさま頭を振り回し角で受け止めた。この時点で、目の前のクリスタル・ディアーはキング・オーク以上の敵ということになる。

　だが……。

「相手は一人だけじゃねぇぞ！」

　俺も【絶槍】で螺ら旋せん突づきを繰くり出す。

　風を纏まとった槍やりの一撃に、クリスタル・ディアーは角の間から発生させた炎ほのおで対たい抗こうして来た。

「何っ!?」

　やっぱり魔法らしき特とく殊しゆな技を使ってきたか！

　ただ、口などから魔法を放つのではなく、まさか角の間から放って来るとは……。

　予想していたとはいえ、魔法の攻撃は未だに慣れず、俺は炎を少し浴びてしまった。

「熱ッ！」

「わふ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだッ！」

　ナイトが驚おどろいて駆かけ寄ろうとするのを制し、俺は地面を転がって炎から逃れた。

　……幸い、賢けん者じやさんの残してた服のおかげで体にダメージは受けていないけど、護まもられてない顔とかは普ふ通つうに熱いのだ。

　俺がクリスタル・ディアーから距きよ離りをとったことで、ナイトが再び飛びかかる。

「ウォン！」

「クオアアアア！」

「なっ!?」

　するとクリスタル・ディアーは今度は炎ではなく激しい水流を噴出させてきたのだ。

「コイツ、二つも魔法が使えるのか……！」

　魔法の特性や性質はもちろん、この世界でどのような扱あつかいなのかも分からない俺は、クリスタル・ディアーが二つの魔法を使ったことに驚いた。

　いや、そもそも一つしか魔法が使えないって決めつける方がおかしいか……反省しないと。

　激しい水流を放ってきたことでナイトはすぐに攻撃を中止し、その場から離はなれる。

　……これは同時攻撃とかじゃなく、役割をきちんと分けないと厳きびしいかもな。

「ナイト！　何とかしてコイツの隙を作れないか!?」

「……ウォン！」

　少し考える仕草をすると、ナイトは頼たのもしい返事と共にクリスタル・ディアーへと飛びかかった。

「ワンッ！」

「クォォォオオ！」

　ナイトは真正面から突とつ撃げきすることなく、その素早さを活かしてクリスタル・ディアーを惑まどわせながら接近していく。

　クリスタル・ディアーも接近を許すまいと炎や水流を放ってくるが、まだ子どもで素早いナイトを捉とらえるのは至難の業わざだった。

　そして────。

「ガアッ！」

「クアアアアアア！」

　クリスタル・ディアーの喉のど元もとにナイトが嚙かみついた。

　嚙みつかれたクリスタル・ディアーは苦く悶もんの声を上げるも、すぐにナイトを振り払おうと激しく暴れまわる。

　だが、おかげで俺への警戒は格段に薄れた。

「そこだ……！」

「クアアアッ!?」

　今度は螺ら旋せんを描えがきながら突くのではなく、ただ真っ直ぐに槍をクリスタル・ディアーの首元に突き入れた。

　俺が攻撃をするといち早く察したナイトはクリスタル・ディアーから離れている。

　綺麗に喉のどに槍が突き刺ささると、俺は槍の切っ先を斬きり上げた！

「クアアアアッ！　クア、クアアア……」

　血ち飛沫しぶきを上げながら倒たおれるクリスタル・ディアーは、すぐに光の粒りゆう子しとなって消えていった。

「か、勝ったか……」

「わふ……」

　辛しん勝しようというほどでもないが、精神的に疲つかれた……。

　一いつ瞬しゆん燃やされかけたが、服のおかげで命の危険と言うほどの状況ではなかったものの、戦せん闘とうの稚ち拙せつさや対応力のなさが浮うき彫ぼりになった。

　……まあもともと戦闘なんてない環かん境きようで生活してきたわけだから、それも当たり前なんだけどさ……。

「奥地に行くにつれて、どんどん柔じゆう軟なんな対応を迫せまられるな……その分、森の外に出るまでの訓練として最適なんだけどな」

「ワン」

　ナイトも俺と同じ思いらしく、頷うなずきながら一つ吠ほえた。

　そんなナイトを一撫なですると、俺はドロップアイテムの確認に移った。

【水晶鹿の毛皮】……クリスタル・ディアーの毛皮。非常に肌はだ触ざわりがよく、王おう侯こう貴族の間でとても人気。耐たい寒かん性能もあるが、効果は非常に小さい。

【水晶鹿の肉】……クリスタル・ディアーの肉。様々な料理と相あい性しようがいい。脂あぶらが少なく、サッパリしているため、非常に食べやすい。

【水晶鹿の双そう角かく】……クリスタル・ディアーの角。その角は【フレイム・クリスタル】と【アクア・クリスタル】と呼ばれる特殊な水晶であり、超ちよう高額で取引される。【魔法武器】と呼ばれる魔法を宿した武器に加工することができる。

「なんか色々スゲェな!?」

　予想以上に貴重そうな素材が手に入ってビビった。

　毛皮は確かにサラサラとした手触りで心地ここちいいが、ウチのナイトには及およばない。だが、王族やら貴族やらの間で人気と言われれば納得できる。

　それに肉も説明文を読む限りとても美味おいしそうだ。嬉うれしいね。

　そして……問題の角だ。

　説明文を信じるならば、この世界ではとても高い値段で買い取ってもらえるらしい。

　しかも方法は分からないが、【魔法武器】とやらに加工できるのだ。

　まあ現状俺には必要のない物であることには変わりないので、換かん金きんするんだけどな。

「さて、次はその換金対象の一つである魔ま石せきだな」

　魔石も同じように鑑定する。

【魔石：Ｓ】……ランクＳ。魔力を持つ魔物から手に入る特殊な鉱石。

「やっぱりＳランクだったか」

　奥地に行けばＳランクの魔物が基本的な相手になるんだろう。

　それはともかく、これでまた大金が手に入ったことになる。わーい。……ヤベェ。

　金額が金額なだけに、毎回ビクビクしながら手にしてるんだよな。貧びん乏ぼう性しようが身につきすぎてる。

　正直銀行に預けたりすれば出で所どころを疑われたりするだろうし、本当にアイテムボックスがあってよかったと心の底から思うよね。

　……とまあ、ここまでは今まで通り普通のドロップアイテムだったのだが……。

「……さて、これは一体なんだ……？」

「わふ？」

　俺と一いつ緒しよに、ナイトも目の前の物体を見て首を傾かしげた。

　何な故ぜなら、俺たちの目の前にあるのは手のひらサイズの立方体だからだ。

「なんだろう……」

　首を捻ひねりながら鑑かん定ていするとこう表示された。

【超豪ごう華か携けい帯たい露ろ天てん風呂セット】……クリスタル・ディアーから手に入る、レアドロップアイテム。持ち運びできる風呂。檜ひのき、石、ジャグジー、電気風呂といった様々な種類のお風呂をどこでも手軽に楽しむことができる。お風呂の効能も選せん択たく可能。お風呂の浴よく槽そうや水は常に清潔であるため、掃そう除じや手入れは不要。プライバシー保護機能も搭とう載さいしており、外からは見えない特殊なベールで包むこともできる。

「お風呂!?　お風呂ってドロップするモノか!?」

　俺はまさかのドロップアイテムにツッコむしかなかった。

　いや、そもそも何な故ぜクリスタル・ディアーのレアドロップアイテムがお風呂なの!?　どういう関係性が!?

　……まさか、クリスタル・ディアーは炎と水を使っていて、それでお湯にできるからお風呂って意味じゃないよね？

　もしそうなら完全に能力の無む駄だ遣づかいだよ！　まあ平和的で俺は好きだけどさ！

　取りあえず、使ってみないことには何とも言えないので、俺はお風呂セットを拾ってみた。

　すると俺の目の前に半透とう明めいのボードが出現する。

　そこには、お風呂の種類と効能、ベールの有無を選択する項こう目もくがあった。

　確認のために初めはベール無しで選択すると、俺の手元からキューブが浮かび上がり、目の前に立派な檜風呂が出現した。

「……すんごい……」

「……わふ……」

　超高級って感じの檜風呂で、余よ裕ゆうで五人くらいは入れそうな大きさだった。

「うわぁ……スゲェ入りたいけど、ここじゃ危険すぎる……」

　一応ベールのあるバージョンや他のお風呂も試してから、俺はお風呂セットをしまった。

　ベールを出現させると、本当に外からはお風呂の存在が見えなくて、内側からは外が確認できたのだ。ハイテクノロジーすぎる。

　それに収納したいって思えば、再び手のひらサイズのキューブに戻もどって、手元に返って来るのだ。何この便利な機能。

　最近レアドロップアイテムは日用品……いや、お風呂は日用品って言うには大きすぎるけど、普ふ段だんの生活で便利なモノが多い。前はアクセサリーみたいな装備品がいいって思ってたけど、今はこっちの方が嬉しい。

　今日は、キング・オークから手に入る【豚ぶた王おう毛のブラシ】も、ナイト用以外に俺の分も確保できたので大満足だったのだが……さらに嬉しい結果になったな。

　……よし。

　俺は決めると、ナイトに声をかけた。

「ナイト。もう少し探たん索さくしたら、家に帰ってこのお風呂で温まろうか？」

「わふ？　ワン！」

　今日は探索を進めるって決意したのにこの言葉。

　でも許してほしい。お風呂には抗あらがえなかった……だって日本人だもの……。

　ナイトの了りよう承しようも得たところで、俺たちはもう少し探索した後、家に戻ってお風呂を堪たん能のうするのだった。




　　　　＊＊＊




　昨日は結局お風呂を手に入れたことで早めに探索を切り上げてしまったが、今日はかなり奥地まで来ていた。

　……だってさ、お風呂だよ？　日本人なら分からない？　こう……ねぇ？

　まだ未成年なのに、昔の人とかが露天風呂で熱あつ燗かんを飲みたくなる気分も分かる気がした。だって気持ちよすぎるんだもの。

　それはともかく、昨日以上に力を入れて探索を続けた結果、また新たな敵と遭遇していた。

「ナイト、そっちに行ったぞ！」

「ウォン！」

「シャアアアアア！」

　今俺たちが戦ってる敵は、まるでヤマアラシのような長い針を背中一面に纏まとったアルマジロっぽい魔物だった。もしくはハリネズミっぽいのだろうが、でもアルマジロに針を生やした姿ってのが一番しっくりくる表現だと思う。

　ちなみに、ステータスはこんな感じである。




【ニードル・ローラー】

レベル：６１０、魔ま力りよく：３０００、攻こう撃げき力：２００００、防ぼう御ぎよ力：１７０００、俊しゆん敏びん力：２５０００、知力：８０００、運：２０００




　昨日戦ったクリスタル・ディアーよりレベルは低いものの、ステータスはどれも引けを取らない。

　何より厄やつ介かいなのが、コイツは体を丸めて、高速回転しながら弾だん丸がんのような速度で突とつ撃げきしてくるのだ。

　背面から生えた針もすさまじい硬こう度どを誇ほこっており、【絶ぜつ槍そう】や【全ぜん剣けん】と打ち合うことさえできている。

　……いや、少し違ちがうな。

　コイツ、自分の針で【全剣】と打ち合うときは必ず平らな剣けん身しんを狙ねらうから、こっちは斬ることができない。

　それと同じように、【絶槍】も穂ほ先さきが対象を捉とらえれば必ず貫つらぬくことができるものの、穂先を綺き麗れいに流すように打ち払はらわれれば、投げて戻って来る槍やりでしかない。

　それでも十分強いんだが、今まで一撃必殺だった【絶槍】の投とう擲てきも同じように穂先を上手うまく流すように打ち払われるのだ。

　しかも打ち払われたとはいえ、当たったことに変わりはないから【絶槍】は手元に戻って来るし……。

　やはりＳ級クラスの魔物になると、不意を突つかなきゃ【絶槍】の投擲も効かないのだろう。キング・オークのときは運が良かったんだ。

　実際、クリスタル・ディアーが同じように【絶槍】と打ち合えたのも、同じように対処していたからだろう。

　そんなＳ級の魔物が持つ針に刺さされればどうなるかなんて考えたくもなかった。

　ナイトが高速回転で突撃して来たニードル・ローラーを避よけると、ニードル・ローラーは先にあった木にぶつかる瞬しゆん間かんに体を通常状態に戻し、その勢いのまま木に着地すると、木を足場にして加速しながら今度は俺の方へ飛んできた。

「キシャアアアアアア！」

「うッ!?」

　ギリギリ躱かわすことに成功するが、かなり深めに頰ほおを斬きられた。

「痛いってぇ……」

「わふ？」

　警けい戒かいしながらニードル・ローラーから距きよ離りをとると、ナイトが駆かけ寄って来て『大だい丈じよう夫ぶ？』と言わんばかりにこっちを見上げた。

「ああ、大丈夫だよ。それより、相手も結構動き回ったせいか疲ひ労ろうが出てきたみたいだな」

「ワン！」

　俺の言葉通り、ニードル・ローラーは最初のときより動きが鈍にぶくなっていた。俺たちも多少疲つかれているんだが、二対一というアドバンテージは本当に大きい。

「そろそろ決着がつくかもな。気を引き締しめよう」

「ワンっ！」

「……シャアアアアア！」

「そら、また来たぞ……！」

　態勢を整えたニードル・ローラーが、再び俺たちめがけて突撃して来た。

　ナイトは素早くその場を離はなれるが、俺はギリギリまでニードル・ローラーを引き付けた。

　……実はさっきのニードル・ローラーの動きを見て、実行に移したい作戦が出来たのだ。

　俺は早く避けたい気持ちを必死で押し殺し、タイミングを見計らった。

　そして────。

「今だッ！」

「キシャア!?」

　ギリギリのところで横よこ跳とびに避けると、ニードル・ローラーは減速することもできず、俺の真横を通り抜ぬけ、そのまま近くの岩いわ壁かべに激げき突とつした。

　ニードル・ローラー自体の防御力がかなり高いため、いくらスピードが出ていたとしても岩壁に激突した程度じゃ大したダメージにもならないだろう。

　だが、俺の目的はそれじゃない。

「キシャアアアア!?」

「よっしゃあ！」

　ニードル・ローラーは勢いよく岩にぶつかったことで、自じ慢まんの鋭するどい針があだとなって岩壁に突き刺さり、身動きがとれなくなっていた。

　手足を必死にバタつかせるが、アルマジロ型の魔ま物ものでなおかつ針もかなり長いので、手足が空中に浮ういた状態で何もすることができない。

　これ、針を撃ち出せる能力があればもっと倒たおすのが大変だったんだろうけど、その様子はなさそうなので一安心だ。

「ハアッ！」

「キシャアアアアアア！」

　動きが止まっているのであれば、【全剣】で斬ることができる。もちろんどんなに硬かたい装そう甲こうを持っていようが関係ない。

　俺はすぐに【全剣】を手に出現させると、【弱点看破】のスキルを発動させ、弱点部位めがけて上段から一気に振ふり下ろした。たとえ斬ることができても一撃で殺せなかったら意味がないからな。

　俺の振り下ろした【全剣】は綺麗に弱点部位に入り、そのまま何の抵てい抗こうも感じることなく斬りつけた。

　そしてニードル・ローラーは叫さけび声を上げると、そのまま光の粒りゆう子しとなって消えていった。

「な、何とか倒せたな……」

「わふ……」

「ありがとう、ナイト」

　近寄って来たナイトを抱だきかかえると、ナイトは俺の頰の傷を舐なめてくれた。

　俺はすぐに【完治草のジュース】を取り出すと、一息に飲み干す。まだまだストックはあるからね。

　戦せん闘とう後の体にジュースが染みわたり、一気に活力が戻って来た。

「ナイトも飲んどきな」

「ワン！」

　ナイトにも同じようにジュースを与あたえていると、久しぶりにメッセージが出現した。

『レベルが上がりました。スキル【心身統一】、【精神強化】を習得しました』

「レベルも上がって、スキルも手に入れたぞ！」

「ワン！」

「え？　ナイトも上がったの？」

「ワンワン！」

　ナイトがそう吠ほえるので鑑かん定ていしてみると、本当にレベルが上がっていた。おお、やったぜ！

　レベルアップのＢＰを適当に割わり振った後、俺は改めて自分のステータスを見返した。




【天上優夜】

職業：なし、レベル：２４０、魔力：６０５０、攻撃力：８０５０、防御力：８０５０、俊敏力：８０５０、知力：５４５０、運：８７５０、ＢＰ：０

スキル：《鑑定》《忍にん耐たい》《アイテムボックス》《言語理解》《真武術：８》《気配察知》《速読》《料理：７》《地図》《見切り》《弱点看破》《同化》《テイム》《心身統一》《精神強化》

称しよう号ごう：《扉とびらの主》《家の主あるじ》《異世界人》《初めて異世界を訪れた者》




　いつの間にか【真武術】と【料理】のレベルが上がってるぞ！

　料理は自分の手料理なだけあって違いは分からないけど、真武術は何となく以前より攻撃するときのキレが増したように感じていたのだ。

　ひとまず既き存そんスキルの確認はここまでにして、新スキルを確認しよう。

【心身統一】……精神と身体を統一させ、より自身の体を制せい御ぎよできるようになる。

【精神強化】……恐きよう怖ふ状態などの精神攻撃への耐たい性せいが上じよう昇しようする。

「おお！　なんかどれも有用そうだ」

　心身統一は、より一層俺の思い描えがいたとおりに体を動かせるようになるって認識でいいのだろう。

　そして精神強化！

　さっきもニードル・ローラーが迫せまって来るときすごく怖こわかったが、身を竦すくませることなく動くことができたのも、このスキルを習得するだけの下地が出来ていたからなのだろう。

「よし……この調子でレベル上げを頑がん張ばるか」

「ワン！」

「あ、ナイトの方も確認しような」

「わふ」

　ナイトを撫なでながら鑑定した。

　その結果がこれだ。




【ナイト】

種族名：ブラック・フェンリル、レベル：５１０、魔力：１０１００、攻撃力：１０３００、防御力：１０３００、俊敏力：１５５００、知力：１０１００、運：１００００

備考：天上優夜の配下。




　なんていうか、俺と似たようなステータスの上がり方だ。

　ただ俺と違ちがうのはＢＰがないのと、運が上昇していないことだろう。今回だけ上昇しなかっただけかもしれないが、運っていうのはレベルが上がったところでどうこうなりそうなモノでもないしなぁ。

　とはいえ、ナイトは俊しゆん敏びん力を中心にバランスよく上昇してるし、ステータス的にはＳ級の魔物にも引けをとってない。

　ナイトがいるおかげで俺がＳ級の魔物と張り合えてると言っても過言ではないのだ。

　ステータス面では俺は圧あつ倒とう的にＳ級の魔物に負けているし、賢けん者じやさんの置いて行ったヤバすぎる武器とナイトに助けられている。

　まあそのヤバすぎる武器にＳ級の魔物は対応してきたわけで、それを考えると本当にナイトの存在は大きい。俺の精神的な面でもな。

　……早くレベルを上げてＳ級の魔物でも余よ裕ゆうで相手にできるくらいになりたいな。

　そんなことを考えながら、俺はドロップアイテムを調べていった。

【針犰狳の剛針】……ニードル・ローラーの針。その鋭さで分厚い鋼鉄でさえ容易に貫つらぬく。主おもに槍やりや鏃やじりなどに加工して使われ、それらの武器は非常に高額で取引されている。

「マジで物ぶつ騒そうだな……」

　ドロップした素材はこれだけだったが、やはりニードル・ローラーの針はかなり危険なモノだったようだ。

　てか、アルマジロって犰狳って書くのね……いや、あれがアルマジロである確証もないんだけど……もし違うならこの犰狳ってのは一体何の生物なんだ？

　思わぬ表記に何の生物か考えながら魔ま石せきも回収した。魔石はやはりというか、Ｓ級のモノだ。

　そして────。

「……どう見ても歯ブラシだよな？」

「わふ」

　俺の手には黒色の歯ブラシが一本握にぎられていた。

　恐おそらくニードル・ローラーのレアドロップアイテムだろう。

　……でもさ、仮にこれがレアドロップアイテムだとして、歯ブラシはないんじゃない？　だって鋼鉄すら貫く針ですよ？　それで歯を磨みがいたら口の中ズタズタじゃん？　いや、この歯ブラシのブラシ部分があの針だとは思わないけどさ。てか思いたくもないね！

　一つの不安を抱かかえながらも鑑定すると、こう表示された。

【極きわみ歯ブラシ】……ニードル・ローラーから手に入る、レアドロップアイテム。このアイテムで歯を磨けば口こう臭しゆうのもととなる菌きんを完全除去し、アイボリーからホワイトへ歯の色を大きく変化させる。歯し垢こうや歯石も逃のがさず除去でき、使用者に、歯を磨くのが心地ここちよく、そして楽しくさせる。

「メチャクチャ有能！」

　何だ、この日用品シリーズの有用性！　ちょっとおかしくない!?

　俺個人は大変助かるけど、レアドロップアイテムってこんなに日用品ばっかなの!?

　……ゲームとかしたことないけど、これが普ふ通つうなのか？　俺が固定概がい念ねんとして、レアドロップアイテムは武器や防具じゃなきゃダメって勝手に思い込んでたのか？

「まあいいや……取りあえず、もう少し奥に行ってみようか」

「……」

「ナイト？」

　ドロップアイテムを回収してナイトに声をかけると、ナイトはある方向を黙だまって見つめていた。

　俺もその視線をたどってみると、さっきまでニードル・ローラーが突つき刺ささっていた岩が崩くずれ落ち、何やら洞どう窟くつの入り口のようなモノが出現していた。

「え、なんだアレ!?」

「わふ……」

　ナイトにもよく分からないらしく首をひねっているが、そのまま洞窟の入り口に近づいた。

「あ、おい！　危ないぞ!?」

　俺がそう声をかけると、ナイトは何か考えるそぶりを見せ、俺の方を振り返った。

「……ワン」

　その表情はこの奥に行ってみようと言ってるように見えるが……。

　確かに、いきなり出現したこの洞窟は気になる。

　たまたまニードル・ローラーと戦闘した位置が、崖がけ下しただっただけで、まさかこんな洞窟の入り口が出現するとは思わなかったのだ。

　無視して森の奥に進むこともできるが、ナイトが妙みように気にしているようだし、何よりナイトの野生の勘かんが何かあると告げているのだ。

　俺なんかが勘で何かある！　って言うより信用度は高いだろう。

　俺自身もナイトが感じた『ナニカ』が気になったため、ナイトを先頭にして後ろをついて行く。

　今までは森の中という環かん境きようだったため、こういう洞窟のような場所は初めてであり、魔ま物ものが出現してもいいように警けい戒かいしながら進んでいたが、【気配察知】のスキルには何の魔物の気配も引っかからない。いや、まだ安心するのは早い。俺のスキル【同化】がクリスタル・ディアーに見破られたように、【気配察知】をすり抜ぬける何かがいるかもしれないからな。

　それによく考えれば魔物の心配しかしていなかったが、もしこの洞窟に人がいれば罠わなとか仕し掛かけているかもしれないし……。まあ罠があったら、俺には解除したりする技術はないので、どうしようもないんだけど。

　魔物だけでなく罠の存在も警戒しながら、壁かべや地面を無闇に触さわることなく進んでいく。

　すると、先が暗くなってきたと思った瞬しゆん間かん、壁にかけられた松たい明まつに火がついた。

「うおっ!?　何で急に火がついたんだ!?」

「わふ？」

　凄すごく驚おどろいた俺とは対照的に、ナイトは平然としている。……取りあえずナイトが警戒してないし危険はないのか。

　それよりも、壁に松明があるってことは……人の手が入ってるってことだ。今は何ともないけど、どこかに罠があるかもしれない。

　より一層この洞窟が何なのか分からなくなった俺だが、しばらく進んでいくと最奥部にたどり着いてしまった。

　最奥は少し広めの空間が広がっており、周囲の壁には大量の松明が掲かかげられている。

「ここは……」

「ワン！」

「ナイト!?」

　不意にナイトが駆かけ出したので、慌あわてて追いかける。

　すると────。

「っ!?」

　一番奥まった壁にもたれかかるように、ローブを纏まとった骸がい骨こつが座っていた。

　一瞬、魔物か？　とも考えたが、まったく動く気配もなく完全に死んでいるようだ。

　……まさか白骨死体を見ることになるなんて……これ、【精神強化】のスキルがなかったら恐怖でチビってたんじゃないか？

　そんな風に思っていると、ナイトが骸骨の前に置いてある何かを足でテシテシと叩たたいた。

「ワン！」

「え？」
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　俺がナイトに近づき、ナイトの足元に落ちているモノを見ると……それは一冊の分厚い本だった。

「本？」

　何の本だろう？

　本を手に取ると、表紙には『賢けん者じやの書』と書かれているが、内容はさっぱりわからない。

　仕方がないので開いて確認すると────。

『ここに到とう達たつした者へ　～賢者～』

　────こう書かれていたのだった。








第二章　賢けん者じやと魔ま法ほう









「け、賢者って……」

　俺は手にした本を前に呆ぼう然ぜんとしていた。

　何な故ぜならば、ここに書かれている賢者というのが、恐らく異世界で使っている俺たちの家の元家主だからだ。

　さらに言えば、非常にお世話になっている武器や防具、完治草をはじめとしたぶっ飛んだ素材の数々等、賢者さんの助けがなければ何もできなかったと言ってもいいだろう。

　そもそも、あの家の結界能力がなければ、異世界と俺の家が繫つながって扉とびらの外に出た瞬しゆん間かんに死んでいただろう。

　そんな賢者の本……しかも、ここに到達した者って……。

　俺は少し震ふるえながらもその本を開いた。

　すると、中にはこう綴つづられていた。

『さて……いきなりだが昔話をしよう。

　私の過去の話だ。つまらないだろうが、聞いてくれたまえ。

　────私は何でもできた。そう、生まれてからずっと……できないことはなかったのだ。魔法も剣けんも、料理や歌、絵かい画がに鍛か冶じ……本当にこの世のありとあらゆることができた。そして、それを極きわめるだけの力もあったのだ。

　その結果、私は生きながらに【神の領域】へと足を踏ふみ入れた。

　私の数少ない驚きよう愕がくだった出来事の一つなのだが、神々が私に直接神になることを勧すすめてきたのだ。

　さて、他の者たちならば喜んでこの話を受けただろう。なんせ、話を受ければ晴れて神々の仲間入りを果たし、不老不死が手に入るのだ。死者蘇そ生せいはできようとも、さすがの私も不老不死にはなれなかった。だが……私は断った。

　周囲は驚き、中には私を傲ごう慢まんだと罵ば倒とうした者もいた。それでも私は……断ったのだ。

　────ここまで長々と語ってきたが、今この本を読んでいる君に、一つ伝えておきたいことがある。

　君はこの場所に来ることができるだけの力を持っている。君がそのことをどのように認識しているか、死んだ私には分からない。

　だが、その力は君が思っている以上に強力だ。特に人間たちの中ではな。

　君が他の人々をどう思っているかは知らない。知らないが、それはいずれ周囲の人間を恐おそれさせるだろう……私のようにな。

　余計なお世話かもしれないが、先人としては君には私のような人生を歩んでほしくないのだ。

　……何故、私が神になることを拒こばんだか言ってなかったね？　それは……私が【人】として死にたかったからだよ。何でもでき、生きながらにして神へと届いた私は……こういう方法でしか、【人】として死ぬことができなくなったのだ。

　君には同じ末路をたどってほしくはない。誠に勝手なことだがな』

「────」

　俺はここまで読んで、賢者さんの優しさに驚かされた。

　俺の中のイメージでは、あんな森の奥地に家を建てているくらいだから、他人に興味もなくて自分さえよければいいなんてタイプの人だと思っていたのだ。

　その実は……何でもできたからこそ、誰だれよりも孤こ独どくで寿じゆ命みようで死ぬ以外に【人】として死ぬ術すべを失った可哀かわい想そうな人だったのだ。

　もし賢者さんの言うことが本当なら、俺の力は人間の中ではそこそこ強力な部類に入るのだろう。

　このままいけば、賢者さんの言う通り、周囲の人々に怖こわがられるかもしれない。

　……それは、嫌いやだ。

　でもどうすれば……。

　そう考えながらも本を読み進めていくと、続きがあった。

『少々脅おどすような形になってしまったが、これを解決することは案外簡単な話なのだ……私以外の人間にとってはな。

　答えは、信しん頼らいできる人間を得ること。

　友でも、恋こい人びとでも、両親でもいい。すべてをさらけ出してなお、君のそばにいてくれる人間を作るのだ。

　……私は生きていく上での人間関係を構築するのは得意だったが、そのようにすべてをさらけ出せる人間は得られなかった。

　君にもし時間があるのなら、恐れず、前向きにそんな人を探してみたまえ』

「う、うーん……」

　それはまあ……そうなんだろうけど……。

　俺、最近まで友達がいなかった人間ですよ？　相当ハードルが高い気が……。

　賢者さん、自分基準で考えてないですかね？

『君なら大だい丈じよう夫ぶだ。焦あせらなくていい、ゆっくり……君のペースで、人生の友を手に入れなさい。友人だけでなく、君自身とも向き合うんだ』

　心読まれてる!?

　内心でそうツッコみながらも、俺は賢者さんの言葉に亡くなったおじいちゃんの姿を思い出した。

　……おじいちゃんも、亡くなる前に俺に同じようなことを言ってくれたっけ……。

　時間はかかるかもしれないけど、俺なりに少しずつ、進んでいこう。

　改めてそう考えながらページをめくると、まだ続きがあった。

『ここまで付き合ってくれたお礼と、お詫わびと言っては何だが……君の知りたいことを一つだけ、この本に記そう』

「へ!?」

　俺は書かれている文字を見て、素すっ頓とん狂きような声が出た。

　し、知りたいことって……ていうか、本当に心読まれてるみたいだな!?

　いきなり言われても、正直ぱっと思いつくものがない。

　知りたいことが多すぎるのだ。

　……でも今知りたいことって言えば……。

「魔法……かなぁ……」

　俺はこの世界に来て、魔法は見ても使ったことはないのだ。

　だからこそ、魔法に憧あこがれている。

　あんなふうに俺の手とかから炎ほのおが出せるようになったりするって考えると、ワクワクするのだ。

　そう考えていると、さっきまで白紙だったページに新たな文字が書き込まれていた。

『どうやら【魔法】のことについて知りたいみたいだな』

「やっぱり心読んでるだろ！」

　俺の中で確信に変わった。

　そんな俺を無視して、白紙のページには追加で文字が浮うかび上がってくる。

『この続きに私の魔法理論をすべて詰つめ込んだ。ただ……どうやら君は魔法に関しての知識が……いや、それどころか……この世界の住人ではないようだな』

「そこまで分かっちゃうの!?」

　もはや賢者さんにはすべてお見通しみたいだ。それでもさすがに異世界人だってことまで分かるとは思わなかった。どうなってるんだ？　いったい……。

『しかし残念ながら、魔法理論を頭に叩たたき込んだとしても、君には魔法を使うことができない。それはこの世界の人間には、魔法を使うための回路……【魔ま力りよく回路】が体に存在するからだ。

　分かりやすく言えば、血管のようなモノだ。君とは違ちがい、この世界の人間は心臓から血液だけでなく魔力も生み出し、それが全身を駆かけ巡めぐっている。

　だが、異世界人である君にはこの回路がない。ゆえに、君に魔法を使うことはできない』

「な、なんだって!?」

　そ、それじゃあ……俺には一生魔法を使うことができないのか……？

　体のつくりから違うと言われてしまえば、俺にはどうすることもできない。

　魔法に関してはこの世界に来たときからいつか使えたらなぁとちょっとした期待をしていただけに、その事実はかなりショックだった。

　だが、賢者さんの言葉はそこで終わらなかった。

『────よって、君に私の魔力回路を授けよう。

　なに、私はもうこの世にはいない。だが私の魔力回路はこの世界の宝と言っていいほど、貴重なモノだ。

　それをただ消しよう滅めつさせるよりは、君に使ってもらう方がいいだろう』

「えっ!?」

　魔力回路って人に渡わたすことができるの!?　それに、そんな貴重なモノを部外者の俺なんかがもらっていいのか？

　不安になる俺をよそに、賢けん者じやさんの文字は軽い調子でどんどんページに書き込まれていった。

『使わなければ、消えていくだけだ。

　しかし、今は君がいる。

　受け継つぐ存在がたまたま異世界人だったというだけの話で、何の問題もない。使える人間が使う方がいいに決まっているからな。

　そもそもこの場所にどれだけの人間がたどり着けることか……』

「……」

　確かにオーウェンさんたちの話からも分かっていたけど、この森どんだけ危険なんだ。

『まあ難しく考えず、たまたま世界最さい高こう峰ほうの魔力回路が手に入ったと喜びたまえ』

「そ、そこまで軽くは考えられないかなぁ……」

　まあもうすでに賢者さんの武器や家を使ってる時点で言えたことではないけど、それでもここまでよくしてもらうと申し訳なさが際きわ立だってくる。本当にごめんなさい……。

『……まあいいさ。いずれ君が、その力に見合うだけの存在となり、胸を張れる人生を送ってくれれば、私からは何も言うことはないよ』

「……」

　もうこの世にはいないはずの賢者さんに、そう諭さとされる俺。

　それでも、賢者さんの言う通り……賢者さんから貰もらった力に恥はじない、そんな人になれたら……いや、なれるように努力しよう。

　そう決意をしていると、突とつ然ぜん賢者さんの本が輝かがやき始めた。

「っ!?」

『さて、決意をしてもらえたところで早さつ速そく受け継いでもらおう。これこそが、世界中が欲ほつした私の魔力回路だ……！』

　今まで手でページをめくっていた俺だが、いきなり本が俺の手から飛び出し、空中に固定されるとページがどんどんめくられていく。

　そしてページが止まると、そこに見たこともない文字が大量に浮かび上がり、ページから飛び出した。

「なっ!?」

　その文字の羅ら列れつはまるで蛇へびのようにうねり、俺の体中を這はうように足から昇のぼってくると、頭の天てつ辺ぺんから足のつま先までが文字で埋うめ尽つくされ、やがて全身を覆おおい尽くすとすーっと体の中へと消えていった。

　その瞬しゆん間かん、心臓が燃えるように熱く感じ、思わず膝ひざをその場につくと、今度はその熱が心臓から全身を駆け巡り、やがて熱は静かに引いていった。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……！」

「わふ？」

　必死に息を整える俺をナイトが心配そうに見つめてくる。

　それに何とか笑みを返すと、目の前で光を放っていた本がその場に落ちた。

　するとページがちょうど俺の視界に入る。

『無事、私の魔力回路を受け継ぐことができたようだな。

　これで魔ま法ほうを使うための準備は整った。あとは最初に言った通り、この先に魔法理論をすべて詰め込んだのだが……まあ読む必要はほとんどない。

　というのも、他の者ならばそこに書かれている魔法理論を覚える必要があるのだが、私の魔力回路を受け継いだ君には必要ないのだ。その回路に、すでに私の魔法理論そのものが遺伝子レベルで刻み込まれているのでね』

　何とか息を整えた俺は、確認の意味も込めて本をめくっていくと、賢者さんの言う通り魔法に関することがびっしりと書かれていた。

　それは何が何だかわからない、専門用語らしきものだらけで、このすべてを理解しなきゃ魔法が使えないのかと思った俺からすれば、賢者さんの言葉はとてもありがたかった。だって【言語理解】のスキルがあるはずなのに、さっぱり分からない単語だらけなんだもんな……。

　取りあえず適当に眺ながめた後、最後のページを見ると、最後はまた俺に向けた言葉で締しめくくられていた。

『……多くを語ったが、私は今この本を読んでいる君に幸せになってもらいたいのだ。人間でありながら人間でなかった存在など……私だけで十分だからな。

　君の人生、取り返しのつかないほど辛つらいこともあるだろう。だからこそ、君は後こう悔かいのないように君の人生を歩んでくれたまえ。

　この本と私の魔力回路が、少しでもその役に立つのなら幸いだ。

　君の人生に、幸多からんことを　～賢者より～』

「……ありがとう、賢者さん。アナタも、どうか安らかに……」

　俺は本をアイテムボックスに仕し舞まうと、目の前の遺骨に合がつ掌しようした。

　隣となりでは、ナイトが俺の真似をして目を閉じて頭を下げている。

　しばらくして顔を上げると、俺はナイトに言った。

「よし、ナイト……今日は帰るぞ！」

「わふ？」

「もういいの？」といった様子で首を傾かしげるナイト。

「ああ。今日はもういいよ。それより、賢者さんに残してもらった本を、今すぐ読みたいんだ。ナイトも魔法が使えるようになるかもしれないしね」

「わん！」

　ナイトが嬉うれしそうに頷うなずくと、俺たちは来るときと同じようにナイトを先頭にして家まで帰っていくのだった。




　　　　＊＊＊




『────魔法とは、想像の具現化である』

　賢者さんが残した本を持ち帰り早速魔法理論のページに目を通すと、最初にそう書かれていた。

　想像の具現化……言葉はだいぶ物々しいけど、大丈夫かな？

『だが、想像の具現化……魔法を使うにしても、その基もととなる【魔力】がなければ魔法は使えない』

　そりゃあそうだろう。じゃないと、本当にステータスの魔力が無意味になっちゃうしね。

『最初はこの魔力を感じることから始めなければ魔法は使えないのだ』

　────というワケで、俺は魔法を使う前に魔力の操作を覚えることになった。

　本を読み進めていくと、魔力を扱あつかうためにはまず自身の魔力を感じなければならず、その方法として瞑めい想そうが挙げられていた。

　瞑想って言われてもよく分からないが、取りあえず目を瞑つぶって座ればいいのかね？

　俺は本を前に置き、目を閉じて座った。

　すると隣に気配を感じたので少し目を開けると、ナイトも俺の真似をして目を閉じて大人しく座っている。可愛い。

　しばらく並んで座っていると、俺は体の心臓部分が妙みように熱く感じた。

「……ん？　何だ？　コレ……」

　その熱さを感じた瞬間、その熱は全身を駆け巡り、なんだか血流を体感しているような錯さつ覚かくを覚えた。

「ちょっ……何だ、この感じ……！」

　今まで体験したことのない状じよう況きように戸と惑まどうが、体が怠だるいとか痛いとか、そういった異常は見られない。

　すると俺の目の前に半透とう明めいなメッセージが出現した。

『スキル【魔力操作】を習得しました』

「え……この熱のもとって、魔力だったのか!?」

　俺はすぐに賢者さんの本で確かめると、どうやら魔力とは血流に似たモノであるらしく、常に自身の体を駆かけ巡めぐっているそうだ。

　普ふ段だんは意識しなければ何も感じないらしいので、今回だけなのだろう。

「これが……賢者さんから受け継いだ、魔力回路なんだな……」

　しみじみとそう呟つぶやくと、隣で瞑想していたナイトが俺に何かを伝えるように吠ほえた。

「……ワン！　ワンワン！」

「ん？　もしかして、ナイトも感じ取れたのか？」

「ワン！」

「おお！　やったな！」

　ということは、ナイトも俺と同じく【魔力操作】のスキルを習得できたのだろう。

　操作って言っても、自分の魔力を感じられただけなのにな。

　まあ俺はこの世界の人間じゃないために、ステータスで魔力を持っていても、回路がなかったから魔法が使うことができなかっただけで、ナイトは元々この世界の住人なんだから、魔力回路を持っててもおかしくない。

　それにしても、確かに自身の魔力を感じ取れるようになってから、体を駆け巡る魔力の速度を調節したり、一か所に留まらせたりと自分の思った通りに動かせたので、案外他の人も魔力を感じ取れたらすぐに操作できるのかもな。

「さて、魔力は感じ取れたし、操作もできるようになった。次はどうするんだ？」

『魔力を扱えるようになればあとは簡単だ。例えば炎ほのおを掌てのひらから出したければ、掌に魔力を集めて、炎が出るように想像すればいい。長い呪じゆ文もんの詠えい唱しようなどもないわけではないが、これらはイメージを固めるための補助の役割を果たしているだけなので必要ないだろう。ただ、魔法名を自身で考えておけば、発動するときにより楽になるだろう。その魔法名を口に出すのも頭で唱えるのも同じなので、これも好みの問題だ。ただし、実戦においては相手に魔法の予測をさせないためにも脳内で唱えるのが推すい奨しようされるがな』

「へぇ……魔法って詠唱いらないんだ。それに頭の中で魔法名を唱える方が戦せん闘とうでは役に立つと……」

　地球じゃ役に立たないけどね。

　魔法を使わなきゃいけないような状況が想像できないし。

　そう思いながらページをめくると続きが書かれていた。

『最初に使うなら、水系統の魔法をイメージするのがよかろう。炎などは場所によっては惨さん事じを引き起こすが、水であれば被ひ害がいは比ひ較かく的少なくて済む。考こう慮りよしたまえ』

「あっぶねぇ！　完全に炎を出す気でいたぞ……」

　先に読んでなければ、俺は炎を出現させていたかもしれない。実じつ践せんする前にちゃんと最後まで読まないとな。

　ナイトにも同じように伝え、俺は早速掌を突つき出した。

　俺がイメージするのは掌の上に浮うかぶバスケットボールサイズの水球。

　……魔法名を考えておいた方がいいって書いてあったし、【ウォーターボール】でいいか。安直な名前だけど、おかげでイメージと技名が結びついた。

　俺はイメージを固めると早速魔法を発動させてみた。

「これでいいのか……？　【ウォーターボール】！」

　すると、俺の掌に何もない空間から水がうねるように出現し、やがて想像通りの大きさの水の塊かたまりが出来上がった。

「うおおおおお!?　できた、できたぞ!?」

「わん！　わん！」

「ん？」

　思わず掌の水球に感動していたら、隣でナイトが吠ほえたので見ると、ナイトの頭上に俺のと同じサイズの水球が浮かんでいた。

「おおっ！　ナイトもできたか！」

「ワン！」

　空いてる手で俺は全力でナイトを撫なでまわした。

「よしよし！　これで俺たちも魔法使いだな！」

「ワン！」

　今すぐ他の魔法も使いたいが、出現させた水球をどうにかしないと。

　俺は出現させた水球を庭の外の樹に向けて高速で撃うち出すイメージを、脳内で思い描えがいた。

　その瞬間────。

「……うわぁ……」

「……わふ……」

　水球は外の木々を数本、へし折った。

　想像以上の威い力りよくに、俺は頰ほおを引きつらせる。

　……本当にイメージ通りに使えるんだな。

　それに魔法を使って分かったけど、確かに魔力が微かすかに体から失われてる感じがする。

　でも今回の魔力を失う感覚を信じるなら、このとんでもない威力の水球を大量に生み出すことも可能だろう。

　さっきは水球を出現させるだけで【ウォーターボール】って魔法だとイメージしたけど、今の光景を見たことで撃ち出すまでが【ウォーターボール】のイメージへと上書きされた。水球を出現させるだけもできるけどね。

「……よし、この調子でどんどん魔法を使ってみよう！」

「ワン！」

　気を取り直してナイトにそう言い、俺たちは時間が許す限り魔法を使い続けるのだった。








第三章　レクシアたちの様子









　優ゆう夜やと別れたオーウェンたちは、優夜が王城を訪れる約束をしたことを国王に伝えるため、王城に帰って来ていた。

　前回は刺し客かくに襲おそわれたレクシアだが、今回はオーウェンたちがより一層警けい戒かいしたため魔ま物もの以外の襲しゆう撃げきはなかった。

「────面おもてを上げよ」

「ハッ！」

　オーウェンは短くそう答えると、真っ直ぐに目の前に座る人物に目を向けた。

　高い位置にある豪ごう奢しやな椅い子すに、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの初老の男性がきらびやかな服装で静かに座っていた。

　慈じ愛あいと威い厳げんを感じさせるその視線を前に、オーウェンは自然と体が緊きん張ちようする。

　────アーノルド・フォン・アルセリア。

　アルセリア王国の現国王であり、レクシアの父親だった。

　現在、この王都モントレスにある王城の謁えつ見けんの間には、国王であるアーノルドとオーウェンの姿しかない。

「それで、会えたのか？　例の青年に」

「ハッ！　レクシア様の言葉通り、あの【大だい魔ま境きよう】で接せつ触しよくすることができました」

「ううむ……まさかあの【大魔境】に……しかも、異国の者だったのだな？」

「はい。名前の響ひびきが我々と大きく異なり、さらに容姿も黒くろ髪かみ黒目と、この国ではとても目立つ容姿をしておりました」

「そうか……」

　オーウェンの報告を受け、アーノルドは静かに頷うなずく。

　その様子を見ながら、オーウェンはさらに続けた。

「それにしても……陛下もレクシア様のことを多少はお諫いさめください。例の青年と出会った際、突とつ然ぜん求きゆう婚こんしたので本当に驚おどろきましたよ…………あ」

　オーウェンはそこまで言って、急いで口を押さえたが……あまりにも遅おそすぎた。

　恐おそる恐るアーノルドの方に視線を向けると、そこには無表情のアーノルドがじっとオーウェンを見つめていた。

「今、何と？」

「い、いえ、何でも……」

「何と？」

「で、ですから────」

「何と？」

　オーウェンは、正直に答えるしかなかった。

　決してアーノルドが無言で国宝【斬ざん剣けんグレイクル】を鞘さやから抜ぬき始めたからではない。

　結局、レクシアが優夜と再会してからの一連の行動を報告することになり、最後にはアーノルドは怒いかり狂くるって国宝を振ふり回し始めた。

「どこの誰だれだあああああ！　我の可愛いレクシアを誑たぶらかしたクソ野や郎ろうはあああああ！」

「ああああ！　何で王族はこんなに面めん倒どうくさいんだっ!?」

　自分の失言が原因ということもあり、オーウェンはアーノルドを何とか落ち着けようと必死になるのだった。
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「ここか……」

　王都モントレス。

　その中でも浮ふ浪ろう者しややスリなどの常習犯が暮らしている区画の路地裏に、一人のフード付きのローブ姿の人物がいた。

　その人物は周囲を気にしながら路地裏のある場所までたどり着くと、何もない壁かべに向かって手をかざす。そこで、まるでダイアルを捻ひねるような仕草をすると、その壁が崩くずれるようにしてなくなり、一本の道が出現した。

　最後にもう一度周囲を確認してその人物が中に入ると、すぐに壁は元通りになる。

　奥へ進んでいくと、やがて広い空間にたどり着いた。

　そこは数個のランプだけで空間が照らされているため薄うす暗ぐらく、中は野営地のようなつくりになっていた。

　そこでは、その人物と同じような格好をした者や仮面を被かぶっている者など、様々な人間が正体を隠かくして酒を飲んで楽しんでいる。

　────ただし、見た目や周囲の雰囲気から分かる通り、ただ酒を楽しんでいるわけではない。

　ここは様々な情報を売買する場でもあり、そして……『仕事』を依い頼らいする場でもある。

「ここで手て柄がらを立てれば……我がコーネス家の立場が確固としたものとなる……」

　その人物は一直線にカウンターまで移動すると、そこで無表情のまま皿やコップなどを洗っている男性に声をかけた。

「仕事の依頼を」

「……内容は」

「対象の調査と殺害」

　物ぶつ騒そうな依頼内容に、カウンターにいる男性は全く表情を動かすことはなかった。

　何な故ぜなら、ここで行われる依頼のやり取りのすべてが、非合法の裏世界のものだからである。

　カウンターにいる男性は洗い物を一時中断すると、カウンター下から羊皮紙の束を取り出した。

「……今空いている連中の名めい簿ぼだ」

　すぐに依頼主の男は羊皮紙に書かれた者たちの経歴やステータス、依頼金などを確認していく。

　するとある一枚の紙に気が付いた。

「っ!?　まさか……今、『ヤツ』が空いているのか!?」

「……そうだ。そういう意味では運がいい。今もこの場にいるが……知ってる通り、ソイツは人気がある。どうする？」

「こ、コイツだ！　コイツにする！　大だい丈じよう夫ぶだよな!?」

　焦あせったように依頼主の男は訊きくが、カウンターの男性は変わらず無表情でその人物について書かれた羊皮紙を抜き取り、一つの部屋を指さした。

「……あそこに行け。そいつはあそこにいる」

「わ、分かった」

　男性の言葉に従い、酒場の中でも奥の方にある個室へ依頼主の男は向かった。

　部屋の前に来た依頼主の男は、やがて意を決して中に入った。

「────依頼か？」

　そこにいる人物を一言で表すなら、『黒』。

　深緑色のフード付きローブと顔全体を覆おおい隠す不気味な黒い仮面。

　仮面の目元では青色の瞳ひとみが光っている。

　ただそこに座っているだけだというのに、その身から溢あふれ出る圧あつ倒とう的な気配に、依頼主の男は飲み込まれそうになった。

「お、お前が……【首狩かり】か？」

　まるでその質問に答えるかのように、依頼主の男の首元でキラッと光る何かが見えた。

「答えはすでにお前の首元にあるぞ？」

「ひっ!?」

「ふっ……あと一歩進んでいれば、答える代わりにお前の首が飛んでいたのだがな」

　黒ずくめの人物が軽く指を動かすと依頼主の男の首元から光る何かが一気に消え、彼は汗あせだくになりながら息を整えた。

「はぁ、はぁ、はぁ……！」

「どうやら脅おどしすぎたようだな。まあ、これで自己紹しよう介かいは不要だろう？　我こそが【首狩り】などと呼ばれる者だ」

「あ……わ、私は……」

　何とか息を整えた依頼主の男が口を開こうとすると、黒ずくめの人物が手で制した。

「いや、我は金さえ払はらってもらえればいい。お前自身の情報に微み塵じんも興味はない」

　心の底からどうでもいいという黒ずくめの人物の言葉に、依頼主の男は一いつ瞬しゆん顔をしかめるもすぐに元の表情へと戻もどった。

「それで、依頼をしに来たんだろう？　……分かってるのか？　我を雇やとうのは中々金がかかるぞ？」

「そ、それは承知の上だ！　それでもぜひ消してもらいたい相手がいる！」

　依頼主の男はそう言うと、一枚の紙を懐ふところから取り出した。

「ここに、最近噂うわさになっていることが一通り書いてある」

「ふん……」

　紙を受け取った黒ずくめの人物はざっと紙に目を通した。

「……ああ、あの第一王女の襲撃に関することか。【大魔境】でその襲撃者たちは命を落とし、王女は救われた……」

「あ、ああ。王女の暗殺には、かなりの手て練だれが向かったのだが……それ以上に【大魔境】という環かん境きようは危険だった。それが、王女だけ生き残る形となり……」

「フッ……【大魔境】が危険だということは誰もが知ること。それを忘れ、王女を深追いした時点でその連中の腕うでが知れるというものだ……だが、確かにお前の言う通り、王女だけ助かったというのは不自然だ。この内容を見るに、そのときには王女の護衛であるオーウェンも離はなれていたようだしな。オーウェンがいない状じよう況きようで王女だけ助かるということは……誰かが助けた可能性が高い」

「だから、ぜひ【首狩り】にはその王女を暗殺してもらいたい。ただ、もしかするとその王女を護まもったという存在が近くにいるかもしれない。そのことは頭に入れておいてくれ」

「なるほどな……依頼の内容は分かった。大方、第一王子の機き嫌げん取りというところか……」

「っ!?　な、何な故ぜそれを……」

　明らかに動どう揺ようした様子を見せる依頼主の男に、【首狩り】は呆あきれた様子で溜ため息いきを吐つく。

「お前……貴族に向いてないな。そんなに顔に出して、あの【大魔境】以上に混こん沌とんとした貴族社会でやっていけるのか？」

「う、うるさい！　言われなくても自覚している！」

「……まあいい。とにかく、依頼の件は了りよう解かいした。お前の言う通り、王女の暗殺を請け負おう」

「お、おお！」

「では、前金として金貨５００枚……いただこうか？」

「ぐっ!?　わ、分かった……」

　依頼主の男が前金を用意しに一度部屋を出た後、部屋に残った【首狩り】は深く椅い子すにもたれかかった。

「……何時いつまで、こんなことを続けないといけないのだろうな……」

　────闇やみギルド。

　それは非合法な依頼が数多く存在する、犯罪者の集団。

　所属している面々は危険な思想の持ち主や生まれながらの悪人など、危険人物ばかりだが……中にはやむを得ず所属する者も、確かにいた。

【首狩り】の運命が変わる出会いは、すぐそこまで迫せまっているのだった。








第四章　野外学習前









「はしゃぎすぎた……」

　翌日。

　俺は学校に向かいながら少し反省していた。

　昨日は時間と俺のイメージが尽つきる限り魔ま法ほうを使い続けたのだが、最終的には魔力切れという現象を引き起こしてしまったのだ。

　賢けん者じやさんの本を読んだところ、魔力切れは時間が経たてば回復するが、あまり褒ほめられたことではないらしい。

　それは魔力切れによって一気に体が気け怠だるくなるからだ。もう尋じん常じようじゃないくらいに。

　立っているのがやっとってくらいに体が怠くて、本当にヤバかった。

　これが戦せん闘とう中に起これば一いつ瞬しゆんで殺されるだろう。

　他にも気になることがあった。

　それは本の最後に書かれた一言で……。

『────さて、ここまで語ったのは私が見つけた研究成果であるため、君はこれが世間に浸しん透とうしているとは考えず、得た知識をどこで使うかを慎しん重ちように考えなさい』

　どうやらこの魔法理論は、賢者さんオリジナルのものらしい。

　……この文を読んだ感じだと、賢者さんの残した本の内容は一いつ般ぱん的でないのだろう。

　まさかとは思うが、異い端たんだ！　とか異世界人に言われても困るし、気をつけよう。

　ここまで、危なかったり気をつけなきゃいけないことが増えたわけだけど、悪いことばかりではなかった。

　レアドロップアイテムである携けい帯たい露ろ天てん風ぶ呂ろセットの効果として、魔力回復を促うながす効能の温泉を出すことも可能だということが分かったのだ！

　いやぁ、あのドロップアイテムは最高の当たりですね！　もうアレなしじゃやってけないよ！

　歯ブラシも効果通りに口内は爽さわやかだし、本当に綺き麗れいな白い歯に変身したんだから驚おどろきだよね。しかも磨みがいてて超ちよう気持ちよかったし。

　そんなことを考えながら登校していると、いつの間にか学校に着いていた。

　するとちょうど佳か織おりや楓かえでも登校してきたところらしく、俺を見ると笑顔で挨あい拶さつをしてくれた。

「あ、優ゆう夜や君！　おはよう！」

「おはようございます、優夜さん」

「おはよう、二人とも」

　俺もそう挨拶を返すと、ふとあることに気づいた。

　佳織と楓が妙みように楽しそうなのだ。何かあったのかな？

「なんだか楽しそうだけど、何かあった？」

「「え？」」

　俺の言葉に二人は顔を見合わせたのだった。
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「さて、年間行事予定にも書いてある通り、来週には野外学習が待っているが……お前ら準備はできているかー？」

「へ？」

『はい！』

　朝のやり取りを終え、ＨＲの中で担任の沢さわ田だ先生はまずそう口にした。

　野外学習？　ナニソレ、初耳なんですが？

「いいかー？　お前たちは将来的に、エリートと呼ばれるような立場になるに違いない。実際、この【王おう星せい学園】の卒業生は皆みな各業界で活かつ躍やくしているからな。そんなお前たちが、社会の荒あら波なみに揉もまれても大だい丈じよう夫ぶなよう、自然の厳きびしさを体験してもらい、どんなに辛つらいことにも耐たえ抜ぬけるような精神性を身に付けてもらおうってワケだ」

　突とつ然ぜんの言葉に混乱していると、隣となりに座っている雪ゆき音ねが教えてくれた。

「……先生はああ言ってるけど、要は新しい環境に馴な染じむためにキャンプをするだけ。まあ貴重な経験にはなるし、成長もできるはず。一泊ぱく二日で、準備も必要なモノをまとめた紙が配られると思うから、それを参考にすればいいと思う」

「なるほど……」

　よく考えたら俺、教科書とかは貰もらったのに年間行事予定表みたいなのは貰ってないんだよね。

　正直なくても苦労しないっていうか……今まで学校が嫌きらいだったから行事なんて気にならなかったって言うのが正しいんだけど。

　でも……そうか。今日、この説明があることを佳織たちは知ってたから、妙に楽しそうだったんだな。

　朝の二人の様子を思い返していると、沢田先生はこう言った。

「とはいえ、準備も何も、班を決めなきゃ始まらない。だから先生の方で適当に決めておいたぞー」

『ええ～』

　沢田先生がそう言うと、多くの生徒から不満の声が上がった。

「先生！　何で俺たちに班分けさせてくれないんですか!?」

「そうですよ！」

「横暴だー！」

「はい、静かにー。お前ら、ここぞとばかりに責めてくるんじゃないぞー。宿題、増やされたいかー？」

『……』

　宿題を取引に使われ、全員黙だまった。弱者は……脆もろいね……。

　そんな生徒たちを見て、先生は溜息を吐く。

「さっきも言ったが、内容はキャンプとはいえ一応野外学習だ。その中身は生徒同士で親しん睦ぼくを深めようって意味があるんだが、そこで仲のいい連中同士で班作っても新しい人間関係の構築にはつながらない。こういうときに友人を増やしとけってことだ。分かったな？　お前ら」

『はーい』

　つまり、今回の先生による班分けは学園側にちゃんとした意図があったってことか。

　俺はまだ亮りようや慎しん吾ご君とかしかよく話す子もいないし、この行事はありがたい。

　でも困ったこともある。

　……この野外学習の間、ナイトをどうしよう。

　一番いいのは魔法で家に行き来することなんだけど……昨日の段階じゃまだ瞬間移動みたいな魔法は使えなかったのだ。

　イメージがしにくくて、どうしようって感じ。

　思いがけない場面で移動系の魔法が使えないことの問題が出てきたため頭を抱かかえていると、沢田先生は黒板に班分けの結果を書いた。

「っと、これが今回の班分けだ。各人に割り振ふってる数字が班の番号で、今から班ごとに移動してもらうぞ。そら、移動開始～」

　黒板を見ると俺は５班だったので、その班員が固まってる位置に移動する。

　するとそこには見知った顔が二つもあった。

「あ、楓」

「優夜君！　一いつ緒しよの班だね、よろしく！」

　そう、楓と同じ班だったのだ。

　もう一人の見知った顔というのは────。

「やあ、優夜君！　僕も一緒の班さっ！」

「えっと、晶あきら君。よろしくね」

「君付けだなんてよそよそしいじゃあないか！　僕のことは気軽に晶と呼んでくれ！　それか貴公子でも────」

「前振りが長い！　そこどきな！」

「酷ひどい!?」

　サッカーのときにやらかしていた晶とも一緒の班だった。

　だが、そんな晶を突つき飛ばしてやって来たのは、初めて関わる女の子だった。

　長い黒くろ髪かみの、女の子にしては高身長なスラリとした綺麗な子で、顔だちも何となく彼女の気の強さをあらわしているようにも思える。

「アタシは神かん崎ざき凜りん。アタシも呼び捨てで構わないからさ。今回はよろしくね、優夜」

「うん、よろしく、凜」

　新しい人と関わるのって前はあまり好きじゃなかったけど、今ではワクワクがあって好きになった。

　だから自然と笑みが浮うかんだわけなんだが、そんな俺の顔をまじまじと凜は見て、一つ頷うなずいた。

「なるほどね……噂うわさで色々言われているだけあるわ」

「え？」

「いや、こっちの話さ。そこのアホも黙ってりゃ【貴公子】って言われても頷けるんだけどねぇ」

「え、本当に!?　ぜひ呼んでほしいな！」

「……この調子だから永遠にその機会はないだろうけど」

「何な故ぜだっ！」

　もう既すでにこのメンバーで楽しいんだけど。

　そう思っていると、楓が声をかけてきた。

「取りあえず四人で一班らしいから、今回はこのメンバーで活動するみたいだね。楽しみだなぁ」

「俺も。あまりこういう機会がなかったからね」

　中学のころはお金がなくて修学旅行にも行けなかったし。いや、行ってたとしても楽しめてたかは別問題なんだけどさ。

　それぞれの班でメンバー確認をし終えるのを見計らって、沢田先生が口を開いた。

「よし、確認は終わったなー。それじゃあ概がい要ようを軽く説明してから当日必要になるモノをまとめた紙を配るぞー」

　その声に反応して、生徒たちは先生の方に目を向ける。

「まず行き先だが、この学園所有の広大な土地がある。周囲は大自然に囲まれていて、コンビニとかそんな便利なモノはないと思えよー。それで活動内容だが……それは向こうに行ってからのお楽しみだ。まあせいぜい頑がん張ばれー」

　概要の説明って言ったのに、肝かん心じんなところは秘密なのかよ!?

　ど、どんなことをするんだろう……雪音の話じゃ、キャンプって言ってたけど……。

　てか、軽く流してたけど学園所有の広大な土地って何なの？　そんなものが存在するなんて……ますます規格外な学園だよな。

　本当に先生の説明はそれだけだったらしく、今度は持ってくるものとか書かれた紙が配られた。

　えっと……？




１．本人




　当たり前だろ!?　本人じゃなかったら誰だれが行くの!?




２．鞄かばん。リュックなどの大き目のものが望ましい。




　いきなり普ふ通つうに戻もどらないでほしい。感情が追い付かない。

　そしていきなり俺が持ってないモノが来たぞ。

　以前は旅行する余よ裕ゆうすらなかったわけで、俺の家にはリュックとかそういう旅行用の鞄はないのだ。

　じいちゃんが旅好きだったからもしかしたらしっかり探せばあるのかもしれないけど……あれ？　そう言えば、じいちゃんが鞄を持って旅に出てるところを見たことがない気がするんだけど……？　謎なぞだ。

　まあ今はお金に少し余裕もあるし、買っておこう。本当はアイテムボックスがあるからいらないんだけどね。この世界じゃアイテムボックスなんて使ったら大おお騒さわぎだよ。

　それから読み進めると着き替がえだったり体操服だったり、わざわざ買いに行くまでのものは鞄以外特になかった。少し安心した。

　だが、楓たちは違ちがったようだ。

「ねえねえ、何持って行く？」

「やっぱりトランプとかは必要じゃない？」

「だよねー。晶君は？」

「君たちがゲーム類を担当するなら、僕はお菓か子しを持っていこうかな！」

「え？　え？　トランプ？　お菓子？　そんなモノ持って行っていいの？」

　驚おどろいて俺が思わずそう訊きくと、楓たちは逆に驚いた様子で訊いてきた。

「ええ？　せっかくのキャンプなんだから、遊べるものとか用意しないと」

「そうそう。ていうか、そんなの禁止されるの中学くらいまでじゃない？」

「なんだい？　優夜。君はキャンプ初心者なのかい？　それじゃあこの【キャンプの貴公子】が────」

「アンタは黙ってて」

「しゃべらせて!?」

　どうやら俺の認識はおかしいらしい。

　いや、学校の行事なんだし、ゲームとかはだめだと思ってたんだけど……でもキャンプならそんなもんなのか……？

　認識の違いに再び頭を悩なやませるが、最終的に俺が個人で用意する物は特にないらしいので、俺は配られた紙を参考に自分用の持ち物を用意すればいいことになった。
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「よっしゃ！　遊ぶぜぇ！」

『いぇーい！』

　放課後、俺は亮と慎吾君、それに楓と凜、そして────。

「皆みなさん、今日はよろしくお願いしますね」

　────佳織の六人で遊びに出かけていた。

　キッカケは俺がリュックとか校外学習に必要なものを持っていない話から始まり、俺の買い物に付き合うついでに遊ぶことになったのだ。

「ま、まさか佳織さんと遊べるなんて……」

　すると慎吾君が少し恐きよう縮しゆくした感じでそう言う。

　晶も誘さそっていたのだが、彼は用事があるらしくこの場にいない。

　そして五人で遊びに行こうとしているところで近くに佳織がいたので誘ってみたらオーケーが出たのだった。

「ビックリしたよ。まさか、優夜が佳織さんと知り合いだなんて……」

「うんうん。佳織さんって、この学園の理事長の娘むすめさんだし、何より身に纏まとうオーラが高貴すぎて！」

　亮と凜の言葉に佳織は苦笑いする。

「そんな大層なものじゃないですよ。偉いのは父ですから。皆さんも気軽に佳織とお呼びください」

「そ、そう？　それじゃあ……佳織！　よろしくね！」

　そんな感じで特に問題もなく、佳織は凜たちに馴な染じんでいった。

　行き先は以前佳織とクレープを食べた学園周辺ではなく、少し遠出をして百貨店のある場所だった。ここら辺に詳くわしい亮たちに任せているので、色々と心配する必要はない。

「なるほどねぇ……佳織を助けたことがキッカケで優夜はこの学園に来たのか」

　道中佳織が俺との出会いや、俺が学園に来ることになったキッカケなどを話し、皆が興味深そうにそれを聞く。

「なんていうか……優夜ってすげぇな」

「う、うん。僕なら怖こわくて助けられないよ……」

　初めて佳織と会ったときのことを聞いて、慎吾君は少し震ふるえている。

　佳織は俺が不良にボコボコにされたことは配はい慮りよしてくれたのか言わなかったので、皆俺を褒ほめるばかりだ。う、うん……恥はずかしいな、おい。

　そんな会話をしていると目的の場所に着いた。

「ここで買い物しようぜ。中にはゲーセンなんかもあるからよ」

　案内されたのは百貨店で、だいたい八階くらいはありそうだ。

　そんなビルを眺ながめていると、佳織が少し感動したように言う。

「私、大勢でこういうところで遊ぶのは初めてです！」

「あ、そういや俺もだ」

「な、なんだって!?」

　佳織だけじゃなく、俺はそもそもこれだけの友だちと遊ぶってこと自体が初めてだ。ゲーセンは数は少ないとはいえ、おじいちゃんに連れていってもらったことはある。

　俺たちの発言を聞いて、楓たちは目を見開いて驚いた。

「こ、こんな絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種が二人もいるなんて……」

「絶滅危惧種って……」

　楓の言葉に思わず笑ってしまう。

「じゃ、じゃあ今日は二人とも楽しんでもらわないとね」

「そうだね。佳織とアタシと楓であとで服も見に行きたいし」

「凜ちゃん、それいいね！」

「おいおい、まずは優夜のリュックからだろ？」

『はーい』

　亮の言う通りなので、俺たちはすぐに百貨店内に入った。

　もともと俺に特別なこだわりもないため、リュックは簡単に見つかり、購こう入にゆうする。

　そして亮たちからアドバイスをもらいながら他にもオススメされたモノを購入し、ゲームセンターのある階にやってくる。

「この階全部がゲーセンだな」

「おお……」

「すごいですね！」

　そこはＵＦＯキャッチャーや、アーケードゲーム、他にはメダルゲームなど様々なゲーム機のある場所だった。

「うーん……私たちには普通のゲーセンに見えるけど、初めてならではの反応って感じだねぇ」

「まあいいや、取りあえず適当に遊ぼうぜ」

　亮の言う通り、取りあえず適当にゲーセン内をぶらつく。

　すると一台のＵＦＯキャッチャーの前で慎吾君が立ち止まった。

「こ、これは……！」

「どうしたの？」

「あ……う、うん。僕の見てるアニメの好きなキャラのフィギュアがあったからさ……」

　慎吾君の視線の先には、魔ま法ほう少女といった感じの女の子のフィギュアが置かれていた。

「で、でもこのタイプのクレーンゲーム苦手なんだよね……今回はあまりお金もないし、また今度にするよ」

「そうなの？　じゃあせっかくだから俺がやってみるよ」

　クレーンゲームといっても、欲しいモノがない俺にはなかなか縁えんがないので、俺は慎吾君の求めるフィギュアをとってみることにした。

「お、優夜がやるのか？」

「頑がん張ばれー！」

　人生初のクレーンゲームに緊きん張ちようしながらも、俺はクレーンを操作して目的の場所にクレーンを移動させた。

　初めて操作する割にはクレーンを自分の思い通りに動かすことができたが、これもレベルアップした体のおかげだろう。

　ここだ！　ってタイミングで俺の手が動くから、何のブレもない。

　それに、フィギュアのどこら辺を狙ねらえばとれやすいか調べるために、【弱点看破】のスキルも使用したので、まあ悲ひ惨さんな結果にはならないだろう。

　真しん剣けんにクレーンとフィギュアの箱を見つめ、狙う場所を定める。

　そしてじっと箱を見ていると、ぼんやりとフィギュアの箱の一部が光っているように見えた。この光っている場所こそ、このフィギュアの箱の弱点であり、ここを突つけば、重心がズレ、そのまま落ちるだろう。

　俺は狙いを定めたフィギュアの箱の場所までさらにクレーンを移動させると、最高のタイミングでボタンを押した。

　すると……。

「え、ウソだろ!?」

「すごい……」

　なんと、一発でとれてしまった。

　まさか一回でとれるとは。クレーンのアームの弱さも考えてたから、少なくても二回はやらないとダメかな？　って思ってたんだけど……予想以上に狙った部分が弱かったようだ。

「おお、一回でとれたよ！」

「いやいやいや、これ確率機ってヤツじゃねぇの!?　でもすげぇな！」

　確率機とやらはよく分からないが、無事にとれたので慎吾君にあげる。

「はい、これ」

「え、ええ!?　も、もらえないよ！」

「でも俺は慎吾君にとってあげられたらいいなぁと思ってやっただけだし……あ、じゃあ百円と交こう換かんでいい？　それなら俺も百円が戻もどってくるしさ！」

「ゆ、優夜君がそれでいいなら……」

　どこか遠えん慮りよがちな慎吾君の百円とフィギュアを交換すると、慎吾君はとても嬉うれしそうだった。

　すると一連の流れを見てた楓たちが、俺を引っ張る。

「ゆ、優夜君！　これ、これとれる!?」

「ええ？」

　楓に引っ張られた先には、可愛らしい猫ねこの大きなぬいぐるみが。

　よく見るとすでにお金を入れている。

「いや、もうお金入れちゃってるし、もし失敗したら……」

「お金はいいから、一回やってみて！」

　他人のお金で失敗したら申し訳ないなと思いつつ、楓が許可してくれたので一応やってみた。もちろん、【弱点看破】のスキルは使っている。

　そしてさっきのフィギュアをとったときと同じく、ぬいぐるみの光る部分めがけてアームを移動させ、ぬいぐるみの弱点を的確に突いた。

「あ、とれた」

「マジかよ!?」

　あっさりとぬいぐるみはとれた。

「やったー！　このぬいぐるみ欲しかったんだー！　優夜君、ありがとう！」

　とれたぬいぐるみを抱だきしめながら楓はそう言った。

　俺が二回連続で成功したからか、亮も含ふくめて全員自分が欲しいモノのところまで俺を連れていく。

「ゆ、優夜！　俺このゲームが欲しかったんだ！　とれるか!?」

「アタシはこのぬいぐるみが欲しいなぁ」

「私は……どれも初めて見ますが、このぬいぐるみが可愛いと思います！」

　結果、全部一発でとれた。あ、あれ？　ＵＦＯキャッチャーってこんなに簡単なのか？

　いくら【弱点看破】を使っているとはいえ、あまりにも簡単にとれるのでそう思っていると、亮が感かん嘆たんした様子で口を開く。

「いや、ここまでくると偶ぐう然ぜんじゃねぇなぁ。こんなに簡単にＵＦＯキャッチャーで景品とりまくる人間初めて見たぞ……」

「そ、そうか？」

「そうですね……私もゲームセンターは初めてですが、優夜さんがすごいのは分かります」

　どうやら俺と同じゲーセン初心者の佳織から見ても異常らしい。ま、まあいいじゃないか。損してないし！

　そんな感じでＵＦＯキャッチャーを楽しんだ俺たちは、とあるカーレースのゲームで遊んでみた。

「えっと……この方向でいいんですか？」

「いや、それ逆走！　佳織、今全力で逆走してるから！」

「どけどけー！　私が通るよ！」

「ちょっ！　優夜速いって！　つかどんなドライビングテクニックだよ!?　このゲームそんな動きできるの!?」

「そ、そうか？」

「ゆ、優夜君すごいね……」

　結局初めてやった俺が一位で、最下位は俺と同じく初めての佳織だった。

　他にもシューティングゲームとか色々楽しんだ俺たちは一度休きゆう憩けいすることにした。

「ふぅ……久々に大はしゃぎしたぜ」

「ぼ、僕も……」

「ていうか、優夜すごすぎじゃない？」

「だよねー。シューティングゲームもハイスコア出してたし……」

「慎吾の太たい鼓このヤツも尋じん常じようじゃなかったよな。俺はもう目で追えなかったぞ」

「あ、あれは譜ふ面めんを覚えれば誰だれでもできるよ」

「いや、無理だろ」

　それぞれが一息ついていると、佳織が優しく微笑ほほえむ。

「私、こんな風に大勢の方と遊ぶの初めてですから……とても楽しいです」

「佳織……！」

　そんな佳織の発言に楓は目を潤うるませると、凜と一緒に佳織を立たせた。

「よし、じゃあ今から少し服を見に行こう！」

「え？　ふ、服ですか？」

「そうそう。アタシらみたいな女子高生は、やっぱり見た目にも気を使わないとね。てなわけで、アタシたちはちょっと上の階で服を見てくるから、ここで待ち合わせしましょ」

「ん？　俺らも付き合うけど？」

　亮が凜たちにそう言うと、楓はニヤリと笑う。

「いいのかい？　亮君。君が思ってるより女子の買い物は長いよ？」

「……やっぱ遠慮しとくぜ」

　そういうわけで俺たちは一度別れ、女性陣じんは上の階の女性服のコーナーを見に行った。

「んじゃ、俺らは下の階でも見に行くか？」

「うん」

「そうだね」

　そして、俺たちは女性陣とは違ちがう、別の階を見に向かうのだった。
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　下の階は装そう飾しよく品関係の店や本屋さん、そして食料品店などがあった。

　特に何かを買うわけでもなく、色々見て回っていたときだった────。

「か、火事だああああ！」

「え!?」

　突とつ然ぜん、お客さんの一人がそう叫さけんだ。

　その声が聞こえた他のお客さんたちは最初は驚おどろきながらも訝いぶかしそうにしていたが、上の階から流れてきた煙けむりを見て血相を変えた。

「う、うわあああああ！」

「ちょっと！　押すな！」

「とにかく下の階に下りろ！」

　俺たちは顔を見合わせた後、亮は急いでスマホを取り出して楓たちに連れん絡らくを入れた。

「……ダメだ、繫がらねぇ！」

「あ、あの！　どこの階で火事が起きてるんですか!?」

　俺が出口に向かっているお客さんの一人に訊きくと、どうやらゲームセンターの一角から火が出たらしい。

　本当なら急いで外に出て、消防車を待たないといけないんだろうが、俺たちは上の階に上がるためのエスカレーターまで来ていた。

「ゲーセンって……楓たちはその上だぞ！　でもこの煙じゃ……」

「ど、どうしよう!?」

　亮の言う通り、煙は予想以上に激しく、エスカレーターや階段付近まで熱気が伝わってきた。

　だが、俺はエスカレーターの場所に来た時点で自然と動いていた。

「ゆ、優夜!?　ちょっ！　おい!?」

「ええええええ!?」

　後ろで亮たちの驚く声が聞こえるが、俺はもう上の階へ駆かけ出していた。

　後で考えればもっと冷静になって、考えて行動しないといけなかっただろう。

　でも佳織たちが危険だって分かったとたん、俺は居ても立ってもいられなかったのだ。

「くっ！」

　上の階に上がる途中から、熱気はどんどん強くなる。

　今の俺の服はただの制服なので、何の防ぼう御ぎよ力もないのだ。このまま突つっ込んだら俺も死ぬだろう。

　そこで俺はふと最近魔ま法ほうが使えるようになったのを思い出した。

「そうだ……こんなときこそ魔法だろ！」

　最初は大量の水を生みだそうと考えたが、火災で床ゆかが脆もろくなってる中、水の重みで崩ほう落らくするかもと考え、却きやつ下かする。

　なのでまずは俺の体に魔法で水と空気の薄うすいベールを張った。

　その瞬しゆん間かん、俺は息苦しさや熱さから解放される。

「よし、これで……！」

　激しく燃え盛る炎を前に、俺は覚かく悟ごを決めて飛び込んだ。

　ゲームセンターの階はもう完全に火の手が回っており、魔法がなければまず進めなかっただろう。

　俺はすぐにスキル【気配察知】を発動させ、周囲に逃にげ遅おくれた人がいないか確認する。

「この階はいないな……」

　誰もいないのを確認するとすぐにまた上の階へ駆けあがった。

　そうして佳織たちを探していると、三つの気配が固まっているのを察知する。

　急いでその場所に向かうと、楓たちが苦しそうに倒たおれていた。

「佳織！　楓！　凜！」

「ゆ、優夜……くん……？」

　三人がいた場所は女子トイレの目の前であり、火事に気付かなかったのだろう。

　そもそも火災報知器も鳴ってないので、恐おそらく壊こわれているか誰も押していないのだろう。ちゃんと整備しとけよ！

　悪態をついても仕方がなく、他に人が残ってないかスキルで確認した。

　どうやら本当に佳織たちだけのようで、三人を助ければ終わりだ。

　だが、三人とも俺を見た瞬間に気を失ってしまったので、俺一人で三人を抱かかえなければならない。

　俺は自分の制服の上着と佳織たちの上着を使い、まず佳織を俺の背中に結び付けて固定した。そして楓たちをそれぞれ両りよう肩かたに担かつぎあげ、急いでその場から走り出す。

　三人とも煙を吸いすぎたのだろう。急いでビルから出なきゃ。

　だが、そんな三人を抱えた状態で、あのゲーセン階の炎の中に飛び込むのは無理だ。

「…………よし」

　その場で少し考えた後、今の俺だからこそできる超ちよう無む謀ぼうな行動に出る。

　それは────。

「────砕くだけろおおおおおおおお！」

　俺は全力で床を踏ふみ砕いた。

　床に穴が開いたことで、俺たちはそのまま下に落ちていく。

　しかも、一つの床を破は壊かいしたのではなく、そのまま下の階層までぶち抜ぬいたのだ。
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　三人を抱えたままどんどん落ちていく俺は、火元であるゲームセンターの階も一気に通過し、そして一階にまで近づいてきた。

　だが、このまま着地すれば三人にすごい衝しよう撃げきを与えてしまうかもしれない。

　俺は自分の体を風で包み込むようにイメージしながら魔法を使った。

　すると着地する寸前に俺たちの落下速度は落ち、優しく着地することに成功する。

　そして着地するとそのまま出口まで突っ走ぱしり、扉とびらを蹴けり飛ばした。

『うおおおおおおおお！』

　外に出ると、すでに消防隊の人たちが来ており、消火作業をしている。

「はぁ……はぁ……」

「大だい丈じよう夫ぶか!?　おい！　担たん架かを持ってこい！」

　救急隊の人に佳織たちを預けると、俺はその場に崩くずれ落ちた。

「っはあああああああ！　間に合ったあああああ！」

　制服のネクタイを緩ゆるめ、息を思いっきり吐はく。

「優夜！」

「ゆ、優夜君！」

　ヘロヘロの俺の元に、無事に逃げていた亮たちが駆け寄ってきた。

「お前……無茶するんじゃねぇよ！　心配したんだぞ!?」

「そ、そうだよ！」

「あー……その……すまん」

　亮たちの言う通り、俺の行動はかなり無謀だ。

　俺自身は魔法が使えることもあって、多少余よ裕ゆうがあったとしても、それを知らない他の人から見れば自殺行こう為いに見えただろう。

　案の定、消防隊の人たちからもすごい怒おこられた。

　その後無事に鎮ちん火かされ、取りあえずの安全が確保された。

　後で分かったことだが、火災報知器が鳴らなかったのは整備不良などではなく、運の悪い故障だったらしい。

　だが、火の元となったゲームセンターは、配線コードの扱あつかいなどが雑だったために、今回の火事の原因となったようだ。

　何はともあれ、救急搬はん送そうされた佳織たちも無事に目を覚ました。

　おかげで、消防隊の人たちから連絡を受けて飛んでやってきた佳織のお父さんや、楓たちのご両親からすごく感謝されて恐きよう縮しゆくしてしまった。

「君のおかげで佳織は無事だった……ありがとう。本当にありがとう……！」

　涙なみだをこらえてそう告げる姿を見て、俺は優しい気持ちになると同時に寂さびしくなった。

　……俺にはもう、心配してくれる家族なんて……。

　少し暗い気持ちになってしまったが、火災当時の説明を求められたので答えなければいけなかった。

　ただ、なぜ俺が無事に三人を助けられたのかという話になったとき、魔法を使いましたなんて言えるはずもないので、ごまかすのがとても大変だった。

　最終的には超ラッキーだったという、これまた魔法並みに非現実的な結論に落ち着いたのだが、俺が本当のことを言わなければ誰も真実は分からないのだ。

　𠮟しかられたり、感謝されたりしながら何とか家に帰る。

「ただいまぁ……」

「ワン！」

　するとナイトが俺を出で迎むかえてくれた。

「ナイト……俺を待っててくれたのか？」

「わふ」

　抱だき寄せると胸に顔を擦こすり付けてくるナイト。

　その可愛さに思わず俺は抱きしめた。

「ありがとうな」

「ワン」

「よし、じゃあ飯を食うか！」

「ワン！」

　今の俺には、ナイトがいる。

　その存在がとても愛いとおしくて、俺は笑みを浮うかべるのだった。








第五章　森の中の出会い









「うーん……どうしたもんかねぇ……」

「わふ？」

　俺は今、移動系の魔ま法ほうをどうしようかと考えていた。

　これは校外学習が決定した今、ナイトと俺のためにも最優先事じ項こうなのだ。

　とはいえ、何かいいアイディアが浮うかんだわけではない。

　まず、違ちがう場所から違う場所に移動するっていうのをイメージするのが難しいのだ。

　だって、移動先とかどう考えても鮮せん明めいにイメージできるわけじゃなくて、どうしてもボンヤリと覚えてるなぁとかそんなレベルでしか頭に浮かばないのだ。完全記き憶おくとかの特技があれば別なんだろうけどさ。

　それに、移動先に石とか木とかあって、その中に埋うまったらとか考えたら余計に怖こわくて移動できない。

「……ダメだ、頭が混乱してきた。一度休きゆう憩けいしよう」

「ワン」

　俺は異世界への扉とびらを通って、自分の家へと移動した。

「…………ん？」

　俺は何か引っかかりを感じて、もう一度異世界へと移動する。

「……ん？」

「わふ？」

　ナイトが、どうしたの？　といった様子で見てくるが、俺は集中していて声を返せなかった。

　何だ……何が引っかかって────。

「っ！　ああああああああああ!?」

「わ、ワン!?」

　俺が大声を上げたことで、ナイトはビックリしていた。ゴメン、ナイト！　でも分かったぞ！

「そうだ……瞬しゆん間かん移動とかそんな風に考えるから難しいんじゃないか！　扉とかゲートとか、何かを通って移動するって考えれば何個かの問題点は解決できるぞ！」

　まず、石とか木に埋まるとかそんな恐きよう怖ふ体験の心配はなくなるな！

「……そうだ、その扉に場所を記憶させるような機能をつければいいんだ！」

　例えば、写真を撮とる魔法みたいなのを開発して、その魔法と移動扉の魔法を組み合わせて移動すれば、その写真の場所まで移動できるんじゃないか？

「ここまで浮かんだし、実行してみるしかないな！」

「わふ！」

　思い立ったら即そく行動！　といった具合で、俺はすぐに魔法の開発にとりかかった。

　すると拍ひよう子し抜ぬけするくらいに簡単に魔法が出来てしまった。

　出来上がった魔法の効果だが、一度でも行ったことのある場所になら移動できるといったものだ。

　この魔法のネックは、一度行ったことのある場所というところだろう。

　写真を撮る魔法……というか、脳内に写真のように鮮明に記憶する魔法をまず生み出して、この移動できる扉の魔法に組み込んでいるのだが、試しに教科書に載のっていた、行ったことのないアメリカの風景を記憶して移動しようとしたらできなかったのだ。

　たぶんだけど、脳内の景色と体で経験した情報みたいなものを一いつ致ちさせてるんじゃないかな？　って勝手に思ってる。無む駄だに高性能で微び妙みように不便だけど、俺にとって必要なのはこの家と出先間の移動だから問題ない。

「これで校外学習中も問題なくナイトの世話ができるな。まあ夜とか短い時間だけだろうけど……」

「わふ」

　気にするなと言わんばかりにナイトは足をテシと置いてきた。可愛い。

「それにしても……念願の移動系魔法が出来たから、やっと異世界を旅できるぞ！」

　旅の道中でも時間が来たらこの家に帰って、また魔法で同じ場所に戻もどればいいんだし、最高じゃないか！　……そこ！　それは旅の楽しみを台無しにしてるとか言わないの！　時間がないから許して。

「よし、ならこの森の探たん索さくも早く終わらせないとな！　というワケで、早さつ速そく行くぞ！」

「わん！」

　俺とナイトは、軽く準備を済ませると森に足を踏ふみ入れるのだった。
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「そうだ、今度またオーウェンさんたちと会うときのために、森の入り口付近の魔ま物ものを少し倒たおしておこうかな」

「わん」

　どれだけその行動が影えい響きようするかは分からないけど、少しでも魔物の数を減らせれば、またオーウェンさんたちと会うときに楽になるからね。

　多分、一か月後に俺が森の入り口まで行くことになると思うけど、オーウェンさんたちの方から俺の家に来ることもあるかもしれないし……。

　今までは入り口とは逆の、森の奥の方に足を進めていたからか、入り口の方に生息している魔物が少し弱めに感じた。

　森の奥では魔法を使ってくるような魔物がいるのだが、入り口付近ではゴブリン・エリートやブラッディ・オーガ、ヘルスライムといった見慣れた魔物しか出てこない。

　とはいえ、ゴブリン・エリートなんかはかなりの数倒しているはずなのだが、未だにその数が減ったようには思えない。やっぱり俺が一人で頑がん張ばって倒しても意味がないのかな？

「ワン！」

「ん？　どうした？」

　不意にナイトが吠ほえたので声をかけると、ナイトは俺の方を一度見て、いきなり走り出した。

「え、どうしたんだ!?」

　前に賢けん者じやさんの本を見つけたときと同じような状じよう況きようなので、もしかしたらナイトが何かに気づいたのかもしれない。

　遅おくれないようにナイトの後を追い続けていると、突とつ然ぜんナイトの気配が薄うすくなった。

「わふ」

「え？　気配を消せ？」

「ワン！」

　理由は分からないが、ナイトがそう言うなら従う方がいいんだろう。俺よりナイトの方が森の中の生き方みたいなのは分かってるはずだしな。

　すぐにスキル【同化】を発動させ、息を殺しながらナイトの後をついていく。

　すると何やら戦せん闘とう音が耳に届いた。

「くっ！」

　よく見ると、ボロボロの衣服に身を包んだ女の子が、ゴブリン・エリートの群れを相手に立ちまわっていた。

　激しく動くたびに一つにまとめている銀ぎん髪ぱつが動き、青い瞳ひとみが線を描えがいていた。

　他に人がいないのかと周りを見てみるが、目の前の女の子の姿しかない。

　レクシアさんのときといい、何でこんな場所に女の子が？

「と、とにかく助けないと────」

「わふ」

　急いでその場から動こうとすると、何な故ぜかナイトが俺の服の裾すそを咥くわえて引き留めた。

「ど、どうしたんだ、ナイト？　早く行かないと……」

「……」

　理由は分からないが、ナイトは中々俺の服を放してくれない。

　今も女の子が危険な目に遭あっているっていうのに……と、そこまで考えて違い和わ感かんを覚えた。

　……あの女の子、一人でゴブリン・エリートの群れを相手に立ちまわってるんだよな？

　レクシアさんのときは相手がゴブリン・ジェネラルだったとはいえ、戦うようなそぶりは見せていなかった。

　だが、目の前の女の子は今もゴブリン・エリートたちに攻こう撃げきされながらもなんとか避よけ続けている。明らかに戦い慣れているようだ。

　それなのに、何故か女の子の手には剣けんなどの武器が見当たらない。

　……手ぶらでこんな森に来たのか？　何をしに？

　落ち着いて見れば見るほど、女の子への謎なぞは深まるばかりだった。

　そんな風に思っていると、女の子が何も持っていないはずの右手を思いっきり振ふり上げる。

「ハアッ！」

「グオオオオ!?」

　その瞬間、いきなりゴブリン・エリートの一体の右みぎ腕うでが斬きり飛ばされた。

「え!?」

　今、何が起こったんだ!?

　俺と同じようにゴブリン・エリートたちも困こん惑わくしていたが、女の子の隙を突ついた別の個体が、背後から女の子へと迫せまった。

「っ!?　しまっ────」

「グガアアア！」

　何とか避けようとするが、ゴブリン・エリートはそれ以上の速度で女の子へと拳こぶしを突き出す。

　そして避けられないと悟さとった女の子が咄とつ嗟さに腕をクロスして防ぐも、そのまま大きく吹ふっ飛ばされて木にぶつかり、そのまま倒れ伏ふしてしまった。

「ナイト、さすがに見てられない！　行くよ！」

「……ワン！」

　ナイトは一瞬悩なやむ様子を見せたが、すぐに俺に従ってその場から駆かけ出した。

　まず俺が女の子のそばに駆け寄ると同時に、ナイトにはゴブリン・エリートの群れの注意を引いてもらう。

「ウォン！」

「ゴガアア!?」

　ナイトによる不意打ちに、ゴブリン・エリートの一体はそのまま何もできず、ナイトの鋭するどい爪つめによって首を斬り飛ばされていた。

　その攻撃のおかげで、俺への注意が完全にそれ、俺は無事に女の子の元にたどり着く。

「……よかった。気を失ってるだけか……」

　何とか抱だきかかえると、ナイトに翻ほん弄ろうされていたゴブリン・エリートの何体かが俺の行動に気づいた。

「グオ!?」

「グガアアア！」

「うおっ……今はこの状況をどうにかしないとな……ナイト！　何体か任せるけど大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ワン！」

　俺のお願いにナイトは力強く頷うなずいてくれた。やっぱりナイトは頼たよりになる！

「じゃあこっちは俺がどうにかしないとなっ！」

「グオォ!?」

　俺は女の子を抱きかかえながら、空いてる方の手に賢者さんが置いてくれていた武器の一つ……【天てん鞭べん】を出現させた。

【天鞭】は真っ白な長い鞭むちで、それ以外に特とく徴ちようらしい特徴が見た目にはない。

　ただ、その効果は────。

「ハアッ！」

「グオッ！　ガアッ!?」

　鞭をその場で軽く振るうと、まるで生き物のようにゴブリン・エリートに向かって突き進んでいった。

　その攻撃を何とかゴブリン・エリートは避けるが、鞭は自動でゴブリン・エリートを追いかけ、その腕に巻き付く。

　腕に鞭が巻き付くと、鞭の巻き付いた部分だけが黒くなり、軽く引っ張ると、いともたやすくその腕を圧おし千ち切ぎった。

　仲間の腕がやられたことでゴブリン・エリートたちは一いつ瞬しゆん動どう揺ようする。そこで生まれた隙すきを逃のがさず、俺は連続で鞭を振るった。

　すると鞭は一本しか存在しないというのに、振るった回数と同じだけ鞭の先が出現し、またも生き物のように自動でゴブリン・エリートたちに襲おそい掛かかった。

　この【天鞭】は、振るった回数だけ鞭の先を出現させ、なおかつ自動で俺が定めた目標に襲い掛かる。

　さらに、一度巻き付けば自動で相手を締しめ上げ、そのまま胴ですら千切ってしまうのだ。

　森という障害物が多い環かん境きようでも、少し振るっただけで勝手に魔物に襲い掛かるので、本当にありがたい。ていうか、相変わらず賢者さんの武器は強いモノが多すぎる……。

　無事、俺の方にいたゴブリン・エリートを倒し終えると、ナイトもちょうど相手にしていたゴブリン・エリートたちを倒したところだった。

　辺りに散乱するドロップアイテムをひとまず回収すると、俺は改めて腕の中で気絶する女の子に視線を向ける。

「さて……この子、どうしようか？　しっかり休ませるためにも家に連れていった方が……」

「わふ」

　ナイトが最初のときと同じように俺の服の裾を咥えると、軽く首を横に振るった。

　よく分からないが、ナイトはこの子を家に運び入れるのは反対らしい。

　うーん……でもナイトがこういう反応をするってことは何かしらの理由があるんだろう。

　確かにもしかしたら悪い人かもしれないし、迂う闊かつに家に入れるのは危ないか。女の子からしても、見知らぬ男性の家で目を覚ましたら怖こわいだろうし。

　ただ、結果的にこの子を助けることにナイトは強く反対はしなかったので、そこまで悪い子ではないと勝手に思っている。本当に勝手だが。

「わふ……ワン！」

「ん？　取りあえず、森の入り口まで移動するのか？」

「わんわん！」

　ナイトの先導に付いていき、俺たちは無事に森を抜ぬけることに成功した。

　森の外は一気に視界が晴れ、一面に草原が広がっている。草の丈たけはせいぜい足首程度なので、魔ま物ものがこの中に隠かくれるのはほぼ不可能だろう。

　ひとまず女の子を近くの木の下に寝ねかせ、起きるのを待つ。目が覚めれば、【完治草のジュース】を飲ませることができるからな。柑橘類系の味が嫌きらいなら、申し訳ないけど我が慢まんしてもらうしかないが。

　ひとまずここまで来れば安心だが、俺の家に行かない方がいいってことを考えれば、この女の子に家の存在を知られるのもまずいだろう。

　理由はよく分からないけど、ナイトが警けい戒かいしているので仕方ない。

　となれば、目が覚めた女の子にどう説明するかってことになるんだけど……うん、正直大した案は浮うかばない。どうしようかな？

　一番噓うそがない内容としては、この森に修行のために来ていたところ、たまたま女の子がゴブリン・エリートに襲われているところを見つけ、助けたってところかなぁ？

　まあ無理がある設定ではあるけど、これがまだ一番まともな気がする。もうこれでいいか。

　そんな風に雑に考えていると、女の子が目を覚ました。

「ん……う……ぁ……こ、こ……は……？　いっ!?」

　目を覚ましたはいいけど、やっぱりゴブリン・エリートとの戦闘によるダメージがあるらしく、彼女はすぐに顔をしかめた。

「大丈夫ですか？」

「っ！　いっ……!?　あ、貴方あなたは……」

　声をかけた瞬しゆん間かん、すごい勢いで体を起こそうとするも、やはりダメージが大きいらしくすぐに元の体勢に戻もどった。

「えっと……ひとまずこれを飲んでもらえますか？　一応、回復薬と同じ働きがあるんですが……」

　ペットボトルに入った【完治草のジュース】を取り出し、女の子の前に出すと、女の子は警戒した様子を見せた。

「な、なんだ？　この容器は……それに中身も……」

　仕方ないので、毒ではないと証明するために目の前で飲んでみせると、女の子は少し警戒心を解き、やがて【完治草のジュース】を飲んだ。

「っ!?　こ、これは……！」

　するとすぐに効果が表れ、傷だらけだったはずの女の子の体は一瞬にして綺き麗れいな状態に戻った。さすが賢けん者じやさん家ちの薬草だ。

「それで、貴女あなたはこんなところで何をしていたんですか？」

　傷も治り、ある程度落ち着いたところを見計らってそう訊きくと、女の子は一瞬体を強こわ張ばらせ、口を開いた。

「……ここには、修行のために来た」

「修行!?」

　まさかの俺と同じ理由だった！

　いや、人は見かけによらないというか……でも、修行の割には装備とかしてないけど……あ、もしかして、軽装で戦うことが修行の一つなのかな？

「わふ……」

　そんなことを考えていると、何な故ぜかナイトが溜ため息いきを吐ついた。あれ？　どうしたんだ？

「コホン！　あー……その……そういう貴方は、何故こんな場所に？　それに、私はゴブリン・エリートの群れに襲われていたはずだが……」

「へ？　あ、ああ……俺も……その……修行！　修行のためにこの森に来てたんです！」

「な、何!?」

　俺の言葉に女の子は大きく驚おどろいていた。

「ま、まさか本当に修行をしてるヤツがいるとは……」

「え？」

「な、何でもない！　私と貴方、目的が同じだなと！」

「そ、そうですね！」

「「あ、あははは」」

　……何故だろう、お互たがいに空くう虚きよな笑いが出た。

「それで……お名前を伺うかがってもいいですか？」

「え？　あ、ああ……名前……名前、だな……」

　女の子は少し悩なやむ仕草をすると、少し言いづらそうにする。

「あ、えっと……無理にとは言いませんよ？」

「……いや、問題ない。私はルナだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「は、はあ……」

　元々名前に以上も以下もあるんだろうか？

「あ、俺は……ユウヤ・テンジョウです。それで、この子はナイト」

「わふ！」

「家名持ち!?　貴族か？　それにこの黒い……犬？　は……」

「いえ、そういうワケではないですが……」

　こっちの世界では『名前・苗みよう字じ』という順番みたいだからそうしたんだけど……そういえば、苗字があることがそもそも珍めずらしいようだ。

「ルナさんも俺と同じく修行とのことですが……これからもここで修行を続けるつもりですか？」

「……まあ、そういうことになるな。依い頼らいが済むまでは帰れないし……」

「え？　あー……でも、少し危なくないですか？　またさっきみたいにゴブリン・エリートの群れに襲われたら……」

　どんな理由でルナさんがこの危険な森で修行をしているのか分からない。

　だからこそ、俺にはそれを止める権利はないんだけど……それでも心配だから、ついつい口に出してしまった。

「ううむ……とはいえ、私も素直に引くわけには……あ！」

　ルナさんも危険だったということは分かっていたらしく、だいぶ悩んでいるようだったが何かに気づいたように声を上げた。

「ならば、ユウヤ。しばらくの間、私の修行に付き合ってもらえないか？」

「え？」

「私にはどうしてもこの【大だい魔ま境きよう】にいなければならない理由がある。だが、ユウヤはそれは危険だからやめた方がいいと言うのだろう？　そして、ユウヤもこの【大魔境】で修行をしている……であれば、私もユウヤと一緒に修行をしたいのだ。ユウヤはゴブリン・エリートの群れを倒たおすだけの実力があるようだしな」

「はあ……」

「どうだ？　しばらくの間、私の修行に付き合ってもらえないか？」

「うーん……」

　……俺としては、ルナさんの修行に付き合うのは別に問題はない。ただ、どれくらいその修行というモノに付き合えるのかは分からないけど。

　むしろここで断って、無理をして一人でこの森で修行される方が心配だ。

「……分かりました。しばらくの間、貴女の修行に付き合いましょう」

「本当か!?　それは助かる！」

「ただし！　たまに修行に付き合えないときもあると思いますが、その際はすみません。それと、今日の修行はダメです。大人しく帰ってください。この条件が飲めるのであれば、手伝いましょう」

「むぅ……修行に時々付き合えないという件に関しては問題ない。私もいつもここにいられるわけではないからな。だが、今日はもう帰らなければいけないのか……」

「当たり前です。回復したとはいえ、ダメージを負ったことには変わりありませんから。今日はしっかりと休んでください」

　俺の条件にルナさんは不満そうだったが、やがて頰ほおを膨ふくらませながらも了りよう承しようした。

「……分かった。今日はユウヤの言葉に従おう」

「ありがとうございます」

「でも！　明日は付き合ってもらうぞ。いいか？」

「分かりました」

　俺がそう答えると、ルナさんは満足そうに頷うなずいた。

「うん。……それと、これから一いつ緒しよに修行をするんだ。敬語は不要だぞ。名前も呼び捨てで構わない」

「そ、そうですか？　なら……改めて、よろしくね」

「ああ！」

　こうして、何だかんだとルナと一緒に修行することが決定した。

　妙みようなことになったなぁと思っていると、ルナが自分の体を見て、何かを気にしていることに気づいた。

「どうしたの？」

「ん？　ああ……さっき、ゴブリン・エリートに襲おそわれ、必死に逃にげていたせいか体が結構汚きたなくてな。汗あせもかなりかいたし……」

　ルナはそう言いながら自分の匂においを嗅かいだり、また現在の格好を見直して、顔をしかめた。

「……いかん。このような格好では街に戻れん。どこかに川があればいいのだが……」

「それなら……お風ふ呂ろに入る？」

「は？」

　俺の提案にルナは首を傾かしげた。

「風呂って……あの風呂か？」

「ルナの中でお風呂がどういう認識なのかは分からないけど、ちょうどいまお風呂を持ってるから、せっかくだしどうかなぁって」

「風呂を持ってる!?」

　俺の発言にルナは目を見開いた。まあそういう反応になりますよね。

　でも実際持ち運びできるお風呂を持ってるんだから仕方ない。

　俺とナイトの娯ご楽らく品の一つになってるけど、こういう場面ではかなりありがたいアイテムだよな。

「ユウヤ……疑いたくはないが、風呂を持ってるなどと言われても、信じられるわけがない。それに、風呂は貴族のような金持ちだけが入ることのできる贅ぜい沢たくだぞ？　しかもここは【大魔境】の入り口だというのに……」

「ああ、お風呂に関しては……確かクリスタル・ディアー？　って魔ま物ものから手に入れたドロップアイテムで、使用中は周りから見えなくすることもできるから魔物の心配もしなくて大だい丈じよう夫ぶだよ。あと俺とナイトも見張ってるし」

「く、クリスタル・ディアーだと!?」

　ルナはさらに驚いた様子を見せ、少し考えた後静かに頷いた。

「……そこまで言うのなら。厚意に甘えようか」

「分かった。それじゃあ準備するね」

　その後ルナの前でお風呂を設置し、ルナを大きく驚かせると、ルナはお風呂の魅み力りよくに取りつかれるのだった。
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「これが……風呂だというのか……」

　私────ルナは、目の前で異様な存在感を放つ、お湯の入った巨きよ大だいな湯船を前に呆ぼう然ぜんとしていた。

　この【大魔境】で出会ったユウヤという不思議な青年が言うには、【ヒノキ風呂】というモノらしいが……。

「……本当に持っていたのだな。風呂を」

　普ふ通つう、風呂を持ち運んでいると言われれば、誰だれだって噓うそだと思うだろう。

　そもそも風呂は王族や貴族、または金持ちくらいしか入ることのできない超ちよう贅沢なモノなのだ。

　それを持ち運んでいるだけでなく、まさか私も体験することになるなんて……。

　しかも、風呂についているはずのない、姿を隠かくす機能までついているというのだから、もう意味が分からない。

　それでも一応の警けい戒かいとして、ナイトとユウヤが外で見張っててくれるそうだ。

　私は服を脱ぬぐと、備え付けられていた桶おけで湯船のお湯を掬すくい、体にかける。

「っ!?」

　その瞬しゆん間かん、私の体に電流が走った。

　な、なんだ、このお湯は!?　ただ、体にかけただけだというのに、一瞬にして疲れが癒いやされたような……。

　それに、あり得ないことが起きている。

　普通なら、水で体を洗ったところで汚よごれがそう簡単に落ちるわけもなく、布でこすらなければならない。

　だが、このお湯は……ただ体にかけただけで、一瞬にして綺き麗れいに汚れが落とされたようにサッパリとした感覚に包まれたのだ。

　私はそんな状じよう況きように戸と惑まどいながらも、恐おそる恐る湯船へと入る。

　そして────。

「あっ……はぁ～～～」

　────私は、一瞬にして風呂の虜とりこになるのだった。




　　　　＊＊＊




「ルナ、そっちに行ったぞ！」

「ああ！　ナイト、頼たのむ！」

「ワン！」

　ルナと一緒に修行をすることになって、数日が経過した。

　最初はお互いにぎこちなく連れん携けいをしていたが、今ではナイトも含ふくめて中々いい感じに連携できている。

　今も、前はやられていたゴブリン・エリートの群れに上手うまく立ちまわれていた。

「グオオオオ！」

「ウォン！」

「ゴガ!?」

　ルナを狙ねらって攻こう撃げきしようとしたゴブリン・エリートに対し、ナイトが不意打ちをすると、その攻撃を防ぐためにゴブリン・エリートはルナへの攻撃を中断せざるを得なかった。

　そして、その隙すきをルナが逃のがすはずがない。

「今だっ！」

「グ、グガアアア！」

　ルナが両手を大きく振ふるうと、まるで何かに斬きり刻まれたようにゴブリン・エリートの体がバラバラになる。

　最初は手ぶらだと思っていたルナだったが、実は『糸』という特とく殊しゆな武器を使用していることが分かった。

　しかもこの糸、かなり丈夫で、ゴブリン・エリートの膂りよ力りよくでさえ引き千ち切ぎることができない。

　それどころか、千切ろうとすればするほど糸が食い込み、体を切り裂さいていくのだ。

　俺はゴブリン・エリートとの戦せん闘とうにも慣れているため、今はナイトと一緒にルナのサポートに徹てつしている。

「喰くらえ！　『螺ら線せん』！」

　ルナが両手を地面につくと、周囲に張り巡めぐらされていた糸が集まり、一つのドリルのように回転しながらゴブリン・エリートを貫つらぬいた。

　そして貫かれた瞬間、ゴブリン・エリートの体から糸が一気に解ほどけて、全身を穴だらけにした。う、うわぁ……。

　あまりのえげつなさに引いていると、いつの間にかルナとナイトが残りのゴブリン・エリートを片付けていた。

「もうゴブリン・エリートなら問題なく倒せるようになったね」

「……いや、未だにユウヤとナイトの手を借りなければ危ないだろう。それこそ群れが相手ならなおさらだな」

　俺からすればもう十分強いと思うんだけど、ルナにはまだまだ足りないようだ。

　でも、残念ながら時間切れ……かな。

「……ルナ。残念だけど、明後日あさつてからしばらく修行に付き合えそうにないんだ」

「なにっ？」

　実は、明後日から野外学習が始まるため、ナイトのご飯を用意するために戻もどってくることはできても、ルナの修行に付き合うだけの時間がとれないのだ。

　とはいえ、これを正直に伝えてもルナには分からないので、心苦しいけどはぐらかさせてもらう。

「ん……まあ個人的な用事でね。ごめん」

「……いや、気にするな。では、明後日からダメということは、明日は大丈夫なのだろう？　ならば明日はより一層修行に付き合ってもらおうか」

「ははは、お手て柔やわらかに」

　悪戯いたずらっぽく笑うルナに、俺は苦笑いを浮うかべた。

　最初は警けい戒かい心マックスだったけど、今は心を開いてくれたのか、こうして色々な表情を見せてくれるようになったのでとても嬉うれしい。

　数日間とはいえ、一緒に魔物相手に命がけで戦ったからこそ、修行仲間というより、本当の仲間になれたような気がする。

　色々あったけど、ルナと出会えたのはよかった。ルナも、そう思っててくれれば嬉しいな。

　ある程度魔物を倒たおしたころ、ルナが一つ伸のびをした。

「うーん……これで終わりにしよう」

「ん？　もういいのか？」

「ああ。それで、早さつ速そく風呂に入ろうじゃないか」

「はいはい」

　ルナと出会った日、お風呂にルナを入れてから、ルナはお風呂をとても気に入り、こうして修行終わりには必ずお風呂に入って帰るようになった。

　ついでにお風呂に地球のシャンプーやリンスを持ち込むと、さらに彼女はお風呂の時間を大切にするようになっていった。

　そして元々綺麗な子だなと思っていたが、お風呂に入ったことでますます綺麗になった。

　いつも通り、俺とナイトでルナがお風呂に入っている間の見張りをしようとすると、彼女は俺の手を摑つかんだ。

「え？」

「今日は先にユウヤから入ってくれ」

「え？　いいの？」

「ああ。今日は後で入りたい気分なんだ」

「そ、そう？　それじゃあ……お言葉に甘えて、先に入らせてもらおうかな」

　いつもならルナが先に入っているので少し意外だったが、俺は素直に頷うなずき、先にお風呂に入らせてもらうことにした。

「ああ……気持ちいいなぁ」

「わふー」

　ナイトも俺の隣となりで気持ちよさそうな声を上げる。

　やっぱりお風呂はいいよなぁ……修行の疲つかれが一気に癒いえていく。

　そんなことを考えながら完全に寛くつろいでいると────。

「ん？　……へっ!?　る、ルナさん!?」

「……」

　人の気配を感じてその方向に視線を向けると、外で待っているはずのルナが、タオルを巻いた状態で入ってきた。

　混乱して何も言えないでいると、ルナは静かに俺に近づいてきて、そのまま抱だき着いてきた。────抱き着いてきた!?

　その事実を認識した瞬間、俺の体は完全にフリーズした。

　あの、えっと、その……ど、どうすればいい!?　俺はどうするのが正解なんだ!?

　俺が先に入っていいんじゃなかったっけ!?　え、でもそれだとルナが俺に抱き着いてる状況も理解できないし……何が起きてるの!?

　混乱のあまり、冷静な判断ができない俺に、ルナは呟つぶやくように言った。

「……ありがとう」

「え？」

「私のわがままに付き合ってくれたこと、本当に感謝している。ユウヤのおかげで、私は強くなることができた」

「そ、そんなこと……強くなったって言うけど、ルナは元々強かったし、修行だって俺もしたかったことだから、感謝されることないよ」

　実際に、ルナは最初にゴブリン・エリートに襲おそわれていたときからそうだったが、身体能力などはとても高かったのだ。

　それがたまたま俺たちと一いつ緒しよに行動するようになって、レベルも上がったであろう影えい響きようからさらに動きがよくなっていったのだ。

　それに、修行についても、俺やナイトにだって必要なことで、こうしてルナと一緒に過ごせる時間にもなったわけだから、むしろ俺の方こそ感謝したいくらいだ。

　だが、ルナは俺に抱き着いたまま、小さく首を振る。

「……いや、ユウヤには本当に救われた。ゴブリン・エリートのときもそうだったが、それ以上に……また、明るい世界を見ることができたんだ。この時間は私の一生の宝物だ。本当に、ありがとう」

「え？　それは一体……」

　言葉の真意を聞こうとすると、ルナは勢いよく立ち上がった。

「さて、そろそろ上がろうじゃないか。あまり長湯をしてのぼせても仕方ないからな」

「へ？　あ、ああ……そうだ────ぶほっ!?」

「ん？　どうした？」

　ルナが立ち上がった瞬しゆん間かん、つられて視線をルナに移すと……何とルナが立ち上がった勢いで、タオルが落ち、裸はだかのルナの姿が目に飛び込んできた。

　俺はレベルアップした身体の全神経を総動員させ、目にも留まらぬ速度で顔をそむけると、ルナはそんな俺を不思議そうに見つめ、今の自分の状態に気づいていないのか俺の顔を覗のぞき込もうと回り込んでくる！

「いったいどうしたというのだ？　いきなり噴き出した挙句に顔を逸そらして……」

「た、タオル！　タオルが落ちてる！」

「え？　……っ!?」

　俺の指し摘てきでようやく分かったのか、ルナはその場にしゃがみ込むと、お湯に落ちていたタオルで急いで身を隠かくそうとした。

　俺が気まずさと恥はずかしさで未だにルナの方をちゃんと見られないでいると、ルナは頰ほおを赤くして俺を弱々しく睨にらみつけてきた。

「……見たか？」

「…………………………ごめんなさい」

　何て言おうか本気で考えたが、俺は長考の末、素直に謝ることを選せん択たくした。

　するとルナはさらに顔を赤くするも、それ以上何も言ってくることはなかった。

　────こうして最後の最後で俺とルナがお互たがいにギクシャクした状態になっている中、そんな状じよう況きようなど気にもせず、ナイトが気持ちよさそうに声を上げるのだった。

「わふ～」
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第六章　野外学習









　ルナとの修行が終わり、野外学習の当日。

　今までこういった学校行事に楽しく参加できたことがなかった俺は、まるで子供のように興奮してしまい、前夜は中々寝ね付つけなかった。

　でも、レベルアップした俺の体にはまったく問題なく、普ふ通つうに朝起きることができた。いや、便利な体だなぁ……。

　とにかく、必要なモノを準備し、ナイトにちゃんと挨あい拶さつをすると、俺は元気よく家を出発した。

「────はい、アタシの勝ち」

「ガッデム！」

　そして今、俺たちは校外学習の場所に向かうためのバスの中で遊んで過ごしていた。

　俺はトランプとか持ってきていなかったのだが、晶あきらや凜りんたちがゲームだけでなくお菓か子しも用意してくれていたので退たい屈くつすることがない。

　むしろ俺はゲームもお菓子も持ってきていないので、非常に申し訳ない気持ちでいっぱいなんだが……。

「何でだ！　何で勝てない!?　この僕にどうして最後にババが残るんだ!?」

「アンタ、顔に出やすいからねぇ……」

「晶君、ババにモテモテだね！」

「なんかそれはいやだなぁ！」

　たった今もババ抜ぬきをして遊んでいたのだが、連続で晶が負け続けている。

「それより、優ゆう夜や君すごいね！　連続で一位だなんて……」

「そんなことないよ。どれもまぐれなんだし」

　そして何な故ぜか俺はババを一度も引くことなく、しかも必ず手札と揃そろうカードが引けていたので一いつ瞬しゆんで終わってしまったのだ。

　……たぶんだけど、俺のステータスの運が関係してる気がする。

　だって、カードを引こうとするたびに……。

『このカードを……いや、待て。なんだかよく分からないけど、このカードはダメな気がする。逆にこっちのカードからはいい気配が漂ただよってるし……こっちにするか』

　といった具合に、すさまじいまでの勘かんが働いて勝ち続けたのだが……うん、面おも白しろくない。

　もしそうだとしたら、これから先こういうゲームを楽しめないんじゃないか？　運がいいってのはいいことなはずなのに、あまり嬉うれしくないぞ。

　それにイカサマをしてる気分で申し訳ない……。

　運要素が絡からむゲームはこれからはこんな調子なのだろうか。

　思わぬ弊へい害がいを実感しながらも、ふとこの間の百貨店での火事を思い出した。

　……今、こうして楓かえでたちが笑ってこの場にいるけど、あのときは本当に危なかったんだよな……。

　もし異世界でスキルとか手に入れてなかったらと思うと、ゾッとする。

　本当に助けることができてよかった。

　俺たちは和なごやかな雰ふん囲い気きのまま校外学習へと向かっていくのだった。

　────予想以上に大変なものだとも知らずに。
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「でっけぇ……」

　連れてこられたのは、山の上にある旅館みたいな場所だった。

　ここで校外学習を受けるのかな？　と思っていると、各クラスの担任が招集をかけた。

「おーい、こっちに集まれー。今から説明するぞー。あ、班ごとに分かれとけよー」

　先生に言われた通り班ごとに分かれて座ると、沢さわ田だ先生は俺たちを見み渡わたしてニヤリと笑った。

「さて、それじゃあ……お前らにはサバイバルをしてもらうぞ」

『は!?』

　先生の言葉に全員の目が点になった。

　するとすぐに生徒の一人が質問する。

「さ、サバイバルってどういうことですか？　旅館らしき建物があるんだし、そこで寝泊とまりするんじゃ……」

「何を言ってるんだー？　この旅館は先生たちが泊まる施し設せつに決まってるじゃないか」

「へ!?　じゃ、じゃあ俺たちは!?」

「外だぞ」

「ウソでしょ!?」

　沢田先生の言葉に、生徒全員が言葉を失った。お、俺たち、本当にサバイバルするのか!?

「この野外学習は将来エリート街道を走っていくお前たちへの訓練だって、学校でも言っただろー。説明を続けるぞー。これからお前たちには必要最低限のモノだけ配るから、それぞれ一泊ぱく二日を野外キャンプという形で乗り切ってもらう。お風呂については、この敷しき地ち内の山の中のどこかに温泉があるから、探して使えー。温泉に入れるんだから、ありがたく思えよー？」

『ええええええ!?』

　まさかの展開に誰だれもが声を上げた。

　いや、確かにキャンプみたいなものって聞いてたけど、寝泊まりする場所も外だとは……てか、先生は必要最低限のモノだけを渡わたすって言ってたけど、まさか────。

　俺と同じような考えに至った人がいたらしく、再び質問が出た。

「あ、あの！　もしかして料理って……」

「もちろん自前で食材を用意するに決まってるだろー。それも、ここら一帯に植生してるキノコやら野草やらを使ってな」

『ウソだろ!?』

　マジかよ、そこまでやらせるの!?　てか危なくない？　キノコって……。

「一応必要最低限の米だけは用意してるが、本当にそれだけだ。腹がいっぱいになるだけの量もないからな」

「いや、もうこの際それで我が慢まんする方が安全なような……」

　俺も同じように思っていたが、そこで先生は真しん剣けんな表情になった。

「残念だが、これは一つの競争だからなー？　それもクラス対たい抗こう戦だ」

「く、クラス対抗戦？」

　なんだか話が大きくなったぞ。

「天てん上じよう以外は知ってると思うが、秋ごろに行われる【学園祭】はそりゃあもうたくさんのお客さんも来るビッグイベントだ。そこではクラスごとに出店できるんだが……それらの予算配分はこういった行事の対抗戦で決められる。つまり、今回のサバイバルで成績優ゆう秀しゆうであれば他のクラスに一歩リードして、学園祭で豪ごう華かな出し物ができるぞ」

　そ、そんな仕組みだったのかよ……でもなんだか面白そうって思う俺はおかしいんだろうか？

　前の高校じゃそんなこと一切なかっただろうし、他の高校もこんな形式はとってないだろう。

「それに我々教師のボーナスにもつながるからな！　死ぬ気で頑がん張ばれー」

『それが本ほん音ねじゃね!?』

　クラス全員がツッコんだ。

　いや、先生のボーナスまでそんなことで決まるの!?　もう何でもありだな！

「で、でもキノコって危なくないですか？　それに採とれるモノってキノコと野草だけのような……それに対戦ってどうするんですか？」

「川もあるから、魚を釣つっても構わないぞー。それと採って来たものは先生のところに絶対に持ってこい。ちゃんと食えるかどうか仕分けてやるし、そこで採点する。危険のない食材を多く採取して、美味うまそうな飯を作ったヤツが多かったクラスが優勝だ。ちなみに採点は一度しかしないから、もう一度採取に向かうなんてことはできないぞ。間ま違ちがっても先生たちに見せることなく採って来たものを調理して食うなよー？　死んでも責任とらないからなー」

　怖こわいな、おい！

　いや、先生の脅おどし文もん句くがきいたのか、たぶん全員先生にちゃんと見せるような雰囲気だしてるけどさ。しかもそうしないと採点されないって言うんだし。

「まあもし仮に毒に当たっても、保健医の黄よ泉み川かわ先生が治ち療りようしてくれるさ。……それがいいかどうかは知らないけどなー」

　先生がそう言った瞬間、白衣を着た幽ゆう霊れいのような女性がユラリと現れた。

　綺き麗れいな黒くろ髪かみだが、顔が隠かくれるほど前方に長く伸ばしていて、左目だけが髪の間から覗のぞいている。

「ヒヒヒ……あ、安心して頂ちよう戴だい……こ、この薬を使えば……ひ、ヒヒヒ……」

　安心できないんだけど!?

　その手に持ってる薬の色見てよ！　紫むらさきだよ!?　毒薬の間違いじゃない!?

　人の名前にケチつけるワケじゃないけど、黄泉川ってのも不ふ吉きつだなぁおい！

　初めてこの学園の保健の先生を見たけど、個性が爆ばく発はつしすぎだろ。

　他の先生方もなんだかんだ言ってクセが強いし……いや、教え方はすごく上手で面白いからいいんだけどさ。

　俺が内心で色々ツッコんでいると、楓が震ふるえながら俺に教えてくれた。

「あ、あのね……優夜君は知らないかもしれないけど、黄泉川先生のいる保健室って常に暗くら闇やみに覆おおわれてて、近くを通ると必ず誰かの叫さけび声が聞こえるの……だからみんな近づきたくなくて仮病をする人もいないんだよ……」

「何その斬ざん新しんな保健室」

　スゲェな、おい。

　でも結果的に生徒たちが真ま面じ目めに授業受けて、なおかつ病気やケガに気を付けてるんならすごくいいことなんじゃないか？　叫び声は知らんけど。

　楓の言うことは本当らしく、周りを見渡すと、どの生徒も先ほどより一層先生に採って来たものを見せようと決心してるようだった。うん、結果オーライだね。

「だいたい概がい要ようは理解したかー？　一応、山菜の図ず鑑かんとかは渡すから、せいぜい私のボーナスのために頑張れ。ついでに学園祭のためにもなー」

『ついではアンタだよ！』

　そりゃそうだ。

　先生のボーナスはともかく、こうした行事で優勝することでポイントみたいなものが積み重なっていけば、豪華な出し物が学園祭でできるわけだし、頑張ろう。

　俺たちは先生から本当に必要最低限のモノだけ受け取ると、班ごとに一度集合した。

「さて……どうする？」

「心配ないさ！　この僕にかかれば釣りやキノコや山菜の採取なんて────」

「このアホはいいとして、手分けした方がよくないかい？」

「手分け？」

　凜の提案にそう訊きくと、凜は図鑑と釣つり竿ざおを取り出した。

「優夜と楓が釣りに行って、その間にアタシとこのアホでキノコや山菜を採取してくるのさ。その方が効率がいいだろう？」

「ああ、確かに……俺は別に構わないけど？」

「釣りかぁ……私やったことないからできるか不安だなぁ」

「俺も経験ないけど、何とかなるんじゃない？　とにかく頑張ろう！」

「「「おー！」」」

「あのー？　みんな僕の扱あつかい酷ひどくないかい？　ねぇ、聞いてるー？」

　晶だけ置いて行かれながらも、俺たちは今後の行動を決め、まずはテントを組み立て始めるのだった。
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「さて、川にたどり着くことはできたわけだけど……」

「どうしよっか？」

　俺と楓は川に着いたものの、どうしたものかと困っていた。

　学園所有の土地というだけあって、川までの道のりなんかはちゃんと地図にもあったし、本当に大きなキャンプ場みたいな感じだ。

　俺は手にした釣竿を見た後、どこか釣りができそうな場所を探すが……。

「……多いね」

「……そうだねぇ」

　皆みな魚を求めて川に来ているので、ちょっと釣りをするには厳きびしいかもしれない。

　詳くわしくはないけど、釣り糸が絡からまったりしそうだし……。

　周囲を見渡していると、楓が俺に訊いてきた。

「どうする？　この調子じゃ今すぐ釣りは難しそうだし、凜ちゃんたちの方を手伝った方がいいかな？」

「そうだなぁ……」

　俺は何気なく……というか、ほぼ無意識に【気配察知】のスキルを発動させ、人ひと気けの少ない場所を探した。

「ん？」

　すると、人の気配ももちろん分かったのだが、それとは別に魚たちの気配も感じ取れたのだ。

　魚はみんなが釣りをしているところにももちろんいるのだが、そことは別にたくさんいる場所がある。

　すぐにその方向に視線を向けるとだいぶ浅あさ瀬せで、どちらかと言えば釣りをするには向いてない場所だった。

　うーん……せっかく魚がたくさんいるのに、釣りにくいんじゃなぁ……。

　……いや、待てよ。

　手づかみでいけるんじゃないか？　これ。

　ふとそんなことを考えてしまった俺は、急に試してみたくなったので、楓に一言告げた。

「ちょっと試したいことがあるから、凜たちと合流するのはその後でもいい？」

「え？　それは別にいいけど……どうするの？」

「ちょっと見てて」

　俺はズボンのすそを上げると、川の中に入っていく。

「ゆ、優夜君!?　何やってるの!?」

　俺の行動に楓は驚おどろきの声を上げた。

　その声につられて、周囲の生徒たちもこちらに視線を向けてくる。

　……おおう、こんなに視線を集めるとは思わなかったけど……ま、まあいい。今は魚に集中だ。

　俺は目の前というか、周囲にいる魚たちに意識を向ける。

　……うん、やっぱり手づかみでいけそうだ。

　水の抵てい抗こうを考えても、Ｓ級の魔ま物ものの動きとかを考えたら全然大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そうと分かれば行動に移すのは簡単だ。

　川に入る瞬間と楓の言葉で注目を浴び、魚も警けい戒かいしてしまったが、俺はスキル【同化】を発動させた。

　本来、相手に見つかってる状態なら効果を発揮しないはずだが、ここは異世界ではなく地球だ。

　異世界の魔物はこの地球の生き物以上に気配に敏びん感かんだからこそ、一度見つけたらスキルが通用しなくなるが、この地球の生き物は魔物より警戒心が弱い。いや、警戒心だけじゃなく……第六感？　ってヤツも圧あつ倒とう的に魔物の方が上だろう。

　とにかく俺がスキル【同化】を発動させた瞬間、今まで俺の姿を見ていた楓たちが驚きの声を上げた。

「あ、あれ!?　優夜君は!?」

「さ、さっきまでいたよな!?」

「どこに消えたんだ？」

　驚いているのは楓たちだけでなく魚も同じで、俺の気配が消えたことで魚は一いつ瞬しゆんパニックになっていたが、やがて俺の気配がもう感じ取れないということで落ち着き始めた。

　その落ち着いている隙すきを逃のがさず、俺は一匹ぴきの魚に狙ねらいを定めた。

「────フッ！」

　右みぎ腕うでを一瞬で水中に突つっ込むと、そのまま俺の近くを悠ゆう々ゆうと泳いでいた魚の首あたりを一気に摑つかみ上げた。

　腕を水に突っ込む瞬間も抜ぬき去る瞬間も、水面は静かで本当に一瞬の間の出来事だった。

　俺は捕つかまえた魚を見て、一つ頷うなずいた。

「うん、やっぱり大丈夫だったな」

『うおおおおおお!?』

「うおっ!?」

　突とつ然ぜん上がった歓かん声せいに、俺は驚きの声を上げた。

　声の方向に視線を向けると、先ほどからこっちを見ていた他の生徒たちが俺を見て騒さわいでいる。

「見たか!?　手づかみで魚捕まえたぞ!?」

「いや、捕まえたのは分かったけど一瞬すぎて手なんて見えなかったよ！」

「てかそもそも今まで姿が消えてたのにいきなり現れなかったか……？」

「本当に気づいたら手に魚握にぎって現れたって感じだよな……」

「どのみち、人間業わざじゃねえよ……どうなってんだ……？」

　予想以上の反応に、俺は冷ひや汗あせを流す。

　……そんなに人外じみた動きだったかな？　確かに素早く魚を捕まえたつもりだけどさ……まあ捕まえたときの動きより、いきなり気配が消えたことの方が驚きが大きいようだ。

　そんなことを思っていると、興奮気味に楓が駆かけ寄って来た。

「す、すごいよ、優夜君！　手で魚を捕まえちゃうなんて……」

「あ、あはははは……何となくできるかなぁって思ったら、できたんだ」

「……前の体育のときもそうだけど、優夜君って全体的にスペック高いよね」

「そ、そうかな？」

　まあ確かに体育のときの動きを思い出せば、身体能力が尋じん常じようじゃなく高いのは分かるだろう。

「取りあえず、これなら魚を確保できそうだから、一気に捕とっちゃおうか。悪いけど、捕った魚をバケツに入れるから楓は見ててくれないか？」

「うん、分かった！」

　楓の了りよう承しようも得たところで、俺は再び魚を捕るために川へと向かう。

　ちなみに魚は【鑑かん定てい】スキルで食べられることが確認済みなので、問題ないだろう。

　……あ、凜たちと合流したら、先生に見せる前に俺が全部【鑑定】で確認しておこうかな？　そうすれば確実に安全に食べられるだろうし。

　俺があれこれ考えている間に、俺と同じように素手で魚を捕まえようと多くの生徒たちが浅瀬にやって来たが、みんな苦戦していた。

　そんな彼らをよそに俺はどんどん捕まえていき、最終的に八匹を捕まえることに成功するのだった。
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「お帰り！　そっちはどうだった？」

　テントの場所に戻もどると、元気に出で迎むかえてくれる凜とお尻しりを突き出した格好で倒たおれ伏ふしてる晶の姿が。……晶の身に何があったんだ。

「何とか魚は捕れたよ」

「聞いて、凜ちゃん！　優夜君すごいんだよ？　この魚全部手で捕まえちゃったんだ～！」

「手で!?　はぁ～……この間の体育のときといい、見た目によらず活発っていうか……」

「？」

　まあおデブだったころはどう頑がん張ばっても、運動大好き！　って感じには見えなかっただろうな。今は知らんが。

「それより、晶はどうしたんだ？」

「え？　あー……アイツは放っておいていいよ」

「酷いっ！　散々僕をこき使ったクセに！」

「あ、生きてた」

　勢いよく起き上がった晶はフラフラになりながらもどんな状じよう況きようだったか語り始める。

「……最初はよかったんだ。お互たがいに慣れないながらもキノコだの山菜だのを採取してさ。でもだよ？　何時いつからか……気付けば険しい崖がけの上に生えた山菜や見慣れないキノコの毒見をさせられたり、熊くまの囮おとりになったり……！」

「毒見したの!?　あれほど先生が食うなって言ったのに!?　てか熊までいたのか!?　ここ危ないじゃねぇか！」

　予想以上にサバイバルしてるな、おい！

　驚く俺に晶は力のない笑顔でサムズアップをした。

「き、気にしないでくれ。君たちが笑顔になるなら……問題ないだろう？」

「問題大ありだよ！」

　特に熊とかね！　どうすんの？　それ。

　軽く晶の体の様子を【鑑定】で調べてみたが、毒は検出されなかったから大丈夫だったようだ。マジでよかったわ……。

「それじゃあ、そっちが採とって来てくれたものも見せてもらえる？」

「うん、もちろん構わないよ」

　凜の承しよう諾だくを得て、俺は晶たちが命がけで採って来たものを【鑑定】した。

『黒トリュフ』

　トリュフ!?　トリュフが採れるの!?　この山！　どこまでぶっ飛んだ学園なんだよ！

　いきなりとんでもない食材が飛び出したわけだが、まだまだたくさんある。

『自じ然ねん薯じよ』

　自然薯！　スゲェ、本物だ！　とある場所では栽さい培ばいもしてるらしいけど、これは山で採れたヤツだ。

『トンビマイタケ』

　これは初めて見るキノコだったが、その名前の通り見た目はマイタケに近いけど傘かさの大きさが全然違ちがう。

　毒はないから問題はない。

　こういった感じで確認していったわけだが、中にはやはり毒のあるモノも紛まぎれ込んでいた。

　……良かった。これを晶が毒見してたら取り返しのつかないことになってたよ。てか、本当に危ないな！　まあ先生に確認してもらうの前提なんだけどさ。

　それよりも、キノコやイモ類を採って来たわけだけど、正直調理したことないからなぁ。

「ねぇ、この中で料理できる人何人いるのかな？」

『……』

「ウソでしょ？」

　俺の質問に三人は目を逸そらした。どうやら料理ができるのは俺だけらしい。マジかよ。

　言いたいことはあるけど、取りあえずみんなで先生に採って来たものを見せに行くか。

　先生方が待機しているスペースに行くと先客がいたのだが、佳か織おりの姿がその中にあった。

「佳織！」

「え？　あ、優夜さん！　そちらの班の調子はどうですか？」

「うーん……まあいい感じかな？　……サバイバルじゃなかったら、もっと純じゆん粋すいに楽しめたと思うけど……」

　俺が本ほん音ねを漏もらすと、佳織は苦笑いを浮うかべた。

「まあそうでしょうね。ですが、楽しいでしょう？」

「……そうだな」

　確かに危ないけど、普ふ通つうに面おも白しろい。

　それは紛れもない本心だった。

　すると佳織の班の仕分けが終わったらしく、班員が佳織に声をかけた。

「佳織、終わったよー……って天上君!?」

「はい、分かりました。……それでは優夜さん、また……」

　佳織は何やら俺を見て驚おどろいている班員の元に向かい、賑にぎやかな様子のまま去っていった。

「ゆ、優夜君。君はあの佳織様と知り合いなのかい!?」

「へ？　か、佳織様？　ま、まあ……この学園に来るキッカケも佳織だったし……」

　あ、この間遊んだとき、晶はいなかったんだっけ？　それじゃあ知らないのか。

　隠かくす必要もないのでそのまま本当のことを言うと、晶はハンカチを嚙かみそうな勢いで詰つめ寄って来た。

「羨うらやましいッ！　僕は君が羨ましいよ！　【プリンセス】佳織と知り合いだなんて……！」

「ぷ、プリンセス？」

　話の流れについていけないでいると、凜が呆あきれながらも教えてくれた。

「あのバカはともかく、佳織さんって言えばこの学園の学園長の娘むすめさんだし、その優ゆう雅がな佇たたずまいとか性格の優しさから【プリンセス】なんて呼ばれてるのよ」

「へぇ……」

　確かに気品みたいなものを感じるよな。

　それなのに親しみやすいし……改めて考えるとすごい人だ。

　そんなことを思いながら、俺たちは先生に採って来た山菜などを仕分けてもらうのだった。




　　　　＊＊＊




「────パーフェクトだ。これだけ食材を採って来た班も初めてだが、そのすべてが食えるもんだったのもお前たちの班だけだぞー」

　沢田先生に採って来たものを見せて調べてもらうと、予定通りそう言われた。

　まあイカサマというか不正というか……【鑑定】を使って調べたけど、何かあったら怖こわいので許してほしい。

「他の班はぼちぼちといった感じだったが、お前らのおかげでボーナスに近づいた。ククク……」

「あはははは……」

　沢田先生の黒い笑みに俺たちは苦笑いを浮かべる。

「だが、まだ気を抜ぬくなよー？　料理も採点対象だからな。ところでこの中で料理できるのは？」

　全員が俺を指さした。

「マジかよ」

「マジです」

　沢田先生は頭を抱かかえたが、その後、俺の両りよう肩かたをしっかりつかんだ。

「天上、頑張れ。全てはお前にかかってる。先生のボーナスが……！」

「少しは下心を隠そうとしてくれませんかねぇ!?」

　メインは俺たちの学園祭の出し物が豪ごう華かになることだろう!?

　頰ほおを引きつらせる俺をよそに、沢田先生は次の班の仕分けに移ってしまった。

「はぁ……言いたいことはあるけど、とにかく料理をするか」

「パシリは任せたまえ！」

「は、配はい膳ぜんもできるよ！」

「アタシは美味おいしくいただくね」

「凜も雑用くらいは手伝ってくれ」

　再び溜ため息いきを吐つきながら、俺は使える調味料や調理道具を確認した。

　最初に先生が言っていた通り、最低限のお米だけはあり、この山で手に入れた食材を調理するための道具は別に用意してるし、何の心配もなく料理ができそうだ。

　手持ちの食材を見て考えてみたら……。

『イワナとヤマメのから揚あげ』

『菜の花と自然薯の黒トリュフ和あえ』

『トンビマイタケのお吸い物』

　といった献こん立だてにご飯がつくような形になりそうだった。

　献立が決まればとっとと作ってしまおうということで、調理場に行き調理を始めた。

　自然薯と黒トリュフは扱あつかいがよく分からないけど、すりおろして使えば、まあ間違いはないかなぁって。

　それとイワナとヤマメはから揚げにもするが、骨から出だ汁しをとってトンビマイタケと組み合わせたお吸い物が作れるのは大きいだろう。

　いつも通りに料理していると、不意に視線を感じたのでその視線の方を向くと、楓たちだけでなく多くの人間がポカーンとした表情を浮かべていた。

「ん？　どうした？」

「い、いや……その……優夜君の手て際ぎわがあまりにも鮮あざやかだったから……」

「そう？　普通だと思うけど……」

　まあ普ふ段だん通りに料理をしているつもりだが、恐おそらく【料理】スキルも発動しているだろうしな。

　俺の料理する姿を見て、呆ぼう然ぜんとする皆みなをよそに、俺は料理を続けるのだった。
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　料理は思ったよりもアッサリと終わった。というのも、今回は異世界の食材もないので手間も特にかからず、ごくごく普通の料理をするだけだからだ。

　軽く味見はしているが、普通に美味しいと思う。異世界の場合は異世界の食材がぶっ飛んで美味しいだけだから。

「さあ、できたよ」

『…………』

　みんなの目の前に料理を置くと、全員呆然とした様子で料理を見つめている。

　すると審しん査さのために沢田先生を含ふくむ先生方がやって来た。

　よく見ると、沢田先生はどこか上機き嫌げんな様子で、微び妙みようにお酒臭くさいような……ってまさか酒飲んだのか!?　まだ野外学習中なのにいいのかよ!?

「いやー、山で飲む酒は美味うまいなー……ってなんじゃこりゃ!?」

　沢田先生は俺の作った料理を見ると目を見開いて驚いた。

　その声につられて他の先生方も俺の料理を目にすると同じような反応をする。

「おい、天上！　これお前が作ったのか!?」

「は、はい。そうですけど……」

「……味見できるか？」

「あ、用意してますよ」

　量は少ないが先生方に食べてもらえるように味見用を用意していたので、それらを食べてもらった。

　そして────。

『………………』

「あ、あの？　どうですか……？」

　少し不安になりながらそう訊きくも、先生方の反応はない。

「ゆ、優夜君！　私たちも食べていい!?」

「え？　いいけど……」

　我が慢まんできなくなった楓の言葉を了りよう承しようすると、楓たちは待ってましたと言わんばかりに料理を口に入れた。

『………………』

「だから何か反応してくれない!?」

　何な故ぜか楓たちも先生方と同じで料理を一度口に入れるとその体勢で固まった。

　もしかして、不味まずかったのだろうか？

　俺が味見をした限りだと大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだけど……もしかして俺の舌ってバカだったか？

　皆の反応がないため、とても不安に思っていると────。

『うまああああああああい！』

「へ？」

　全員が一いつ斉せいに声を上げた。

　すると興奮気味に楓が俺に言う。

「優夜君、なにこれ!?　すごく美味しいよ!?」

「そ、そう？　美味しいのならよかっ────」

「美味いなんてもんじゃないぞ！」

「へ？」

　沢田先生はいつもの気け怠だるそうな雰ふん囲い気きからは想像もできないほど、力強く俺に言った。

「先生たちは学園の一流シェフが作る昼食を格安で食べてる。それなのにここまで美味しく感じるって……お前本当に何者だよ!?」

「そう言われても……」

「美味いから何でもいいんだけどな！」

　沢田先生だけでなく、全員が俺の作ったご飯を美味しいと言って食べてくれた。

　……なんだか新しん鮮せんだ。

　今まで俺が食べる分の料理しかしてなかったし、自分で食べるから味もそんなに気にしたことはなかったけど……こうしてみんなに美味しいって言ってもらえるのはとても嬉うれしいな。

　料理は昔からやっていたこともあるし、【料理】スキルもあるから、美味しくできたんだろう。

　皆がとても美味しそうに食べていると、それを見ていた周囲の生徒たちが涎よだれを垂らしていた。

「う、美味そう……」

「おかしい……俺たちの晩飯はこんなに質素なのに、なんであっちはあんなに豪華なんだ……！」

「運動もできて、顔もよくて、料理もできて……天は二物を与あたえすぎじゃないか!?」

　うーん……そんなに見られると全員分作りたくなるけど、さすがに材料も時間もないからなぁ……。

　若じやつ干かん居い心地ごこちの悪さを感じながら、俺も自分で作った料理を食べ始めるのだった。

　皆食べ終えると、沢田先生は満足そうにお腹をさすった。

「はー……食った食った」

「お、お粗そ末まつ様です」

　皆美味しそうに食べてくれて、本当に嬉しいなぁ。作ったかいがあったってものだ。

「……なあ、天上」

「はい？」

「お前、先生と結けつ婚こんしないかー？」

「うえっ？」

「さ、沢田先生!?」

　沢田先生の突とつ然ぜんすぎる言葉に、俺だけでなく周囲の皆が驚おどろいた。

「いやー。先生、こんなだからなぁ。普段からだらしなくて、料理もできないし、洗せん濯たくもできない……。学生時代も好きなことや勉強だけしてきて、おかげでこの歳まで浮ういた話の一つもないんだぞー。さすがにまずいだろう？」

「は、はあ……？」

「そこで、お前だ、天上。うん、お前ほどの優良物件は他にはない。こんなに美味しい料理が食えるなんて思わなかったからなぁ。と、ここまでくれば逃のがす手はないだろう？　というわけで、結婚して養ってくれー」

『何言ってんだアンタ!?』

　沢田先生の言葉に俺ではなく、他の先生や生徒たちが一斉にツッコんだ。

「沢田先生、いくら何でも酔よっぱらいすぎですよ！　もうお酒は控ひかえてください！」

「やめろー。せっかく山に来てるんだから、お酒くらい飲ませろー！　そして天上は私と結婚だー」

「いや、生徒に手を出すのはまずいですって！」

「彼氏いない歴イコール年ねん齢れいなのがコンプレックスなのは分かりますけど、節度ある大人の対応を！」

「大体、沢田先生に天上が釣つり合うと思ってるんですか!?　夢見てんじゃないですよ！」

「おっとー？　ここまで罵ば倒とうされるとさすがの先生も泣いちゃうぞー」

　沢田先生は言葉通り、少し涙なみだ目めになっていた。さ、さすがに可哀想……。

　とはいえ、沢田先生はどう見てもお酒で出来上がっているようなので、これも一種の酔っぱらいの絡からみなのかな？

「さ、沢田先生！　優夜君はダメです！　理由はその……色々ありますが、優夜君はダメなんです！」

　楓が必死に沢田先生にダメだと言うたびに、俺の心にも傷ができていった。だ、ダメっていうのは、沢田先生と俺では色々倫りん理り的にダメって意味で、俺自身がダメってことじゃないよな？　そうだよな!?

　予想外のダメージを負う俺をよそに、沢田先生はまるで懲こりた様子もなく俺に言った。

「まあ今すぐ返事をするのは難しいかー。よし、先生はいつまでも待つぞー。というより、逃さん」

「だから自じ重ちようしろ先生！」

「ダメな大人が若者の未来を奪うばうな！」

「そうだそうだー！」

「……泣いていいかー？」

　ぶつけられる言葉の数々に再び沢田先生は涙目になっていた。

「えっと……いきなり結婚とかそういうことを言われても困りますし、何より生徒と先生なので……でも、沢田先生はいい先生だと思いますよ？　だから皆さんもそこまで言わなくても……」

　うん、生徒に手を出そうとするのはちょっとどうかと思うけど、それ以外は普ふ通つうにいい先生だと思う。まあプライベートな部分は全く知らないから何とも言えないんだけど。

「おお、天上！　お前はますますいいヤツだなぁ！　先生、嬉しいぞー」

「むぐっ!?」

　俺がやんわりとフォローを入れると、それに感激したのか沢田先生は俺を抱だきしめた。

　その結果、沢田先生のむ、胸が俺の顔に……！

「あああ!?　せ、先生！　何してるんですか!?　ゆ、優夜君を放してください！」

「優夜……君は何て羨うらやましい……否いな、けしからんことを……！」

　頭を抱きかかえられた俺を沢田先生から引き離はなそうと、楓も俺の腕うでを引っ張ってくる。

　そして晶は何故か恨うらみ節を俺にぶつけるだけだった。た、助けて……。

　俺の言葉は届くことなく、沢田先生は俺の頭を撫なでる。

「何もおかしなことはないぞー。先生はいい子を褒ほめてるだけだからなー」

「明らかに普通の教師の行こう為いの範はん囲いを超こえてますよね!?」
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「ダメだ……独身を拗こじらせるとこんなにも面めん倒どうくさいのか……！」

　沢田先生とその他の人たちが言い合う中、一人冷静な凜が俺を指さして言った。

「あの……優夜がとても苦しそうなんですが……」

『え!?』

「む、むがが……」

　先生の胸がどうとか以前に、息が全くできなくて俺は死にかけていた。

　慌あわてた沢田先生と楓がすぐに俺を放すと、やっと息ができるようになる。

「ぶはぁ！　はぁ……はぁ……」

「あはは！　優夜、どうだい？　天国は見えたかい？」

「て、天国じゃなくて、三さん途ずの川が見えたよ……」

　爆ばく笑しようする凜に、俺はそう答えることしかできなかった。

　結局沢田先生の発言を有う耶や無む耶やにしながら回かい避ひし、俺はその場を乗り切ることに成功したが……立ち去るときの沢田先生の視線はまだ諦あきらめておらず、楓もどこか対たい抗こうするように沢田先生を睨にらんでいるのだった。

　だから晶。君もそんな血の涙を流しながら俺を見ないでください。不本意です。
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「ナイト！　またすぐ戻もどるけど、取りあえずただいま！」

「ワン！」

　沢田先生たちとのやり取りを終え、俺は人ひと気けのない場所に移動して転移魔ま法ほうを使用し、家に戻っていた。

　また向こうに戻るときは気をつけなきゃいけないが、まずはナイトのご飯だな。

　向こうでも料理したのだが、戻ってきてもナイトの食事を用意するために料理を開始する。もちろんサバイバルではないのでちゃんとした食材を使って料理してますけどね。

　異世界産の食材も使って完成した料理を出すと、美味おいしそうに食べてくれた。

「どうだ？　美味しいか？」

「わふ！」

「そうか」

　……楓たちにも美味しそうに食べてもらえて嬉しかったように、俺は人に料理を作ったりして喜んでもらうのが好きなようだ。

　まあ誰だれもが人に嫌きらわれるのは嫌いやだろうし、俺だけの感性じゃないだろうけどね。

「よし、それじゃあ俺はまた戻るな。いい子にしててね」

「わふ！」

　元気のいい返事を聞き、俺はナイトを撫でると慎しん重ちようにキャンプ場に戻るのだった。

　キャンプ場に戻ると、どうやらお風ふ呂ろの時間のようで、俺たちは広大な土地の中にある温泉に向かった。見つけるまで大変だったが、他の皆みなも見つけたようで、かなりの生徒が集まっている。

「それじゃあ、また後でね～」

　楓たちと別れて俺たちが男湯に移動すると、すでに多くの男子生徒が入っていた。

　体力的には問題ないとはいえ、お風呂に入ってゆっくりしたい気持ちはあるので、俺たちも急いで服を脱ぬぐのだが……。

「……ねえ、なんでそんなに見てくるの？」

　何な故ぜか周囲の男子生徒が俺の方を見て固まっていた。

「い、いや……優夜の体がとんでもないからさ……」

　俺の問いかけに、晶は聞きようによっては危ない発言で答えた。

　そんな晶の回答に周囲の男子たちも勢いよく首を縦に振ふる。

「な、何かおかしいかな？」

「おかしいとかそういうワケじゃなくて！　いや、ある意味おかしいのか……？　と、とにかく！　何!?　その腹筋！　てか全体的な筋肉量！　それで帰宅部とか信じられないよ!?」

　……異世界で鍛きたえたからかな？　絶対に言えないし、信じてもらえないだろうけど。

　異世界でレベル上げしてるだけじゃなく、効果があるかは分からないけど筋トレ……腕うで立て、腹筋、背はい筋きんなんかは毎日５００回くらいやってるしね。

　でも本当に前とは見み違ちがえるほど体は引き締しまったよなぁ……。

「マジですごい……」

「イケメンでスタイルもいいとか、俺たちはどうすりゃいいんだよ……」

「てか筋肉もそうだが……」

『アソコがデカい……！』

「どこ見てる!?」

　男子たちの視線が俺の股こ間かんに向けられてることに気づいて俺はすぐにタオルで隠かくした。

　そんなやり取りがありながらも何とか温泉に入る。

「おお、広い……！」

「お金のある学校ってだけあって、こういうところはさすがだなぁ……あれ？　そんな学校で僕たちは何でサバイバルをしてるんだ？」

「ははは……」

　晶の言葉に俺は苦笑いを浮かべた。

　でも温泉は本当に広く、俺たち男子生徒全員が一いつ斉せいに入れるだけのスペースがある。

　感心しながら温泉を見み渡わたしていると、亮りようと慎しん吾ご君の姿があった。

「お、優夜！」

「き、今日初めてしゃべるね」

「亮に慎吾君！」

「やあ、そっちはどんな感じだい？」

　晶の言葉に亮たちは苦笑する。

「いやあ、キャンプはしたことあっても、食材までは現地調達とかしたことないから、色々大変だわ」

「り、料理は僕も亮君もできるし、問題ないんだけどね。ただ、普通に大変だよ」

　どうやら亮たちはそれなりに苦労したようだ。

　まあ俺は【鑑かん定てい】っていう一種のズルだけでなく、レベルアップした超ちよう人じん的な肉体のおかげで苦労してないんだけどね。

「そう言えば聞いたぜ？　優夜、お前、手で魚捕つかまえたんだろ？」

「ま、まあね」

「他にも料理がとても美味しかったって話も聞いたよ？」

「ははははは……」

　うん、予想以上にやりすぎたかもしれない。

　でもそうしないと美味しいごはんが食べられなかったんだ。許してほしい。

　亮たちの言葉に思わず曖あい昧まいな笑みを浮うかべていると、晶が重く頷うなずいた。

「ああ……優夜君の料理は最高だった……僕は初めて料理の神を見たかもしれない……」

「お、おお？　そこまで美味うまかったのか……てか、前の体育のときもそうだったけど、やっぱり優夜はスゲェな！　こうして体も見ると本当に帰宅部って感じじゃねぇしよ。ボクサーとか空手家とか、格かく闘とう技ぎ系の体って感じだな」

「り、亮君も大たい概がいだけどね」

　慎吾君の言葉に俺も頷きながらも、亮の観察眼に内心驚おどろいていた。

　確かに俺の体はスポーツっていうよりは戦いに特化しているはずだ。なんせ魔ま物ものと殺し合いしてるワケだし。

　それを体を見ただけで見み抜ぬくなんて……それとも他の人も分かるもんなのかな？

　改めて亮のすごさを実感しながらも、俺たちはお互たがいの情報交こう換かんなんかをしながらお待ちかねの温泉に浸かる。

　そのころにはもうすでに空は暗くなっていた。

　夜空には星が輝かがやいていて、異世界とは違った趣おもむきだった。

「あー……気持ちいいなぁ……」

　お湯につかると思わず出ちゃう声でそう言うと、亮たちも同意する。

「でも明日は何するんだろ？」

「さあ？　ただ今日と同じで山とか川で食材捕とって来なきゃいけないだろうけど……」

「僕はもう熊くまの囮おとりは嫌だからね！」

「あ、晶君に何があったんだい……？」

　実際、明日は何するんだろう……。

　明日の予定も気になるが、今はそれぞれが今日の疲つかれを癒いやすため、ここで話を切り上げる。

　そしてゆったりとした雰ふん囲い気きのまま、温泉を楽しむのだった。




　　　　＊＊＊




「温泉、楽しみだね～」

　優夜たちが男湯で寛くつろいでいる一方、楓たちも温泉に入る準備をしていた。

　すると、隣となりで服を脱いでいる楓の姿を、一人の女子生徒がじっと見つめていた。

「楓！」

「へ？　うひゃあ!?」

　じっと楓を見つめていたその女子生徒に突とつ然ぜん、楓は胸を揉もまれた。

「アンタのおっぱい、本当に大きいわよね～」

「ちょっ、ちょっとぉ！」

「こんな胸で陸上部とか……アンタ男子生徒を殺す気？」

「何で!?」

「あー……確かに。アンタの胸は殺人級かもね」

「凜ちゃんまで!?」

　さらに近くにいた凜も、楓の胸を見ながらそう言った。

「おや？　皆さん、どうしたんですか？」

「あ、佳織さんと雪ゆき音ねちゃん！」

　そんな楓たちの元に、佳織と雪音が不思議そうな顔でやって来た。

　すると楓は急いで凜たちの元を離はなれ、佳織に匿かくまってもらおうとする。

「二人とも聞いてよ～。凜ちゃんたちが私をイジメてくる～」

「え、えぇ？」

「……どういうこと？」

「いやぁ、楓は胸が大きいのに陸上なんてやってるから、男子たちを悩のう殺さつできるんじゃない？　って話さ」

　そこまで聞いた二人は一斉に楓の胸を見た後、自分の胸に触ふれた。

「楓さん……ズルいです」

「……失望した」

「な、何でええええ!?　私悪くないよ!?」

「あはははは！　まあまあそう楓を睨にらまないで！　二人だってスラッとした綺き麗れいな体してるじゃないか」

「それを言えば……凜ちゃんこそ、モデルさんみたいな体型だよね」

　楓の言う通り、凜は女性にしては身長も高く、手足も長い。

「まあそこは個性ってことで……あ、胸の大きさでいえば、沢田先生も大きいよねぇ」

「沢田先生？」

　突然話題に上った先生の名前に、佳織が首をひねっていると、楓が今日の出来事を教えた。

「そう、そうなんだよ！　沢田先生が、優夜君の料理を食べて……それで結けつ婚こんをって！」

「ええ？　け、結婚？　あの、一体何の話ですか？」

「楓、そんなに端折はしよった内容じゃ伝わらないよ。今日の夕飯で、優夜が採って来たモノを使って作った料理がとても美味かったのさ。それで、それを審しん査さ員である先生方も食べたわけだけど……そのあまりの美味しさに沢田先生が優夜に結婚を申し込んだんだ」

「どこをどうすれば結婚に繫つながるんですか……」

「……近くで見てたけど、美味しそうだった。私も食べたかった……」

「雪音さんまで……それにしても、教師が生徒に結婚だなんて……色々問題がありますよね？」

「ははは！　まあね。でも、そんな沢田先生の胸は楓並みだからなぁ。あの胸で迫せまられちゃ、男子なら普ふ通つうにノックアウトじゃないかい？」

「そ、そんな……」

　凜の言葉に佳織はショックを受けた様子でよろめいた。

　だが、楓はそんな佳織とは真逆に闘とう志しを燃やす。

「い、いいもん！　沢田先生がその気なら、私だって……！」

「え？　楓さん、それってつまり優夜さんのことを……」

「へっ？　あ、あああ！　ち、違うよ!?　別に優夜君だからってワケじゃなくて……！」

　顔を真っ赤にして慌あわてる楓を、凜は冷静に眺ながめる。

「……相変わらず分かりやすいねぇ」

「……胸、大きいのズルい」

「アンタはまだ言ってんのかい……」

　楓の決意を前にした佳織は、再び自分の胸に目を落とすと小さく呟つぶやいた。

「優夜さん……胸の大きい女性の方がいいんでしょうか……？」

　そんなこんなで温泉に入る前から盛り上がり、やっとお湯に浸かる。

　すると、男子たちと同じように、楓たちもあまりの気持ちよさにうっとりしていた。

「気持ちいいねぇ」

「そうだね～」

「キャンプだー！　ってくらいの気持ちで来たから、まさかサバイバルみたいなことをさせられて本当に驚いたよー」

「本当にね……でも、明日も同じ形式で食事を用意しなきゃいけないわけでしょ？」

「うっ……そうだった……」

　凜の言葉に楓が言葉を詰つまらせると、周囲の女子も話に加わって来た。

「えー！　でも楓たちはいいじゃん！　あの天上君と一いつ緒しよだよ？」

「そうそう！　うちの学校に来て早々、全校生徒の噂うわさの的まとになったくらいなんだから」

「しかも超ちよう有名雑誌の『CutieBeauty』に、人気急上じよう昇しよう中の美み羽うちゃんと並んで写ってたし！」

　その話題の主役は優夜で、彼女たちは女子生徒特有の姦かしましさで盛り上がっていた。

「今日の話も聞いたけど、天上君、手づかみで魚捕まえたんでしょ？　それに料理もすごい美味しかったって聞いたよ？」

「うん！　すごく美味しかった～」

『いいなぁ！』

　うっとりとした様子で語る楓に、周囲の女子生徒たちは羨せん望ぼうの声を上げた。

「はぁ……天上君と一緒の班ってだけでも羨うらやましいのに、手料理まで食べられるなんて……」

「ここまですごい人が近くにいると、なんだか私たちは漫まん画がの中の住人になった気分よね～」

「あ、それ分かる！」

　この後も優夜たちとはまた違った雰囲気で、彼女たちはそれぞれが学園のこと、男子生徒たちのこと、明日のことなど女子会のように語りながら、ゆったりとした時間を過ごすことができたのだった。
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　次の日の朝、ほとんどのクラスの班が同じ場所で固まってテントを張っていたこともあり、周囲には動き始めた生徒がたくさんいた。

　その中には、亮たちの姿もある。

「も、もう嫌いやだ……僕が想像してたキャンプと全然違うじゃないか……また食材探しから始めるなんて……！」

「諦あきらめろ、晶。ここで俺たちが文句を言っても飯は出てこねぇぞ」

「分かってるけど、納得できないよねぇ！」

「ひとまず今日も乗り切ろう」

　そんな風に、周りでも同じようにこれからの予定などを話し合って、和気あいあいとした雰囲気が漂ただよってるそのときだった。

「く、熊だあああああ！」

「へっ!?」

「く、熊!?」

　生徒の一人が大声を上げながら走ってくるのが見えた。

　よく見ると、その後ろを熊が猛もうスピードで走ってくる。

「く、熊だとぅ!?　しかもアイツは昨日僕を食べようとしたヤツじゃないか！」

「マジで!?　ちょっと晶、また囮になって来なさいよ！　何なら倒たおしていいから！」

「さすがに無茶だ！　この僕でも熊殺しの貴公子は名乗れない！」

「倒せなくても囮は行けるね！」

「は、謀はかられたあああああああ！」

　さっきまで体力の限界といった感じだった晶も、さすがに熊が出たとあってはその場で飛び起きていた。

　すると生徒の誰だれかが先生たちを呼びにいったらしく、沢田先生たちがやって来た。

「おーい、みんな無事かー!?」

「いいか、生徒たちは今すぐ先生たちの後ろに避ひ難なんするように！　移動するときは、できるだけ熊との間に障害物があるようにしろ！」

　幸い、熊の近くには生徒がいないため、何とか教師たちの後ろにまで避難することに成功する。

　だが、熊もそんな俺たちを追うようにして走ってきた。

「さすがに教師の中に猟りよう銃じゆう使えるヤツはいないからなぁ」

「ヒヒヒ……く、薬を使う……？」

「よ、黄泉川先生落ち着いて！　それ使ったら俺たちも死んじまわないか!?」

「そもそも何でウチの敷しき地ちに熊が？　そこら辺は徹てつ底ていして管理してるはずだが……」

「多分近くの山からフェンスを破って来たんでしょう。そこら辺の調査もしないとダメですね……」

「とにかく警察が来るまでしのぐしかないなぁ」

　先生方がそう話し合ってる中、生徒たちに気を取られていた沢田先生が転んでしまった。

「おっと……」

「沢田先生！」

　熊くまを前にして隙すきを晒さらすと、かなり危険だ。

　そのため、他の先生方が急いで助け起こそうとするも、気付けば近くにまで熊が来ていた。

「グオオオ！」

「……こりゃ参ったなぁ」

　どこかのんきにそんなことを言う沢田先生だが。よく見ると額から冷や汗あせが流れている。

　ゆっくり、ゆっくりとその場から後退しようとするが、熊はその動きすら見み逃のがさなかった。

「ガアアア！」

「あ、危ない！」

　興奮状態の熊が太い腕うでを振ふり上げ、今にも沢田先生に振り下ろそうとした瞬しゆん間かん────俺は気付けば走っていた。

「ゆ、優夜君!?」

　近くにいた楓が驚おどろいた様子で声を上げるが、そのときにはもう俺は沢田先生と熊の間に立っていた。

　そして勢いよく振り下ろされたその腕を、俺は片手で受け止める。

「グオ!?」

「て、天上!?」

　熊だけでなく先生も俺の乱入に驚き、そして目の前の光景に、これでもかというほど目を見開いていた。

　あー……なんて言い訳しよう？　もうここまでくると、ちょっと運動神経がいいだけの人ではないよなぁ。

　でも人が襲おそわれているのに、それをただ黙だまって見ている方が俺にはできない。どうなるか分からないけど、まあなるようになるだろう！

　魔ま物ものを相手にするのと野生の動物を相手にするのとでは、俺にとっては動物を相手にするのは全然大したことではないのだ。

　なんせ、異世界では火を噴ふく熊……【デビルベアー】と殺し合いをしたくらいなんだからな。

「ぐ、グオオオ！」

　手による攻こう撃げきを受け止められた熊は、慌ててもう片方の手を振り上げ、俺めがけて振り下ろした。

　だが俺は、その攻撃ももう片方の手で受け止めると、手四つの体勢になる。

「く、熊と組み合ってるぞ!?」

「何が起きてんだよ!?」

「人間が素手で熊に勝てるのか!?」
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　誰もがあり得ない状じよう況きように目を見開く中、俺はすぐに終わらせるために手四つの状態から熊の腕を跳はね上げ、その胴どう体たいに腕を回すとまるで相撲すもうのように抱だき着いた。

「グオオオオオオオ!?」

「金きん太た郎ろうかよ!?」

「いやいや、それ以前に何で熊と対等に力比べできてるの!?」

　亮と楓がそろってそうツッコむ中、俺はそのまま熊を持ち上げた。

「それっ！」

「グオオオオオオオ！」

「も、持ち上げたああああ!?」

「どっせい！」

　持ち上げた熊をそのまま遠くに放り投げる。

　すると熊は簡単に飛んでいき、そのまま地面を転がって目を回して倒れた。

　俺は軽く手を払はらうと、目を回す熊に声をかける。

「ふぅ……これに懲こりたら、無闇に人を襲うんじゃないぞ？」

『いやいやいやいやいや！　それはおかしいから！』

　俺と熊の様子を見ていた全員が、そうツッコんだ。

「て、天上！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あ、沢田先生。俺は何ともないですよ？　先生こそ大丈夫ですか？」

「え？　あ、ああ、先生は大丈夫だぞー……って何ともないはおかしい！　今すぐ黄泉川先生に診みてもらえ！」

「ええ!?　で、でも本当に大丈夫……」

「いいから診てもらえ」

　珍めずらしく真しん剣けんな表情の沢田先生に促うながされ、俺はしぶしぶ黄泉川先生に診てもらうことになるのだった。
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　結局黄泉川先生に診てもらうも、俺の体が何ともないと分かると、改めて沢田先生に感謝された。

「天上、ありがとうなー。本当なら教師としてあんな危険な行こう為いをしたお前を𠮟しからないといけないんだが……今回ばかりは命を救われたからなぁ。ご褒ほう美びに私なんてどうだー？」

「え、遠えん慮りよしときます……」

「そうかー。まあ、気長に待つぞー」

　あの、気長に待たれても困るんですが……。

　ひとまずある程度ことが片付いたので、これでお終しまいだと思っていたが……一番大きな問題が残っていた。

　それは────。

「グオ……」

「この熊、どうするんです？」

　すっかり大人しくなってしまった熊だ。

　このままいけば、完全に殺処分といった扱あつかいを受けるだろう。それか、運が良ければ動物園とかかな？

　そんなふうに考えていると、佳織がやって来た。

「そちらの熊ですが……せっかくなので、この施し設せつで飼うことにしました」

「へっ!?　飼う!?」

　まさかの言葉に驚くと、佳織はにっこりと笑う。

「はい。もう市などの許可はいただいているので、飼うこと自体は問題ありません。防犯の一つとして、番犬ならぬ番熊として育てていけたらと思います」

「番熊……」

　なんだ、そのパワーワード。

「よくそんな簡単に許可が下りたね？」

「そこは……まあ……父の力、ということで……」

　権力ってすごい。

　熊も、佳織の言葉が分かるのか、目を輝かがやかせながら佳織の方を見ていた。

「でも……大丈夫なのか？　被ひ害がいがなかったとはいえ、熊を飼うなんて危ないんじゃ……」

「大丈夫ですよ！　もしこの熊さんが人を襲うようなことがあれば、そのときは熊肉として美味おいしく食べる予定ですから」

「グ、グオ!?　く、くまー。くまくまー」

「お前今まで『グオオ』って鳴いてたよね!?　もしかしてそれが媚こびてる声なのか!?　でも媚びるにしても『くまー』はおかしい！」

　色々と不安が残りはするものの、こうして熊も無事（？）学園の施設で飼われることになり、俺たちの野外学習は終しゆう了りようするのだった。
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「……楽しかったな……」

　依い頼らいを受け【大だい魔ま境きよう】で調査を続けていた【首狩かり】は、小さな声でそう呟つぶやいた。

　だが、その楽しみも終わりを告げ、もうこの【大魔境】へと来る機会もなくなる予定だった。

　レクシアを救った者の存在を未だに摑つかむことができない中、その人物を王城へと招待するという話が出ていた。

　その招待されるという日が、遂ついに明日に迫せまっている。

　しかもレクシアたちが、そのレクシアを救った謎なぞの人物をこの【大魔境】の入り口まで迎むかえに来るというところまで情報を摑んでいたのだ。

【首狩り】はそのまま依頼者である貴族の要望に従い、その日にレクシアと謎の人物を抹まつ殺さつする予定だった。

「……あいつは、元気にしているだろうか？」

　今の【首狩り】の脳のう裏りに浮うかぶのは、一人の青年の姿。

　最初の調査の際、ゴブリン・エリートの群れに襲われ、死にかけていたところを救ってくれた青年────ユウヤ。

　異国の雰ふん囲い気きを纏まとう不思議な青年で、ナイトという黒い犬を連れている。

「ふふ……」

　何度思い返しても笑ってしまう。

　私が咄とつ嗟さについた噓うそ……修行のためにこの【大魔境】に来ているということ。

　もし本当に修行するなら、いきなり【大魔境】のような危険な場所には行かない。何かがあったとき、そのまま死に直結するからだ。

　それにそもそも【大魔境】は修行には不向きだろう。それは群れで行動する魔物が多いからだ。それも、一体だけでも脅きよう威いとなるゴブリン・エリートなどがである。

　一体を相手にするので精せい一いつ杯ぱいな魔物が群れでいるような場所で修行するなどというバカはいないだろう。一体を倒たおすことすら困難なのだから。修行以前にその場で殺されるのが目に見えている。

　だからこそ、そんな荒こう唐とう無む稽けいな内容を口にしたとき、私は思わず口を押さえたくなったが、もう口にしてしまったからには今さら取り消すことはできない。

　これで余計に怪あやしまれるな……そう、思っていたのだが。

『へ？　あ、ああ……俺も……その……修行！　修行のためにこの森に来てたんです！』

　……まさか、本当に修行としてこの【大魔境】を選せん択たくしている人間がいるとは思わなかった。

　そのせいで私は変に挙動不ふ審しんになったが、ユウヤはそのことを指し摘てきすることはなかったため、恐おそらく気付いていないだろう。

　そして疑われる側だった私だが、今度は逆にユウヤが本当に【修行】などという名目でこの【大魔境】に来ているのか疑わしくなった。

　だが、ユウヤと交こう渉しようした結果、ともに修行という名目で【大魔境】に挑いどんでいくと……私はユウヤが本当のことを言っていたと知った。

　なんせ、ゴブリン・エリートの群れを一人……またはナイトとの一人と一匹で殲せん滅めつしてしまったからだ。

　よく考えれば、それだけの実力がなければ私をあの状況から救うことはできないはずだ。

　とにかく、ユウヤが本当にこの場所に修行に来ていると分かった私は、そこから少しずつ彼らと親しん睦ぼくを深めていくことができた。

　ユウヤは不思議な男で、見た目や身に纏う物は一級品で、貴族または王族らしい立ち振ふる舞まいをしているというのに、その知識はかなり偏かたよっている。

　言こと葉ば遣づかいや礼れい儀ぎに関しては上流階級の者と何ら変わらないが、修行先として選んだはずの【大魔境】のことを詳くわしく知らなかったり、それどころかこの世界の常識自体に疎うといところがあった。

　ただ、私にはそれでも問題はなかった。

　彼らに命を預ける中で、そんなことは些さ細さいな問題となったのだ。

　……依頼を受けた身でありながら、純じゆん粋すいに彼らとの時間を楽しんでしまったのだ。

　ここで一つ予想外だったのが、ユウヤの持ち運びできるお風ふ呂ろという非常識なアイテムによって、私がお風呂好きになったことだろう。

　風呂というモノは、貴族だけが入ることのできる贅ぜい沢たくなモノだ。

　それを持ち運びできるアイテムとして持っているユウヤに、戦せん闘とう力以外でも驚おどろかされることになった。

　……今まで川で血を洗い流すだけの毎日を過ごしてきた私が、お湯の温かさを知った。

　冷え切った心すらも溶とかすような、その温かいお風呂の魔ま力りよくに私はすっかり虜とりこになってしまったのだ。

　もちろん、お風呂にだけかまけていたわけではない。

　気づけば私もゴブリン・エリートを三体までなら相手できるようになっており、かなり強くなったと思う。

　だからこれからも一いつ緒しよに強くなれたら……そう考えたが、私の仕事がその思いを留とどまらせた。

　私は、すでに何人もの人間を殺してきた。

　だからこそ、私には分かる……ユウヤは、綺き麗れいだ。

　魔ま物もの以外の存在を、殺したことがないだろう。

　それに比べ、私は生きていくために何人もの命を葬ほうむってきた。

　孤こ児じとして生まれ、自分の身を護まもるために必死で身につけた力で……生き抜ぬいてきたのだ。

　女だからこそ、何度も身の危険を感じたが、そのすべてを無事に切り抜けてきた。

　そして誰だれにも何も奪うばわれないように力をつけて気づけば……【首狩り】として畏おそれられる存在となっていた。

　私は、この世界でしか生きていく術すべを知らない。

　女であることを隠かくし、ただ力によって対象を殺害する。

　それしか……生きる方法を知らないのだ。

　私の手は汚よごれている。数えきれないほどの血で、汚れているのだ。

　そんな私の隣となりに、綺麗なユウヤがいてはいけない。

　その手は、決して汚してはいけないのだ。

「それにしても……あいつは、眩まぶしかったなぁ……」

　素直にそのときの感情を表に出せる純粋さ。

　生き残るために感情を殺してきた私には……とても眩しかった。

　私も光を浴びて、生きていけると……そう錯さつ覚かくしてしまうほどに。

「でも……それも今日で終わりだ」

　ユウヤに修行を止やめることを告げられたとき、本当に寂さびしかったし、悲しかった。

　ただ、それと同時に私自身も、もう終わりが近づいていることを何となく感じ取っていた。

　理由は、やはりレクシア王女たちが【大魔境】へ出向くという話だ。

　私に依頼してきた貴族から話を聞く前に、すでに街の中で噂うわさされていたのだ。それを闇やみギルドに所属している私が知らないわけがない。

　そして、その依頼のために、私はユウヤと共にいることができなくなる……。

「……ユウヤが、本当の私を知ったらどう思うかな？」

　その答えを知るのが怖こわいが、聞いてみたい気もする。

　──でも、それももう叶かなわない。

「……」

　私は無言で仮面に手を伸のばすと、そのまま顔に着ける。

　私は、殺し屋。

　闇ギルドの一員にして、【首狩り】。

　だから────。

「────さようなら、ユウヤ」

　私は闇に紛まぎれるように、【大魔境】に向けて街を飛び出す。

　ユウヤとの思い出を振ふり払はらうように、私はただ無心で移動した。

　それでも、ユウヤと過ごした日々は……私にとって、どうしようもないほど大切な思い出になっていたのだ。

　生きるために、他者を殺してきた。

　殺すという行こう為いに、望むとか望まないといった感情はあってはならない。

　それが、私が生きるために殺してきた人々に対する敬意の一つだ。

　……それでも、私は考えてしまう。

「もし……もし、私とユウヤが今とは違ちがう立場で会えたなら……」

　私の人生が、他者の血とは関係のない、普ふ通つうの人生だったのなら……。

「……ユウヤ。私は、胸を張って貴方あなたの隣にいられただろうか？」

　私の呟きは闇に飲み込まれるのだった。




　　　　＊＊＊




「さて、それじゃあナイト。行こうか？」

「ワン！」

　野外学習から無事帰ってきた俺は、ナイトを連れて約束の【大魔境】の入り口まで向かうことにした。

　ちなみに、今日からゴールデンウイークなので、こうして時間を取ることができたのだが……この連休にプラスして、野外学習の振り替かえ休日もあるから、実際はもう少し長い連休になっていた。この連休をフルに使うことはないと思うけど、これだけ休みがあればちゃんと学校が始まる前に帰ってこれるだろう。ダメでも魔ま法ほうで帰ればいいだけだし。

　それより今の俺の心配は、ナイトのことだ。

　レクシアさんたちと会ったときにはナイトはいなかったのだが、今となってはナイトは俺の家族だ。できることなら連れていきたい。

　もし仮にダメだったなら、魔法で何とかしようとも思ったが……うーん、認めてもらえるかな？

　ここで考えても答えは出ないので、もう直接会って頼たのむしかない。

「よし、出発！」

　用意するモノといっても、すべてアイテムボックスに入っているので、【血けつ戦せん鬼きシリーズ】を身に着けて出発した。

　いつもなら真逆の森の奥に移動するのだが、今日は【大だい魔ま境きよう】の入り口の方面だ。

　ルナと一緒に修行と称しようした魔物狩がりを行ったわけだが……多少は少なくなってるかな？　いや、野外学習の間は入り口付近には行けてないし、あまり期待しない方がいいだろう。

「それにしても、ルナはどうしてるかなぁ？」

「……わふ」

　俺の言葉にナイトは何とも言えない表情で鳴いた。

　しばらく進んでいると、不意に魔物の気配を感じ取る。

「おっと……やっぱり魔物の数はあまり変わってないみたいだな」

「ワン」

　即そく座ざにスキル【同化】を発動させ、警けい戒かいしながらその気配に近づくと……。

「……何だ？　アイツ……」

　見慣れない魔物が一体、そこにいた。

　いや、魔物自体は複数体いるのだが……それらはすべて、【ブラッディ・オーガ】なのだ。

　そして見慣れない魔物というのが、そのブラッディ・オーガの中でもさらに体が大きく、全体的に赤黒さと禍まが々まがしさが増した個体だった。

　息を殺したままその個体に【鑑かん定てい】のスキルを発動させると……。




【ブラッディ・オーガロード】

レベル：５００、魔力：４０００、攻こう撃げき力：２５０００、防ぼう御ぎよ力：１００００、俊しゆん敏びん力：１００００、知力：３０００、運：１０００




　ぶっ!?　ま、まさかの【キング・オーク】クラスだと!?

　攻撃力や俊敏力に関していえば、キング・オークを超こえてるぞ！

　……どうやら、このブラッディ・オーガロードとやらはブラッディ・オーガの上位種で間違いないようだ。

　どうするか……今日はレクシアさんたちと会う予定とはいえ、ここでこの魔物を倒たおさないのも……。

「……よし、ナイト。コイツらをここで倒そう。もしこの魔物がレクシアさんたちの方に向かったら危険だしな」

「わふ」

　幸い、時間指定をしていなかったこともあり、早めに家を出ているおかげで時間的には大だい丈じよう夫ぶだと思っている。

「よし……俺が合図をしたら、ナイトは通常のブラッディ・オーガの相手を頼む」

「ワン！」

「それじゃあ……ゴー！」

「グルウォオオオン！」

「グガアア!?」

　俺の合図とともに、雄お叫たけびを上げながら突とつ撃げきしていくナイト。

　突とつ然ぜんの攻撃にブラッディ・オーガの群れは一いつ瞬しゆん対処に遅おくれ、そのまま何体かはナイトの爪つめの餌え食じきとなった。

　だが、ブラッディ・オーガロードは違い、油断なくナイトを警戒している。

　──ただ、相手はナイト一人じゃない。

「そこだっ！」

　俺はスキルでそれまで気配を消しており、ブラッディ・オーガロードがナイトに意識を集中した瞬間、【絶ぜつ槍そう】を全力で投とう擲てきした。

　この攻撃はキング・オークですら防ぐことができなかったので、恐おそらくブラッディ・オーガロードも……!?

「グオオオオオオオオオオ！」

「何っ!?」

　なんとブラッディ・オーガロードは、俺の投げた【絶槍】の穂ほ先さきを、両手で挟はさみ込むようにして受け止めたのだ！

　しかも、そのまま【絶槍】の柄えを摑つかむと俺めがけて投げ返してくるッ！

「うおっ……」

　急いでその場から飛び退のくと、さっきまで俺がいた場所を【絶槍】がものすごい速度で通過していった。

　幸い【絶槍】は俺にしかちゃんと扱あつかうことができないので、俺に絶対に当たる保証もなければブラッディ・オーガロードの手元に帰る心配もなかった。ブラッディ・オーガロードの投げた【絶槍】は、ちゃんと俺の手の中に戻もどってきている。

　とはいえ、まさか賢けん者じやさんの武器を投げ返されるとは思わなかった……予想外の攻撃に本気で焦あせった。もしこれが俺しか扱えない制限がなければ、相当厄やつ介かいなことになっていただろう。

　俺はすぐに【絶槍】をアイテムボックスに収納すると、別の武器を取り出した。

　それは……。

「これなら……どうだっ!?」

「ぐ、グオオオオオ!?」

　俺は自分の身長以上ある巨きよ大だいな大おお槌づちをブラッディ・オーガロードめがけて躊躇ためらいなく振り抜ぬいた。

　その攻撃をブラッディ・オーガロードは受け止めようと両りよう腕うでを突つき出したが、その腕は簡単に破は壊かいされ、そのまま吹ふっ飛ばされることもなく爆散した。

【世界打ち】。

　賢者さん家にあった武器の一つで、見た目は今の俺の身長……つまり１８０㎝を越える巨大な槌だ。

　賢者さんの武器はどれもそうなのだが、特別な装そう飾しよくは一切施ほどこされておらず、見た目だけならば完全に巨大な木槌でしかない。

　だが、その効果はすさまじい。

　俺自身が感じるこの木槌の重さは、だいたい成人男性と同じくらいなのだが、この木槌をぶつけられる相手には……この星、つまり世界と同じ質量が襲おそい掛かかるのだ。

　世界をぶつけられて耐たえられる存在など、まずいないだろう。というか、なんていう武器を作ってるんですかねぇ!?　賢者さん……！

　ただ、この武器にもデメリットが存在する。さっきも言った通り、成人男性と同等の重さを俺が感じるという点だが……俺の今のステータスならそれは重いというにはとてもではないが足りないだろう。

　だが、この大槌の重さに関しては、ステータスに依い存そんしておらず、本当に成人男性と同等の重さをこの手に感じるのだ。

　それにこの大槌が効果を発揮するには相手にぶつけなければならないので、範はん囲い攻撃などには向いておらず、またどんなに振ふり回しても周囲全体への被ひ害がいといった大規模な結果を引き起こすことはできない。

　それでも単体相手なら世界と同質量をぶつけることができるので、まず当ててしまえばそれで終わりなのだ。

　……まあ、俊敏力が高い相手なんかだと、成人男性と同じ重さを振り回す俺からすれば、中々当てられなかったりするんだろうけどな。

　この【大魔境】の中においては致ち命めい的てきな隙すきと大振りな代わりに一撃必殺という、中々尖とがった能力の武器なのだ。

『レベルが上がりました』

　不意にレベルアップを知らせるメッセージが出現した。

「おっ、幸先がいいな」

「────ワン！」

「ん？　おお、ナイトの方も終わったか！」

「わんわん！」

　いつの間にかナイトの方もブラッディ・オーガの群れを一人で殲せん滅めつさせており、辺りにはドロップアイテムが散らばっていた。

　ひとまずブラッディ・オーガのドロップアイテムを回収すると、今度はブラッディ・オーガロードのドロップアイテムを回収する。

　するとブラッディ・オーガと同じような牙きばや魔ま石せき、そして鎧よろい兜かぶとが落ちていたので一つずつ確認することにした。

【血けつ戦せん王おう鬼きの大たい牙が】……ブラッディ・オーガロードの牙。ブラッディ・オーガの上位種である、ロードに相応ふさわしい強きよう靭じんな牙。ロードともなると、この牙を使った攻撃はあまり行わなくなるが、その威い力りよくはブラッディ・オーガよりさらに凶きよう悪あくになっている。

【魔石：Ｓ】……ランクＳ。魔ま力りよくを持つ魔物から手に入る特とく殊しゆな鉱石。

【血戦王鬼の鬼おに兜かぶと】……ブラッディ・オーガロードのドロップアイテム。ブラッディ・オーガロードの顔を模した兜であり、選せん択たくした対象に確率で威い圧あつ効果を与あたえる。この確率は相手と実力差があればあるほど高くなる。

　おお、魔石はともかく、牙も兜も中々いいアイテムなんじゃないか？　ただ残念なのが、今の俺に牙を有効活用する手段がないことだが。

　そしてこの【血戦王鬼の鬼兜】は、今着ている【血戦鬼シリーズ】に合う、フルフェイスタイプの兜だ。

　なんていえばいいのか、鬼のように二本の角が突き出しており、見ようによっては戦隊もののフルフェイスマスクに見えなくもない。いや、色とか形的に悪役かな？

　とにかくこの威圧効果っていうのがちょっと分からないけど、被かぶって損はないだろう。

　俺はそのまま被ると、ナイトに見せる。

「どう？　似合ってる？」

「わん！」

　うん、似合ってるみたいだ。まあ顔全部隠かくれるから似合うも何もないんだろうけど。

「よし、じゃあ改めて森の入り口に行こうか？」

「ワン！」

　この後もちょっとした戦せん闘とうはあったものの、ブラッディ・オーガロードクラスの敵は出てくることはなく、無事に入り口までたどり着くことができたのだった。




　　　　＊＊＊




「さて、取りあえず着いたんだけど……」

　森の外に出て辺りを見み渡わたすが、レクシアたちらしき姿は見えない。

「うーん……ちょっと早く来すぎたのかな？　ナイト」

「……わふ」

「ん？　ナイト？」

　ナイトに声をかけるが、ナイトは何な故ぜか気配を殺した状態で小さく頷うなずくだけだった。

　もしかして俺の気が抜けてるから警けい戒かいしてくれてるのかな？　もっと慎しん重ちようにならないと。

　そう決意した瞬間、森から遠く離はなれた場所から何かが近づいてくるのが見えた。

「ん？　あれは……」

　目を凝こらすと、たくさんの兵士さんに囲まれた豪ごう華かな馬車が目に入る。

「おー、馬車って初めて見た！　でもここらへんちゃんとした道ないけど大丈夫かな？」

　地球でも場所によっては馬車に乗れたりするそうだが、少なくとも俺は乗ったことも見たこともないので、純じゆん粋すいに馬車を見て驚おどろく。

　ただ、馬車の車輪的に、ここらへんは草だらけで、地球のようなアスファルトや石いし畳だたみ、そして砂利道ですらない。

　普ふ通つうにここまで馬車で来たら壊こわれるんじゃ？

　そんな心配をしていると、ある程度近づいたところで馬車が止まり、中から誰だれかが降りてくると、そのまま兵士さんたちに囲まれてこっちに近づいてきた。

　ちゃんと顔が確認できる位置に来ると、その兵士さんたちが以前会ったレクシアさんの護衛の人たちだと分かり、さらによく見るとオーウェンさんとレクシアさんの姿も確認できた。

　そしてあと少しで俺のところまで来るというとき、俺は気づいた。

　……あれ？　俺、突っ立って待ってたけど……これ普通に考えたら俺から向かうべきだったんじゃないか？

　うわあああ、やらかしたあああ……。

　思わず頭を抱かかえるが、もうレクシアさんたちは俺の目の前に来ている。

　……こういうところが気が利きかないって言うんだろうな。しかも相手は王族だし、不敬罪とかなったりしないよね……？

　思わずビクビク怯おびえながら待っていると、俺に気づいたオーウェンさんが手を挙げかけて、何かに気づくと硬こう直ちよくした。

　ん？　どうしたんだろうか？

　不思議に思っていると、オーウェンさんは頰ほおを引きつらせながら教えてくれた。

「ゆ、ユウヤ殿どの……でいいんだよな……？」

「え？　ああ、すみません！　俺で合ってます！」

　俺の声を聞いたオーウェンさんはホッとした様子を見せ、後ろにいたレクシアさんは何故か目を輝かがやかせていた。

「ユウヤ様、その兜素敵ね！　とっても似合ってるわ！」

「そ、そうですか？　ありがとうございます」

[image: ]

「あー……そうですな。それでユウヤ殿。そのヘルムは？　以前お会いしたときは被っていなかったと思うのだが……」

「これですか？　ここに来る途と中ちゆうで【ブラッディ・オーガロード】って魔物に遭遇しまして、倒たおしたら手に入ったんですよ！　鎧と同じデザインなので、ちょうどいいなと」

　俺がそう言うと、俺たちの話を聞いていた兵士さんたちがざわつき始めた。

「お、おい、ブラッディ・オーガロードって……」

「確か昔、小国を滅ほろぼした魔物の名前だったような……」

「現れれば国が総戦力で当たらなきゃいけない相手だろ？」

「え、でもあの人ちょっと散歩に行ってきたってノリで話してないか？」

「次元が違ちがいすぎる……」

「えっと……？」

　俺は何かおかしなことを言っただろうか……？

　あれか、実は似合ってない？　それならハッキリ言ってほしいなぁ……。

「んん！　あー……ユウヤ殿。とにかくこれから王城へと行くわけだが……問題ないか？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

「そうか……ならば改めて」

　オーウェンさんがそう言うと、オーウェンさんを含ふくむ兵士さんたちが一いつ斉せいに敬礼の形をとった。

　その光景に圧あつ倒とうされていると、中心にいたレクシアさんが淑しゆく女じよらしいお辞じ儀ぎをする。

「この度たびは我々の招待に応じていただき、ありがとうございます。これより我々がユウヤ様を王城までご案内いたします」

「は、はい……」

　えっと……いきなり不安になったんだけどどうしたらいいだろう。

　焦あせる俺をよそに、オーウェンさんとレクシアさんは近くに停めていた馬車まで案内しようとする。

「では、こちらに」

「はい……あ、すみません！　ちょっと待ってください！」

「はい？」

　レクシアさんたちの雰ふん囲い気きに飲み込まれて忘れていたが、ナイトのことを伝えてなかった！

「あの、実はもう一人連れていきたい子が────」

「グルルル……ウォォオオン！」

「きゃっ!?」

「レクシア様!?」

「ナイトっ!?」

　俺がナイトのことを紹しよう介かいしようとした瞬しゆん間かん、今まで気配を消していたナイトがレクシアに飛びかかった！

　慌あわててレクシアさんの元に駆かけ寄ろうとすると、先ほどまでレクシアさんが立っていた場所を何かが通り過ぎたのが見えた。

　その通り過ぎたモノの先に視線を向けると、さっきまでレクシアさんが立っていた後ろの木が、切り倒されているのが見える。もし、ナイトがレクシアさんを押おし倒していなかったら、今いま頃ごろ目の前の木のように切断されていただろう。

「な、なんなんだこの犬は!?」

「レクシア様、大丈夫ですか!?」

「え、ええ。私は大丈夫だけど……」

　呆然とするレクシアさんたちをよそに、俺は一気に警戒度を上げ、ナイトと一いつ緒しよに辺りを見渡した。

「ナイト……お前が気配を消していたのは、このことに気づいてたから？」

「わふ」

「……色々聞きたいことはあるけど、今はそれどころじゃないな。取りあえず襲おそってきたヤツをどうにかするぞ……！」

「ウォン！」

　俺はそう言った瞬間、さっきのレクシアさんを襲った見えない何かに気づき、すぐに【全ぜん剣けん】を取り出して切り払はらった。

　すると何かを断ち切るような手ごたえを感じる。この感かん触しよくは……『糸』？

　俺の脳のう裏りにルナの顔が過よぎったが、すぐに頭を振ふってその考えを消す。

　いや……そんなはずは……。

「ユウヤ殿！　これは一体どういう状じよう況きようだ!?」

「俺にも何が何だか分かりませんが、レクシアさんが何者かに狙ねらわれているようです！　そしてさっきレクシアさんを押し倒したのが、俺が紹介したかったナイトって子でして……！」

「何っ!?　ではその犬は味方なのだな!?」

「はい！　詳くわしい説明は後でしますので、今はレクシアさんを守ってください！」

「っ……承知した！」

　ひとまずこれでレクシアさんの方に意識を割さく必要性は少し減るだろう。

　そして……。

「……ナイト。この攻こう撃げきをしてきてる人物の居場所が分かるかい？」

「……わふ」

　ナイトは短く答えると、森の入り口の方へ駆け出した。

　それに続いて俺もすぐに追いかけると同時に、効くかは分からないがスキル【同化】を発動させる。

　そして【大だい魔ま境きよう】の入り口を入ってすぐのところに、その人物はいた。

「っ……どこに消えた……？」

　どうやら俺たちを見失ったらしく、忙せわしなく辺りを見渡す深緑色のローブ姿の人物。

　顔にも仮面をつけており、その表情を確認することはできない。

「フッ！」

「なっ!?　があっ！」

　その人物に俺は背後から近づくと、ある程度力をセーブして、その人物を大きく吹ふっ飛ばした。

　黒ずくめの人物は大きく吹っ飛ぶとそのまま木にぶつかって気を失う。

　俺が恐おそる恐るその人物に近づくと、顔につけていた仮面が地面に落ちていた。

　そして────。

「……どうして、ルナが……」

　そこで静かに気を失っていたのは、俺と一緒にこの【大魔境】で修行をしたルナだった。

　呆然と目の前で気を失っているルナを見ていると、【大魔境】の外から人の気配が近づいてくるのを感じた。

「ユウヤ様！」

「レクシア様!?」

　気配の方に視線を向けると、レクシアさんが駆け寄ってきた。

　後ろには、オーウェンさんたちが慌てて追いかけてくるのが見えるので、勝手にここまで来てしまったのだろう。

　レクシアさんは俺の元まで来ると、目の前で気を失っているルナに目を向け、目を見開いた。

「え？　彼女は……」

「……彼女が、レクシアさんを狙った存在です」

　俺はどうするべきか悩なやんだが、それでも正直に告げることにした。

　ここで噓うそを吐ついてルナを庇かばっても、何もならないと悟さとったからだ。

　しかし、俺の様子がおかしいことに気づいたレクシアさんが、心配そうに俺の方を見てくる。

「ユウヤ様？　もしかして……この子、ユウヤ様のお知り合い？」

「…………はい」

　どうしてルナが……あれこれ考えても、気を失ってるルナからは答えは返ってこない。

　ただ、冷静に考えてみれば、おかしいところは多々あった。

　武器一つ持ってない普ふ通つうの格好をした女の子が、国の騎き士しで兵士であるオーウェンさんすら危険だという【大魔境】に一人でいたことや、何よりルナを見つける前のナイトの行動がそうだ。

　恐らく、ナイトは潜せん在ざい的にルナの何かを感じ取ったから、ルナを見つけたとき、進んで動こうとしなかったんだ。

　そのことが分かり、ナイトの方を見ると、ナイトは申し訳なさそうな表情を浮うかべていた。

　多分、俺がルナを助けようとしたとき、もっと強く引き留めておけばと思っているんだろう。

　そうすれば、ルナと出会うこともなく、俺がこんな気持ちになる必要もなかったからだ。

　俺はそんな気き遣づかいをしてくれるナイトに苦笑いし、優しく撫なでた。

　俺はルナに近づくと、そのままルナを抱だき上げた。

「……レクシアさん、すみません。少し、待ってもらえますか？」

「え？」

「この子の手当だけでも家で行いたいんです」

「それは……」

「最後にもう一度だけ、この子と会話させてもらえませんか？　俺にはこの子が悪いヤツにはどうしても思えなくて……」

　普通なら、認められるはずのないふざけた頼たのみ事だっていうのは分かっている。

　レクシアさんの命を狙ってきた相手を、少しの間とはいえ、預けてほしいと頼んでいるのだ。

　しかも、レクシアさんは王族である。

　そんなレクシアさんを襲ったルナを、会話だけでなく手当までしたいなんて言っても、普通は────。

「いいわよ」

「いいんですか!?」

　あまりにもアッサリとそう言われ、俺は大きく驚おどろいた。え、そんなに簡単に決めちゃっていいの？

　困こん惑わくする俺をよそに、レクシアさんはまるでいたずらっ子のように笑うと、後ろから追ってきているオーウェンさんに向かって叫さけんだ。

「オーウェン！　私、また少しユウヤ様の家に行ってくるわ！」

「へ!?」

『はっ……はああああ!?』

「レクシア様、何を!?」

　俺と同じように驚きよう愕がくの声を上げる兵士さんたち。

　オーウェンさんに至っては、顔が真っ青になっていた。

　同じく呆ぼう然ぜんとする俺に、レクシアさんは肩かたを叩たたきながら言う。

「ほら、早く行きましょう！　じゃないと、オーウェンに捕つかまってしまうわ」

「え、ええ!?」

　未だに状況が飲み込めず、混乱する俺を置いて、レクシアさんはどんどん【大魔境】の奥に入っていく。

　それを見て、本気で俺の家に付いてくることを悟った俺は、慌ててレクシアさんの後を追った。

　するとレクシアさんは追いかける俺に向かって言う。

「ユウヤ様とその子がどんな関係かも気になるけど……理由が分からないなら、一緒に行けばいいのよ！　私もその子が何で私を襲ったのか気になるしね！」

「い、いいんですか？　この子が悪い奴やつじゃないってのはあくまで俺の主観なんですが……」

　そう、俺の主観ではルナのことをどうしても悪いヤツだとは思えなかったのだ。

　もし本当に悪い奴なら、ナイトが問答無用で倒たおしていたはずってのもあるけど……。

「主観でもなんでもいいわ。私が聞きたいから話を聞くの！　いいから、今はオーウェンから逃にげるわよ！」

　そんな風に言ってとても楽しそうに走るレクシアさんと俺の後ろから、すごい速度で迫せまるオーウェンさん。

「レクシア様!?　ちょっ……本当に行くつもりですか!?　説明を！　説明をしてくれええええ！」

　背後で叫ぶオーウェンさんの声を聞きながら、俺は心の中で土下座をするのだった。本当にごめんなさい。でもこっちにも事情が……！

　俺は必死に心の中で謝ると、レクシアさんの手を摑つかんだ。

「え？　ユウヤ様？」

「急いでるから、魔ま法ほうを使うね」

「魔法って……」

　俺はすぐに転移魔法を発動させ、そのままレクシアさんとルナ、そしてナイトを連れて家まで戻もどるのだった。




　　　　＊＊＊




「これって……転移魔法!?」

　魔法で家まで帰ってくると、最初は事態を飲み込めていなかったレクシアさんが目を丸くして驚いていた。

　そんなレクシアさんを横目に見ながら、俺は異世界の家にあるベッドにルナを寝ねかせに移動する。

　そして無事にルナをベッドに寝かせると、レクシアさんがやって来た。

「……ユウヤ様。説明してくれるのよね？」
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「……はい。この子……ルナは、俺が【大魔境】でいつも通り生活していたとき、偶ぐう然ぜん出会った女の子なんです」

「偶然？」

「……いえ、今回のことを考えると、偶然じゃなかったのかもしれません。とにかく、【大魔境】の入り口でゴブリン・エリートの群れに襲おそわれているところを助けたことで、しばらくの間一いつ緒しよに修行するようになったんです」

　最初は不思議な子だと思っていたけど、状じよう況きよう的に考えると、今日レクシアさんがこの場所にやって来ることを知ってて、そこを狙ねらうための下見として、【大魔境】に来ていたんだろう。

　俺はそれから、レクシアさんに今日までの間にルナと過ごしてきた修行の話をして、俺との関係をきちんと説明した。

　すると……。

「ズルい……ズルいわ！」

「へ!?」

「だって、修行中はユウヤ様とずっと一緒にいたんでしょ？　私だって一緒にいたいのに！」

「え、ええ？」

　思いもよらない反応に、俺はどう返せばいいのか分からない。

　しかし、困惑する俺をよそに、レクシアさんは急に真ま面じ目めな表情で訊きいてくる。

「それで、この子をユウヤ様はどうするの？」

「……ここに来る前に説明した通り、看病をして、ルナが目を覚ましたら……今回の件について話をしてもらおうと思います」

「……でも、今日は王城に来てもらう約束だったけど？」

「それは……すみません。ですが、レクシアさんはちゃんとオーウェンさんの元へお送りします」

　レクシアさんと約束をしていたが、今の俺は目の前で眠ねむるルナを放っておくことができなかった。

　失望させたかな？　と考えていると、レクシアさんは勢いよく立ち上がった。

「決めた！　私もここで看病するわ！」

「…………へっ!?」

　一いつ瞬しゆん、何を言われているのか分からず、間ま抜ぬけな声を上げると、レクシアさんは目を輝かがやかせて言った。

「ユウヤ様がこの子の看病で王城に来ないなら、ここに私がいてもいいでしょう？」

「で、でも、レクシアさんは国の王女様なんじゃ……!?」

「それこそなおさらでしょう？　その王女を狙った暗殺者を、そう簡単に監かん視し下に置くことなく放置するわけにはいかないわ。だから、私が監視も兼かねて、この子の看病もしてあげる！」

　そう言い切るレクシアさんに、ただ呆然とすることしかできない俺。

「これって、ちょっとした同どう棲せいみたいね？」

　そして、レクシアさんは最後にいたずらっぽい笑みを浮かべるのだった。




　　　　＊＊＊




　優ゆう夜やが異世界でルナに関わる妙みような事件に巻き込まれているころ、地球の芸能界の方でもまた、優夜の話題が出ていた。

「ふぅん……黒い犬を飼い始めた、ねぇ……」

　美み羽うの所属する会社の女社長が、静かに椅い子すに座りながら呟つぶやいた。

「……これはますます話題性があるわね。美羽の話じゃ、とても可愛い子犬ってことだったし……どちらにせよ、見た目とのギャップで幅はば広ひろいファン層を狙えるわ」

　社長の目は鋭するどくなり、まるで獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのようだった。

「逃がさないわよ？　天てん上じよう優夜……」

　────こうして地球でもまた、優夜は知らず知らずのうちに厄介な事態に巻き込まれていくのだった。








あとがき









　ご無ぶ沙さ汰たしております、美み紅くです。

　再びこの作品をお手にしていただき、ありがとうございます。

　さて、この二巻では、優ゆう夜やが異世界の森の外へ一歩踏ふみ出すといったように、新たな環かん境きようへの準備が進んでいきます。

　そして私自身も、今年の四月から上京し、新しい生活を始めることとなります。

　大学のために四年間大おお阪さかで過ごしてきた私ですが、授業や友人と遊ぶ以外はほとんど家から出なかったため、あまり大阪を実感することは少なかったりします。

　そのため、地元の友人が私の大学の学祭に訪れた際は、私も一いつ緒しよに大阪観光することになり、約四年間も過ごしていたにもかかわらず、その時初めてグリコの看板を見ました。

　そんな私が、改めて夢のために上京するのですが……もうすでに家からあまり出ない未来が見えます。

　しかし、せっかくの上京です。

　この物語の優夜が王都に招待され、また新しい環境に飛び込むのと同じで、私自身も東京生活で新たな人間関係を作ることができればなと思います。




　さて、今回も打ち合わせなどでこの作品をよりよくしていこうと一緒に考えてくださった担当編集者様。

　またも可愛かわいく、そしてカッコいいイラストでこの作品をより一層魅み力りよく的にしてくださった桑くわ島しま黎音れいん様。

　そして、カクヨムの方でも読んでくださっている読者様、また数ある書しよ籍せきの中からこの作品を手に取り、読んでくださった読者の皆みな様さまに心より感謝を申し上げます。

　本当にありがとうございました。

　また皆様とお会いできるのを楽しみにしています。
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